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『温泉まちづくり　2017年度　温泉まちづくり研究会  
総括レポート』（発行：2018年3月）

　「温泉まちづくり研究会」は、7つの温
泉地（阿寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、
由布院、黒川）が集まり、温泉地、温泉
旅館が抱える課題について、解決の方
向を探り、活性化に資することを目指し
ています。本書は2017年度に開催した
3回の研究会の内容を分かりやすく取
りまとめたものです。第1回は「温泉地

の雇用について考える」をテーマとし、今年度研究会として実
施する宿泊施設従業員・経営者アンケートの内容などにつ
いて議論を深めました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文
化）の展開を考える」と題し、芸術祭でいかに地域が発展し
ていくのかなどについて学びました。第3回は「温泉地の雇用
問題を考える」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従
業員・経営者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での
人材の「確保」「定着」「育成」についての議論を行いました。
A4判84ページ／1,500円＋税。『温泉まちづくり』は2011年
度版からホームページで全ページを公開しています。

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

『旅行年報2017』（発行：2017年10月）
　日本人や外国人の旅行市場や観
光産業、観光地、観光政策などについ
て、各種統計資料や、当財団が実施し
た独自の調査結果をもとに、一年の動
向を解説しています。
　また、本号より、第Ⅳ編 観光地に「Ⅳ
-9自然」「Ⅳ-10歴史・文化」「Ⅳ-11
温泉」を、第Ⅴ編 観光政策に「Ⅴ-3

主要市町村による観光政策」を新たに追加しました。A4判
224ページ／2,000円＋税。『旅行年報』は、2014年版か
らホームページで公開しています。

『観光地づくりオーラルヒストリー』（発行：2017年8月）
　本冊子は、当財団の自主研究『これ
からの観光地づくりと観光計画に関す
る研究』の一部を「観光地づくりオー
ラルヒストリー」として取りまとめ、発刊
したものです。これまで我が国におい
て先導的に観光計画の策定や観光地
づくりに取り組んできたフィジカルプラ
ンナー10人に対してインタビューを行

い、暗黙知をできる限り形式知とするオーラルヒストリーの
手法によって進めました。そして、これからの観光地づくり
や観光計画のあり方への視座が得られるものとなるように
しました。A4判174ページ／1,500円＋税。

『平成29年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2017年11月）

　平成29年度の本講座では、行政・
広域での連携（長野県飯山市）、漁業
×観光、官民での連携（三重県鳥羽
市）、コミュニティの住民を交えた連携

（徳島県にし阿波）、金融を交えた連携
（長野県山ノ内町）の4つの事例を取り
上げ、観光地経営を担う個 の々主体が
自立して自らの役割を担いつつ相互に

連携する関係を「パートナーシップ」と表現して、その重要
性について解説しました。連携構築や組織づくり・体制づく
りに奔走する、主に行政の観光担当者や観光協会の事務
局の皆様に対して、地域の誰と、どのようなパートナーシッ
プを築いていくべきかについてのヒントを提供します。A4判
79ページ／1,000円＋税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。
※平成25年度は『観光実践講座 講義録』となっています。

・ここで紹介している出版物は、全ページをホームページで公開しています。
・またアマゾン（amazon.co.jp）で、オン・デマンド印刷版を販売しています。

『育て、磨き、輝かせる　インバウンドの消費促進と地域経済活性化』（2018年6月、発行：株式会社 ぎょうせい）
　近年、訪日外国人旅行者数は毎年過去最高を更新し続けています。今後、インバウンド需要を取り込
もうとする地域にとって重要なことは、先進的にインバウンド対応事業や施策を行い、特に地域への経
済効果向上の観点から、どのような成果を上げてきたのか検証し、施策や事業を検討することです。特
に近年では「モノ消費」（爆買い）から「コト消費」（体験）へと変化するインバウンド需要をどう地域に取
り込むかがポイントになっており、地域資源を「育て」「磨き」「輝かせる」ことで、訪日外国人旅行者によ
る交流人口を拡大し、地域活性化に成功している事例が出てきています。そこで本書では、経済効果を
高めるにあたって重要な「①訪日外国人旅行者を“増やす”」「②訪日外国人旅行者の消費単価を“上
げる”」「③域内調達率を“高める”」を実現するために必要な視点を整理し、視点ごとに先進事例を紹介

します。課題や苦悩をどう乗り越えたかにも注目し、インバウンド需要を地域経済活性化に結びつけていくためのヒントが見
つかります。（公財）日本交通公社 編著／Ａ5判192ページ／2,200円＋税。

新刊のご案内
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経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
と
、
人
口
の
縮
小
の
な
か
、

「
観
光
」
は
地
域
経
済
振
興
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
期
待
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
観
光
振
興
に
伴
う
取
り
組
み
は
広
範
に
お
よ
び
、

難
易
度
が
高
い
取
り
組
み
も
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
着
実
に
展
開
す
る
に
は
、

多
様
な
事
業
を
持
続
的
に
展
開
で
き
る
だ
け
の
財
源
を
有
す
る
こ
と
が

必
要
と
の
認
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導
入
や
、

入
湯
税
の
増
税
な
ど
が
各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

税
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
や
誤
解
も
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
特
集
で
は
、
宿
泊
税
な
ど
の
国
内
外
の
事
例
や
制
度
を
取
り
上
げ
、

観
光
振
興
財
源
の
導
入
と
活
用
に
向
け
た
提
言
を
行
う
。
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1 第238号 July 2018

　

阿
寒
湖
温
泉
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
従
来
の
１
５
０
円
に
プ
ラ

ス
１
０
０
円
を
基
本
と
す
る
入
湯
税
の
「
か
さ
上
げ
」
を
実
現
し
、

年
間
で
約
５
０
０
０
万
円
を
新
た
な
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
使

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
背
景
や
経
緯
は
今
号
の
特
集
に
詳
し
い
の

で
省
く
が
、
で
は
何
が
地
域
の
合
意
を
生
み
出
し
、
実
現
に
導
い
た

の
か
。
３
つ
の
重
要
な
要
素
が
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

一
つ
は
、《
地
域
の
み
ん
な
が
平
等
に
苦
し
か
っ
た
》
こ
と
だ
。

団
体
客
主
体
の
温
泉
地
だ
っ
た
阿
寒
湖
温
泉
は
個
人
旅
行
化
の

波
に
乗
り
遅
れ
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
年
間
宿
泊
客
数
が

１
０
０
万
人
か
ら
60
万
人
に
激
減
し
た
。
地
域
で
好
調
な
宿
泊
施

設
が
一
つ
も
な
い
と
い
う
悲

惨
な
状
況
だ
っ
た
が
、
だ
か
ら

こ
そ
「
何
か
し
な
け
れ
ば
」
と

い
う
危
機
感
を
共
有
し
、
皆

が
同
じ
立
場
で
話
し
合
い
が

で
き
た
。
も
し
、
地
域
内
で

潤
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
合
意
は
難
し
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
今
み
ん
な
が
苦
し
い
地
域
は
、
観
光

振
興
の
新
た
な
財
源
確
保
に
つ
い
て
議
論
し
、
合
意
を
得
ら
れ
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
「
入
湯
税
の
か
さ

上
げ
で
、
阿
寒
湖
温
泉
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
が
さ
ら
に
減
る
の
で

は
」
と
い
う
懸
念
は
宿
泊
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
議
会
な
ど

に
も
根
強
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、《
顧
客
の
声
を
聞
く
》

こ
と
だ
っ
た
。
阿
寒
湖
温
泉
の
宿
泊
客
に
、
入
湯
税
の
か
さ
上
げ
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
、
い
く
ら
ま
で
な
ら
許
容
で
き
る
か
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

正
直
、
非
常
に
怖
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
顧
客
の
声
を

直
接
聞
か
な
け
れ
ば
前
に
進
め
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
不

安
の
中
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
賛
成
が
７
割
、
反
対
は

わ
ず
か
１
割
と
い
う
望
外
の
結
果
が
得
ら
れ
、
大
き
な
推
進
力
と

な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
結
果
が
今
、
入
湯
税
か
さ

上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
温
泉
地
に
と
っ
て
も
一
つ
の
励
み
に

な
れ
ば
と
思
う
。

　

顧
客
の
声
と
い
う
心
強
い
支
持
を
得
た
も
の
の
、
地
域
の
中
で

は
依
然
、
か
さ
上
げ
に
つ
い
て
懸
念
の
声
や
反
対
意
見
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
役
に
立
っ
た
の
が
《
未
来
の
話
を
す
る
》
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
後
の
観
光
は
競
争
が
激
し
く
な
り
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外

の
観
光
地
と
の
競
合
も
避
け
ら
れ
な
い
。
我
々
が
、
多
少
の
リ
ス
ク

を
負
っ
て
で
も
阿
寒
湖
温
泉
を
魅
力
あ
る
場
所
に
し
な
け
れ
ば
、

次
の
世
代
が
苦
し
く
な
る
。
な
ら
ば
、
何
を
す
べ
き
か
？　
と
い
う

議
論
に
は
一
番
時
間
を
か
け
た
。
市
や
国
と
の
折
衝
の
場
面
で
も
、

一
歩
進
ん
で
二
歩
下
が
る
と
い
う
状
況
に
何
度
も
直
面
し
た
が
、

そ
う
い
う
時
も
地
域
の
み
ん
な
で
未
来
の
話
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
再
び
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

今
、
阿
寒
湖
温
泉
は
新
た
に
得
た
財
源
で
温
泉
街
の
玄
関
口
と

な
る
「
森
の
駅
︲
阿
寒
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン
」
の
整
備
を
進

め
、
今
年
８
月
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え
て
い
る
。「
未
来
の
話
」
が
「
現

実
の
話
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
私
が
思
う
の
は
、
今
後
は
こ
う
し

た
財
源
を
人
材
に
対
し
て
使
っ
て
い
く
べ
き
で
は
と
い
う
こ
と
だ
。

今
、
日
本
国
内
で
も
国
際
観
光
旅
客
税
や
宿
泊
税
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
観
光
振
興
の
新
た
な
財
源
が
確
保
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ

う
し
た
財
源
を
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
観
光
振
興
を
支
え
る
人
材
育
成
に

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
観
光
先
進
国
を
目
指
す
日
本
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。	

（
談
）

「
入
湯
税
か
さ
上
げ
」

	

実
現
に
導
い
た
３
つ
の
要
素

NPO法人阿寒観光協会まちづくり推進機構

理事長　大西雅之

巻頭言
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「
入
湯
税
か
さ
上
げ
」

実
現
に
導
い
た
3
つ
の
要
素

1

観
光
振
興
財
源
を
取
り
巻
く

国
内
外
の
動
向

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
財
源
を
自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
先
進
事
例
を
整
理
し
、

日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

2

釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る

入
湯
税
超
過
課
税
導
入
の
取
り
組
み

―
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
独
自
財
源
を
！

3

京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

2
0
1
8
年
10
月
施
行
の
京
都
市
宿
泊
税
条
例
。

そ
の
導
入
ま
で
の
経
緯
、制
度
の
概
要
、取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

当
財
団
が
、約
20
年
間
に
わ
た
っ
て
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
と
、

地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
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共
同
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を
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と
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エ
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。
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光
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独
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取
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光
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的
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が
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の
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ラ
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立
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。
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介
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で
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光
の
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の
双
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を
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者
の
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に
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光
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で
生
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る
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名称

課税
開始時期

税収の使途

納税義務者

課税標準

税率

徴収方法

Airbnbによる
代理徴収の

有無

備考

表 1 アメリカでの宿泊税の比較（2018年4月時点）

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

観
光
振
興
財
源
を

取
り
巻
く

国
内
外
の
動
向

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

特
集

1

観
光
政
策
研
究
部
・
研
究
員
　

池
知
貴
大

出典：筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

海
外
の
動
向

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

一時的な滞在に対する
宿泊設備税

（Transient　
Accommodation 
Tax）

ハワイ州

観光関連の用途に（法
定された）一定額を優先
的に配分（郡への配分も
含む）し、残りは一般財
源。

1987年

10.25%

普通徴収

代理徴収なし

宿泊施設の
オペレーター
総賃料（ただしタイムシ
ェア物件については所有
者が支払った日常維持
管理費の総計の半分）

一般的な宿泊税とは違
い納税義務者は宿泊客
ではない。ハワイ州観光
局2016年度収入の約
95%を占める。

観光開発税
（Tourist 
Development Taxes）

フロリダ州
オレンジ郡

観光開発税を構成する
5つの細分化された税に
応じて、州法で観光関連
用途に限定。

1978年

6%

特別徴収

代理徴収あり

宿泊客

宿泊費

５種類の細分化された
税の組み合わせによっ
て構築されている。フロ
リダ州内の郡はそれら５
種類の組み合わせで課
税する（上限6％）。オー
ランドDMO2016年度
収入の約60％を占める。

一時的な滞在に対する
宿泊税

（Transient
 Occupancy Tax）

カリフォルニア州
サンフランシスコ

一般財源

1961年

14%

特別徴収

代理徴収あり

宿泊客

宿泊費（サービス料金な
ども含む）

別途、TID（観光産業改
善地区）等の仕組みあり。
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名称

課税
開始時期

税収の使途

納税義務者

課税標準

税率

徴収方法

Airbnbによる
代理徴収の

有無

備考

表 1 アメリカでの宿泊税の比較（2018年4月時点）

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

観
光
振
興
財
源
を

取
り
巻
く

国
内
外
の
動
向

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

特
集

1

観
光
政
策
研
究
部
・
研
究
員
　

池
知
貴
大

出典：筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

海
外
の
動
向

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

一時的な滞在に対する
宿泊設備税

（Transient　
Accommodation 
Tax）

ハワイ州

観光関連の用途に（法
定された）一定額を優先
的に配分（郡への配分も
含む）し、残りは一般財
源。

1987年

10.25%

普通徴収

代理徴収なし

宿泊施設の
オペレーター
総賃料（ただしタイムシ
ェア物件については所有
者が支払った日常維持
管理費の総計の半分）

一般的な宿泊税とは違
い納税義務者は宿泊客
ではない。ハワイ州観光
局2016年度収入の約
95%を占める。

観光開発税
（Tourist 
Development Taxes）

フロリダ州
オレンジ郡

観光開発税を構成する
5つの細分化された税に
応じて、州法で観光関連
用途に限定。

1978年

6%

特別徴収

代理徴収あり

宿泊客

宿泊費

５種類の細分化された
税の組み合わせによっ
て構築されている。フロ
リダ州内の郡はそれら５
種類の組み合わせで課
税する（上限6％）。オー
ランドDMO2016年度
収入の約60％を占める。

一時的な滞在に対する
宿泊税

（Transient
 Occupancy Tax）

カリフォルニア州
サンフランシスコ

一般財源

1961年

14%

特別徴収

代理徴収あり

宿泊客

宿泊費（サービス料金な
ども含む）

別途、TID（観光産業改
善地区）等の仕組みあり。
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消費税
売上税
など

備考

宿泊税
など

税率合計

料金合計

表 2 宿泊費100ドルに対して宿泊客が支払う料金総額比較（2018年4月時点）

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

出典：筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

4.712%
（事業者税）
＊（ハワイ州4%＋
オアフ0.5%）

＊事業者側は事業
者税を消費者に転
嫁しようとするため、
宿泊者がもらうレシ
ートには4.712％と
表記されている

ハワイ州
オアフ

10.25%

14.96%

$114.96

6.5%
（フロリダ州6%＋
オレンジ郡0.5%）

フロリダ州
オレンジ郡

6%

12.50%

$112.50 

Zone1において

カリフォルニア州
サンフランシスコ

14%（宿泊税)+
1.75％（TIDなど）

15.75%

$115.75 

8.4%
（コロラド州2.9%＋
イーグル郡1.5%＋
ベイル4%）

コロラド州
ベイル

1.4%

9.80%

$109.80

8.9%
（コロラド州2.9%＋
ピトキン郡3.6%＋
アスペン2.4%）

コロラド州
アスペン

2%（宿泊税+
0.4%（シャトル税）

11.30%

$111.30 

ワイキキビーチ（写真：Bull / PIXTA）サンフランシスコベイブリッジ（写真：vichie81 / PIXTA）
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消費税
売上税
など

備考

宿泊税
など

税率合計

料金合計

表 2 宿泊費100ドルに対して宿泊客が支払う料金総額比較（2018年4月時点）

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

出典：筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

4.712%
（事業者税）
＊（ハワイ州4%＋
オアフ0.5%）

＊事業者側は事業
者税を消費者に転
嫁しようとするため、
宿泊者がもらうレシ
ートには4.712％と
表記されている

ハワイ州
オアフ

10.25%

14.96%

$114.96

6.5%
（フロリダ州6%＋
オレンジ郡0.5%）

フロリダ州
オレンジ郡

6%

12.50%

$112.50 

Zone1において

カリフォルニア州
サンフランシスコ

14%（宿泊税)+
1.75％（TIDなど）

15.75%

$115.75 

8.4%
（コロラド州2.9%＋
イーグル郡1.5%＋
ベイル4%）

コロラド州
ベイル

1.4%

9.80%

$109.80

8.9%
（コロラド州2.9%＋
ピトキン郡3.6%＋
アスペン2.4%）

コロラド州
アスペン

2%（宿泊税+
0.4%（シャトル税）

11.30%

$111.30 

ワイキキビーチ（写真：Bull / PIXTA）サンフランシスコベイブリッジ（写真：vichie81 / PIXTA）
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課税
開始時期

税収の
使途

課税
客体

納税
義務者

課税
標準

税率

徴収方法

Airbnb
による

代理徴収
の

有無

備考

図 1 日本で利用できる観光のための財源獲得手法

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

強制力をもって集める

任意に集める

受益者負担
の
原則が
強い

受益者負担
の
原則が
弱い

分担金 法定外
入湯税

協力金 寄付金 注：協力金と寄付金に関
しては厳密な区別なく使
われることが多いが、協
力金の場合は受益者負
担の原則という考え方の
もと、使途を明確にする
傾向が高いため、図のよ
うな整理を行った。

出典：筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

日
本
に
お
け
る
主
な
選
択
肢

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

表 3 ヨーロッパでの宿泊税の比較（2018年4月時点）

2012年

観光地エリアの
整備

宿泊行為

宿泊客
（17歳以上）

宿泊数
（7泊まで）

1から3スター、その他
簡 易 宿 泊 施 設 …
€0.75
4スター…€1.25
5スター、クルーズ
…€2.50

特別徴収

スペインでは代理徴収
していない。

カタルーニャ州の州法
が根拠法。バルセロナ
以外の地域ではバルセ
ロナより税率が低い。
税収の50％を基礎自
治体（県など）が受け取
る。

バルセロナ

2011年

市の整備と
プロモーション

宿泊行為

宿泊客
（11歳以上）

宿泊数（10泊まで）
＊キャンプ場などは5
泊まで
1または２スター…€3
3スター…€4
4スター…€6
5スター…€7
B&B、民泊など…€3.5
観光用牧場など…€4
キャンプ場など…€2

特別徴収

イタリアでは7つの都
市でAirbnbが代理徴
収をしているが、ローマ
では代理徴収はしてい
ない。
イタリアでは2011年
より各自治体で導入を
始める（自治体によっ
て課税時期、税率およ
び課税対象となる宿泊
日数が異なる）。

ローマ

1994年

観光客の来訪に伴う
費用や自然エリアの保
護財源

宿泊行為

宿泊客

宿泊数

館…€4
5スター…€3
4スター…€2.4
3スター…€1.5
2スターなど…€0.9
1スターなど…€0.75
5または4スターキャン
プ場…€0.54
その他キャンプ場
…€0.2
パリで上記税率に10
％の追加税がかかる

（つまり客には10％上
乗せされた税率が提
示される）

特別徴収

フランスではパリを含
む 多 く の 都 市 で
Airbnbによる代理徴
収を行っている。

フランスでは2015年
より一律の税率から現
在の税率に変更。

パリ

一般財源

宿泊行為

宿泊客

宿泊料金

6%

特別徴収

オランダではアムステ
ルダムにおいてのみ
Airbnbが代理徴収を
している。

オランダの他の州では
比率ではなくホテルラ
ンクに応じた固定額を
課しているところも多
い。

アムステルダム

2014年

文化的目的のため使用
（観光振興）

宿泊行為

宿泊客（ビジネス目的
を持つ宿泊客は対象
外）

宿泊料金（サービス料
金を除く）

5%

特別徴収

ドイツではドルトムント
においてのみAirbnb
が代理徴収をしている。

ド イツ で は 文 化 税
（Cultural tax）または
宿泊税（Bed tax）とい
う名称が一般に使用さ
れる。

ベルリン

バルセロナグエル公園（写真：genki / PIXTA）
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課税
開始時期

税収の
使途

課税
客体

納税
義務者

課税
標準

税率

徴収方法

Airbnb
による

代理徴収
の

有無

備考

図 1 日本で利用できる観光のための財源獲得手法

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

強制力をもって集める

任意に集める

受益者負担
の
原則が
強い

受益者負担
の
原則が
弱い

分担金 法定外
入湯税

協力金 寄付金 注：協力金と寄付金に関
しては厳密な区別なく使
われることが多いが、協
力金の場合は受益者負
担の原則という考え方の
もと、使途を明確にする
傾向が高いため、図のよ
うな整理を行った。

出典：筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

日
本
に
お
け
る
主
な
選
択
肢

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

表 3 ヨーロッパでの宿泊税の比較（2018年4月時点）

2012年

観光地エリアの
整備

宿泊行為

宿泊客
（17歳以上）

宿泊数
（7泊まで）

1から3スター、その他
簡 易 宿 泊 施 設 …
€0.75
4スター…€1.25
5スター、クルーズ
…€2.50

特別徴収

スペインでは代理徴収
していない。

カタルーニャ州の州法
が根拠法。バルセロナ
以外の地域ではバルセ
ロナより税率が低い。
税収の50％を基礎自
治体（県など）が受け取
る。

バルセロナ

2011年

市の整備と
プロモーション

宿泊行為

宿泊客
（11歳以上）

宿泊数（10泊まで）
＊キャンプ場などは5
泊まで
1または２スター…€3
3スター…€4
4スター…€6
5スター…€7
B&B、民泊など…€3.5
観光用牧場など…€4
キャンプ場など…€2

特別徴収

イタリアでは7つの都
市でAirbnbが代理徴
収をしているが、ローマ
では代理徴収はしてい
ない。
イタリアでは2011年
より各自治体で導入を
始める（自治体によっ
て課税時期、税率およ
び課税対象となる宿泊
日数が異なる）。

ローマ

1994年

観光客の来訪に伴う
費用や自然エリアの保
護財源

宿泊行為

宿泊客

宿泊数

館…€4
5スター…€3
4スター…€2.4
3スター…€1.5
2スターなど…€0.9
1スターなど…€0.75
5または4スターキャン
プ場…€0.54
その他キャンプ場
…€0.2
パリで上記税率に10
％の追加税がかかる

（つまり客には10％上
乗せされた税率が提
示される）

特別徴収

フランスではパリを含
む 多 く の 都 市 で
Airbnbによる代理徴
収を行っている。

フランスでは2015年
より一律の税率から現
在の税率に変更。

パリ

一般財源

宿泊行為

宿泊客

宿泊料金

6%

特別徴収

オランダではアムステ
ルダムにおいてのみ
Airbnbが代理徴収を
している。

オランダの他の州では
比率ではなくホテルラ
ンクに応じた固定額を
課しているところも多
い。

アムステルダム

2014年

文化的目的のため使用
（観光振興）

宿泊行為

宿泊客（ビジネス目的
を持つ宿泊客は対象
外）

宿泊料金（サービス料
金を除く）

5%

特別徴収

ドイツではドルトムント
においてのみAirbnb
が代理徴収をしている。

ド イツ で は 文 化 税
（Cultural tax）または
宿泊税（Bed tax）とい
う名称が一般に使用さ
れる。

ベルリン

バルセロナグエル公園（写真：genki / PIXTA）
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地域
観光施設等

協力金制度
名称

導入主体

使途

対象者

金額

期間

導入主体

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

出典：塩谷（2017）より筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

表 4 観光客を対象とする協力金事例

岐阜県白川村・せせらぎ
公園小呂駐車場
一般財団法人世界遺産
白川郷合掌造り保存財
団
修理、修景、地域活性化、
調査普及事業

駐車場利用者

駐車料金○
普通車1,000円（うち
200円が協力金）
大型車3,000円（うち
1,000円が協力金）

通年

財団が受託運営する
村営駐車場で収受

世界遺産集落
保存協力金

岐阜県恵那市・笠置山
クライミングエリア

笠置山クライミング協会

クライミングエリアの環
境整備（トイレ、駐車場）、
広報活動等

入山者

1人300円

通年

入山受付所で収受

笠置山
入山協力金

沖縄県宮古島市

美ら海協力金
連絡協議会

宮古島の海洋環境保全、
観光とダイビング事業
の振興、水産業の振興

ダイビングをする人

1人1日500円

通年

ダイビングショップを通
じて収受

美ら海
協力金

「魔王の宮殿」宮古島（写真：あらＰ / PIXTA）白川郷（写真：gandhi / PIXTA）
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地域
観光施設等

協力金制度
名称

導入主体

使途

対象者

金額

期間

導入主体

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

出典：塩谷（2017）より筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

表 4 観光客を対象とする協力金事例

岐阜県白川村・せせらぎ
公園小呂駐車場
一般財団法人世界遺産
白川郷合掌造り保存財
団
修理、修景、地域活性化、
調査普及事業

駐車場利用者

駐車料金○
普通車1,000円（うち
200円が協力金）
大型車3,000円（うち
1,000円が協力金）

通年

財団が受託運営する
村営駐車場で収受

世界遺産集落
保存協力金

岐阜県恵那市・笠置山
クライミングエリア

笠置山クライミング協会

クライミングエリアの環
境整備（トイレ、駐車場）、
広報活動等

入山者

1人300円

通年

入山受付所で収受

笠置山
入山協力金

沖縄県宮古島市

美ら海協力金
連絡協議会

宮古島の海洋環境保全、
観光とダイビング事業
の振興、水産業の振興

ダイビングをする人

1人1日500円

通年

ダイビングショップを通
じて収受

美ら海
協力金

「魔王の宮殿」宮古島（写真：あらＰ / PIXTA）白川郷（写真：gandhi / PIXTA）
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名称

目的

課税客体

納税義務者

課税標準

税率

徴収方法

税収

名称

税収の使途

課税客体

納税義務者

課税標準

税率

徴収方法

税収

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

表 7 課税要件について

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

【納税義務者】
法的に納税義務を負う者

【課税客体】
課税の対象となる物・行為
または事実

【課税客体の帰属】
課税客体と納税義務者の
結びつきのことを指し、
課税客体が帰属する者を
納税義務者と呼ぶ

【課税標準】
課税客体を
金額・価格・数量等で
表したもの

【税率】

出典：中里 実 et al.（2011）より
筆者作成

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

出典：総務省（2018）より筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

表 5 観光に関連する法定外普通税の事例

別荘等所有税

リゾートマンションなど
の建設に伴いごみ処理
や消防はしご車、上下水
道の整備など行政需要
の増大に対処するため、
非居住者にも固定資産
税・都市計画税・市県民
税の均等割以外にも住
民税に代わる負担をし
てもらう

別荘等の所有

所有者

別荘等の延べ面積

１㎡…年650円

普通徴収

5億円（平成27年度）

静岡県
熱海市

歴史と文化の環境税

本市固有の歴史的文化
遺産および観光資源等
の保全と整備を図り、環
境にやさしい「歴史とみ
どり豊かな文化のまち」
を創造するため、太宰府
市内にある一時有料駐
車場の利用者に一定の
負担を求める

有料駐車場に駐車する
行為

有料駐車場利用者

有料駐車場に駐車する
台数
二輪車（自転車を除く）
…50円
乗車定員10人以下の自
動車…100円
乗車定員10人超29人
以下の自動車…300円
乗車定員29人超の自動
車…500円

特別徴収

8千万円（平成27年度）

福岡県
太宰府市

空港連絡橋利用税

空港アクセスのための関
連道路の整備などの都
市基盤整備の起債償還
とともに、空港補完機能
としての感染症対策など
高度医療のための病院
や、空港消防の維持管理
費などの空港関連施策
に関し、空港連絡橋の利
用者にも受益があること
から、税収確保のため、
連絡橋の通行料金を支
払う者に対して一定の
税負担を求める
関西国際空港連絡橋を
自動車で通行して空港
を利用する行為

通行料金を支払う者

関西国際空港連絡橋を
自動車で通行する回数
１往復につき100円

特別徴収

4億円（平成27年度）

大阪府
泉佐野市

出典：総務省（2018）より筆者作成

表 6 観光に関連する法定外目的税の事例

乗鞍環境保全税

乗鞍地域の自然環境の
保全に係る施策に要す
る費用

乗鞍鶴ヶ池駐車場へ自
動車を運転して自ら入り
込む行為または他人を
入り込ませる行為
乗鞍鶴ヶ池駐車場へ入
り込む自動車を運転す
る者
乗鞍鶴ヶ池駐車場に自
動車で進入する回数

○乗車定員が30人以上
の自動車
・一般乗合用バス以外
…3,000円/回
・一般乗合用バス
…2,000円/回
○乗車定員が11人以上
29人以下の自動車
…1,500円/回
○乗車定員が10人以下
の自動車…300円/回
特別徴収
※シャトルバス、路線バ
ス等については月ごとの
申告納付
1千万円（平成27年度）

岐阜県

遊漁税

河口湖およびその周辺
地域における環境の保
全、環境の美化および施
設の整備の費用
河口湖での遊漁行為

遊漁行為を行う者

遊漁行為を行う日数

１人１日　200円

特別徴収

8百万円（平成27年度）

山梨県
富士河口湖町

環境協力税

環境の美化、環境の保
全および観光施設の維
持整備に要する費用

旅客船、飛行機等により
伊是名村へ入域する行
為

旅客船、飛行機等により
伊是名村へ入域する者

旅客船、飛行機等により
伊是名村へ入域する回
数
１回の入域につき100
円（障害者、高校生以下
は課税免除）

特別徴収

5百万円（平成27年度）
＊伊平屋村：3百万円
　渡嘉敷村：１２百万円

沖縄県
伊是名村

乗鞍畳平（写真：ノンノン / PIXTA） 関西国際空港連絡橋（写真：yume / PIXTA） 太宰府天満宮（写真：Q32 / PIXTA）

課税標準が
金額・価格の場合は％で、
課税標準が数量の場合は
1単位につき
一定の金額で示される

＊沖縄県伊平屋村、沖縄県
渡嘉敷村でも同種の税
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名称

目的

課税客体

納税義務者

課税標準

税率

徴収方法

税収

名称

税収の使途

課税客体

納税義務者

課税標準

税率

徴収方法

税収

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。

表 7 課税要件について

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

【納税義務者】
法的に納税義務を負う者

【課税客体】
課税の対象となる物・行為
または事実

【課税客体の帰属】
課税客体と納税義務者の
結びつきのことを指し、
課税客体が帰属する者を
納税義務者と呼ぶ

【課税標準】
課税客体を
金額・価格・数量等で
表したもの

【税率】

出典：中里 実 et al.（2011）より
筆者作成

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

出典：総務省（2018）より筆者作成

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

表 5 観光に関連する法定外普通税の事例

別荘等所有税

リゾートマンションなど
の建設に伴いごみ処理
や消防はしご車、上下水
道の整備など行政需要
の増大に対処するため、
非居住者にも固定資産
税・都市計画税・市県民
税の均等割以外にも住
民税に代わる負担をし
てもらう

別荘等の所有

所有者

別荘等の延べ面積

１㎡…年650円

普通徴収

5億円（平成27年度）

静岡県
熱海市

歴史と文化の環境税

本市固有の歴史的文化
遺産および観光資源等
の保全と整備を図り、環
境にやさしい「歴史とみ
どり豊かな文化のまち」
を創造するため、太宰府
市内にある一時有料駐
車場の利用者に一定の
負担を求める

有料駐車場に駐車する
行為

有料駐車場利用者

有料駐車場に駐車する
台数
二輪車（自転車を除く）
…50円
乗車定員10人以下の自
動車…100円
乗車定員10人超29人
以下の自動車…300円
乗車定員29人超の自動
車…500円

特別徴収

8千万円（平成27年度）

福岡県
太宰府市

空港連絡橋利用税

空港アクセスのための関
連道路の整備などの都
市基盤整備の起債償還
とともに、空港補完機能
としての感染症対策など
高度医療のための病院
や、空港消防の維持管理
費などの空港関連施策
に関し、空港連絡橋の利
用者にも受益があること
から、税収確保のため、
連絡橋の通行料金を支
払う者に対して一定の
税負担を求める
関西国際空港連絡橋を
自動車で通行して空港
を利用する行為

通行料金を支払う者

関西国際空港連絡橋を
自動車で通行する回数
１往復につき100円

特別徴収

4億円（平成27年度）

大阪府
泉佐野市

出典：総務省（2018）より筆者作成

表 6 観光に関連する法定外目的税の事例

乗鞍環境保全税

乗鞍地域の自然環境の
保全に係る施策に要す
る費用

乗鞍鶴ヶ池駐車場へ自
動車を運転して自ら入り
込む行為または他人を
入り込ませる行為
乗鞍鶴ヶ池駐車場へ入
り込む自動車を運転す
る者
乗鞍鶴ヶ池駐車場に自
動車で進入する回数

○乗車定員が30人以上
の自動車
・一般乗合用バス以外
…3,000円/回
・一般乗合用バス
…2,000円/回
○乗車定員が11人以上
29人以下の自動車
…1,500円/回
○乗車定員が10人以下
の自動車…300円/回
特別徴収
※シャトルバス、路線バ
ス等については月ごとの
申告納付
1千万円（平成27年度）

岐阜県

遊漁税

河口湖およびその周辺
地域における環境の保
全、環境の美化および施
設の整備の費用
河口湖での遊漁行為

遊漁行為を行う者

遊漁行為を行う日数

１人１日　200円

特別徴収

8百万円（平成27年度）

山梨県
富士河口湖町

環境協力税

環境の美化、環境の保
全および観光施設の維
持整備に要する費用

旅客船、飛行機等により
伊是名村へ入域する行
為

旅客船、飛行機等により
伊是名村へ入域する者

旅客船、飛行機等により
伊是名村へ入域する回
数
１回の入域につき100
円（障害者、高校生以下
は課税免除）

特別徴収

5百万円（平成27年度）
＊伊平屋村：3百万円
　渡嘉敷村：１２百万円

沖縄県
伊是名村

乗鞍畳平（写真：ノンノン / PIXTA） 関西国際空港連絡橋（写真：yume / PIXTA） 太宰府天満宮（写真：Q32 / PIXTA）

課税標準が
金額・価格の場合は％で、
課税標準が数量の場合は
1単位につき
一定の金額で示される

＊沖縄県伊平屋村、沖縄県
渡嘉敷村でも同種の税
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導入目的

対象経費
事業内容

事業規模

負担割合

分担金を
選択した

理由

合意形成
における

苦労・工夫
等

　
以
上
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
事
例
と
、
日

本
に
お
け
る
活
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
長
年
に
わ
た
り
宿
泊
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
立

的
・
持
続
的
な
財
源
を
利
用
し
た
D
M
を
進
め
て
お
り
、
各

地
域
に
よ
っ
て
財
源
獲
得
手
法
は
異
な
り
、
ま
た
時
代
の
変

化
と
と
も
に
そ
の
制
度
内
容
も
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

地
域
は
画
一
的
な
制
度
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
や

お
わ
り
に

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。
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表 8 分担金を活用した事例

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

出典：経済産業省地域経済産業グループ（2015）

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

時
代
の
特
性
に
合
わ
せ
て
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
独
自
の

制
度
を
構
築
し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
、
日
本
で
は

長
い
間
補
助
金
に
頼
っ
た
観
光
振
興
が
行
わ
れ
て
い
た
。
法

定
外
税
や
分
担
金
等
、
日
本
で
も
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源

と
し
て
地
域
が
設
計
で
き
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
長
期
的

に
運
用
さ
れ
て
い
る
例
は
乏
し
く
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た

制
度
検
討
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
近
年
、
日
本
で
も
D
M
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、

担
い
手
と
し
て
の
日
本
版
D
M
O
が
各
地
で
設
立
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
D
M
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
総

合
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
実
行
の
難
易
度
は

高
く
、
た
だ
D
M
O
を
形
だ
け
設
立
さ
せ
た
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
。
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
中
長
期
的
に
D
M

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
の
観
光
振
興
で
使
わ
れ
て

い
る
財
源
獲
得
手
法
（
補
助
金
等
）
を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で

は
な
く
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
獲
得
手
法
も
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
特
集
で
整
理

し
て
き
た
よ
う
に
、
D
M
の
た
め
の
財
源
を
獲
得
す
る
方
法

は
宿
泊
税
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
制
度
で
も
そ

の
内
容
は
地
域
や
時
代
の
特
性
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い

く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
D
M
に
長
年
取
り
組
ん
で
い

る
有
名
観
光
地
の
制
度
が
、
必
ず
し
も
自
分
の
地
域
に
最
適

な
設
計
と
は
限
ら
な
い
。
今
後
、
各
地
域
が
D
M
を
有
効
に

実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
海
外
や
国
内
の
先
行
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
各
地
域
が
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
自
立
的
・

持
続
的
な
財
源
獲
得
手
法
を
併
せ
て
検
討
し
、
観
光
地
と
し

て
の
発
展
段
階
や
時
代
に
応
じ
た
見
直
し
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　

重要文化的景観の構成
要素の復旧修理、修景
の事業費を所有者と分
担するため

天草市
重要文化的
景観整備事業
分担金徴収条例

重要文化的景観の構成
要素の復旧修理、修景
の事業費を所有者も分
担するため

高島市
重要文化的
景観整備事業
受益者
分担金徴収条例

駐車場の維持管理費と
将来の改修・改築費用
を事業者等と分担する
ため

屋根の葺き替え、外壁の
張替え等

建物修景、
石垣等景観整備等

美浜駐車場区画線設置
工事等

6,278千円
（工事費・設計管理委託
費）

12,000千円（H.25）
1,200千円（H.26）

7,321千円
（1㎡あたり320円徴収）

対象工事費等の32.5％
を徴収

所有者1/2
国補助1/2

事業者65％
町負担35％

（駐車場の利用割合から
算出）

重要文化的景観の修景
等に国庫補助がつくが、
所有者（受益者）負担も
生じるため、分担金制度
として明確化した

重要文化的景観の修景
等に国庫補助がつくが、
所有者（受益者）負担も
生じるため、分担金制度
として明確化した

一般利用者からの直接
徴収も検討したが、駐車
利用率が上がることで
周辺事業者の収益が見
込まれるため

通常は設計管理委託を
行わないので負担額が
増えることへの説明

（景観形成地区指定の
際には、総会での説明）

個別に訪問して制度を
説明

（重要文化的景観の範
囲検討時には総会、説
明会等実施）

駐車場利用者ではなく、
21社の事業者が負担す
ることで合意形成
徴収）

北谷町
美浜駐車場
管理運営事業
受益者分担に
関する条例

天草　崎津教会（写真：Takanori / PIXTA）

（
い
け
ぢ
・
た
か
ひ
ろ
）
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導入目的

対象経費
事業内容

事業規模

負担割合

分担金を
選択した

理由

合意形成
における

苦労・工夫
等

　
以
上
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
事
例
と
、
日

本
に
お
け
る
活
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
長
年
に
わ
た
り
宿
泊
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
立

的
・
持
続
的
な
財
源
を
利
用
し
た
D
M
を
進
め
て
お
り
、
各

地
域
に
よ
っ
て
財
源
獲
得
手
法
は
異
な
り
、
ま
た
時
代
の
変

化
と
と
も
に
そ
の
制
度
内
容
も
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

地
域
は
画
一
的
な
制
度
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
や

お
わ
り
に

❶
…
州
税
と
し
て
宿
泊
税
を
導
入

　

　
　例
：
ハ
ワ
イ
州

❷
…
州
が
宿
泊
税
に
関
す
る
基
本
法
を
設
定
し
て
、
各
郡
で
導
入

　

　
　例
：
フ
ロ
リ
ダ
州

❸
…
宿
泊
税
と
は
別
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
分
担
金
）を
導
入

　
　例
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
一
般
財
源
と
し

て
宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
て
い
た
地
域
も
存
在
し
て
い
る
が
、

イ
タ
リ
ア
で
は
2
0
1
1
年
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
は

2
0
1
2
年
よ
り
導
入
が
始
ま
る
な
ど
、
比
較
的
近
年
に
導

入
が
進
ん
だ
国
が
目
立
つ
。
そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
は
、
ま

ず
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
宿
泊
税
の
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
都
市
に
お
け

る
宿
泊
税
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

ハ
ワ
イ

　
州
レ
ベ
ル
で
宿
泊
税
に
対
応
し
て
い
る
好
例
が
ハ
ワ
イ
州

で
あ
り
、
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
設
備
税

（T
ransient A

ccom
m

odation T
ax

／
T
A
T
）」
と
い

う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
導
入
当
初
は
、
税
収
の
95
％
が

各
郡
へ
分
配
さ
れ
、
そ
の
使
途
は
各
郡
に
任
せ
ら
れ
て
い
た

が
、
90
年
代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
州
の
D
M
財
源
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
当
時
日
本
人

客
の
減
少
に
よ
っ
て
ハ
ワ
イ
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
、
観

光
地
全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
議
論
の
末
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

（H
aw

aii T
ourism

 A
uthority

／
H
T
A
）
を
創
設
す
る

と
と
も
に
、
増
税
か
つ
観
光
関
連
目
的
（
例
：
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
H
T
A
）
へ
の
分
配
を
大
き
く
高
め
る
と

い
う
形
で
T
A
T
の
仕
組
み
を
変
え
、
D
M
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
は
短
期
間

で
立
て
直
さ
れ
、
強
い
競
争
力
を
得
る
に
至
っ
た
。

　
こ
れ
は
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
が
、
観
光
地
の
競
争
力

確
保
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
近
年
、
別
の
課
題
も
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
州
レ
ベ
ル
で
D
M
に
投
資
し
て
観
光
地
の
競
争
力
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
変
更
が
な
さ
れ
た
T
A
T
だ

が
、
徐
々
に
郡
へ
の
分
配
率
も
観
光
目
的
へ
の
使
用
率
も
小

さ
く
な
り
、
多
く
が
州
の
一
般
財
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
T
A
T
税
収
は
全
体
の
15
％
弱
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
税
収
増
加
の
一
方
で
観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
か
っ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
一
般
財
源
へ
の
分
配

割
合
が
高
く
な
り
、
2
0
1
7
年
に
お
い
て
は
60
％
弱
が
一

般
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、2
0
1
8
年
1

月
1
日
よ
り
税
率
は
1
％
上
昇（
9.
25
%
↓ 

.
25
%
）し
、

こ
の
上
昇
分
の
税
収
を
ホ
ノ
ル
ル
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
使

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
H
T
A
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
財
源
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
制
度
が
変
更
さ
れ
た
T
A
T
は
、
徐
々
に
観

光
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
経
済
を
回
す
た
め

の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に

入
っ
て
H
T
A
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
が
批
判
さ
れ
て
お
り
、

観
光
関
連
へ
の
分
配
額
が
さ
ら
に
減
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
ハ
ワ
イ
観
光
の
競
争
力
確
保
に
お
い
て
、
ハ
ワ
イ
そ
の
も

の
の
広
範
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
T
A
T

が
、
ハ
ワ
イ
州
の
財
政
状
況
に
よ
り
普
通
税
扱
い
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
観
光
関
係
者
か
ら
は
疑
問
の
声
も

出
て
き
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
宿
泊
税
（
T
A
T
）
を
制
度
化
す
る

主
体
も
、
そ
れ
を
利
用
す
る
主
体
も
同
じ
「
州
」
で
あ
る

が
、
両
者
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
宿
泊
税
は
「
観
光
開
発
税
（T

o
u
rist 

D
evelopm

ent 
T
axes

／
T
D
T
）」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
T
D
T
は
5
つ
の
異
な
る
税
か
ら
構
成
さ

れ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
定
可
能

な
税
率
と
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ

ダ
州
内
の
各
郡
や
市
は
5
つ
の
税
を
組
み
合
わ
せ
て
税
率

を
確
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
設
計
者
と
利

用
者
が
別
主
体
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た

使
途
以
外
の
流
用
は
で
き
ず
、
目
的
税
と
し
て
シ
ン
プ
ル

か
つ
明
瞭
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま

た
、
各
郡
に
お
い
て
も
、
独
自
に
ゼ
ロ
か
ら
条
例
を
作
る

必
要
が
な
く
、
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
導
入
可
能

と
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
フ
ロ
リ
ダ
州
に

お
け
る
観
光
開
発
税
に
関
し
て
は
、
特
集
5
「
持
続
性
の

あ
る
D
M
O
構
築
の
鍵
と
な
る
資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に

つ
い
て
」
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
ア
メ
リ
カ
に
は
、
一
般
税
と
し
て
宿
泊
税
を
持
ち
、
別

途
、
観
光
利
用
に
限
定
し
た
財
源
を
切
り
分
け
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
「
一
時
的
な
滞
在
に
対
す
る
宿
泊
税

（T
ransient O

ccupancy T
ax

／
T
O
T
）」
と
い
う
宿

泊
税
と
、
別
途
指
定
す
る
観
光
産
業
改
善
地
区（T

ourism
 

Im
provem

ent 
D
istrict

／
T
I
D
）
で
の
分
担
金
の
2
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
T
O
T
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
と
同
様
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

法
に
て
州
内
の
郡
や
市
に
課
税
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
8
年
4
月
時
点
に
お
い
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お

け
る
T
O
T
の
税
率
は
14
％
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

消
費
税
（
売
上
税
）
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
終
的
に
消
費
者

が
負
担
す
る
額
は
ハ
ワ
イ
や
オ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
額
と
大

差
が
な
い
（
表
2
）。
フ
ロ
リ
ダ
州
と
異
な
る
点
は
、

T
O
T
は
普
通
税
扱
い
で
あ
り
、
使
途
が
限
定
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
分
担
金
は
、
T
I
D
内
で
の
宿
泊
時
に
か
か
る
宿

ア
の
ロ
ー
マ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
は
東
京
都
や
大
阪
府
と

同
様
に
、
宿
泊
数
に
対
し
て
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
（
表

3
）。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
ホ
テ
ル
の
格
付
け
（
星
）
に

よ
っ
て
税
率
を
変
え
て
お
り
、「
価
格
に
か
か
わ
ら
ず
、
良

い
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
負
担
を
し
て
も

ら
う
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
等
で

は
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
と
同
様
に
宿
泊
料
金
に
対
し
て
%
と

い
う
形
で
宿
泊
税
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

は
17
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
7
泊
ま
で
、
ロ
ー
マ
で
は

11
歳
以
上
の
宿
泊
客
に
対
し
て
10
泊
ま
で
（
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
は
5
泊
ま
で
）、
ベ
ル
リ
ン
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
を
持
つ

宿
泊
客
以
外
と
の
制
限
を
か
け
て
い
る
な
ど
、
そ
の
制
度
設

計
は
多
様
で
あ
る
（
表
3
）。

　
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

各
国
や
都
市
に
お
い
て
、
何
を
対
象
に
、
ど
の
よ
う
に
課
税

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
以
上
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
海
外
の
有
名
観
光
地
で
は

宿
泊
税
や
分
担
金
等
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
国
か
ら

の
制
約
を
受
け
ず
、
観
光
需
要
に
連
動
し
た
形
で
D
M
の
た

め
の
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
を
確
保
し
て
い
る
。
地
域
の

特
性
に
よ
っ
て
、
ま
た
観
光
地
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
、
使

途
を
含
め
た
制
度
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
O
T
A

（O
nline 

T
ravel 

A
gent

）やA
irbnb

の
出
現
と
い
っ
た
新

し
い
動
き
に
対
し
て
も
対
応
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

　
観
光
地
が
提
供
す
る
体
験
は
、
単
独
の
事
業
者
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
る
一
般
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
り
、
観

光
地
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
成
立
し
て

い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
観
光
客
の
立
場
か

ら
言
え
ば
、
地
域
内
に
あ
る
天
然
資
源
（
自
然
、
歴
史
遺
産

等
）
や
民
間
サ
ー
ビ
ス
（
旅
館
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
）
の

個
々
の
質
で
は
な
く
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
等
も
含
め
た
地
域
全

体
で
の
体
験
が
重
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
ビ
ー
チ
や

魅
力
的
な
旅
館
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
地
域
で
の
総
合
的
な

体
験
が
良
く
な
け
れ
ば
、
観
光
地
と
し
て
競
争
力
を
確
保
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
観
光
地
が
本
当
に
競
争
力
を
持

つ
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
体
験
す
る
こ
と
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
、
売
り
出
し
て
い
く
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（D

estination 
M

anagem
ent

／
D
M
）
が
必
要

と
な
る
（
D
M
に
つ
い
て
は『
観
光
文
化
』2
3
4
号
参
照
）。

　
こ
う
し
た
D
M
を
担
う
組
織
と
し
て
日
本
版
D
M
O
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
財
源

で
あ
る
。
D
M
は
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
外
部
か
ら
制
約
が
課
さ
れ
な
い
自

立
的
な
財
源
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
や
D
M
O
が

行
う
観
光
振
興
の
費
用
の
多
く
は
国
か
ら
の
補
助
金
や
委
託

金
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
源
は
使
え

る
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
発
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
と
は
異
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
や
人

材
育
成
等
を
含
む
D
M
は
中
長
期
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
持
続
的
な
財
源
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
補
助
金
の
有
無
は
地
域
の
事
情

だ
け
で
な
く
、
政
治
的
な
状
況
の
変
化
を
含
ん
だ
国
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
必
ず
し
も

持
続
的
な
財
源
と
は
な
ら
な
い
。
日
本
の
観
光
振
興
で
使

わ
れ
て
い
る
既
存
の
財
源
は
、
自
立
的
で
も
持
続
的
で
も

な
い
と
い
う
点
で
、
D
M
の
財
源
と
し
て
適
し
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
海
外
の
有
名
観

光
地
で
は
、
D
M
の
財
源
を
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
税
や
負

担
金
方
式
で
の
財
源
獲
得
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
所

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
国
か
ら
使
え
る
内
容
に
対

す
る
制
約
を
課
さ
れ
ず
、
地
域
の
観
光
需
要
に
連
動
し
た

形
で
財
源
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財

源
に
な
り
や
す
い
。
日
本
で
も
本
特
集
の
後
半
で
取
り
上

げ
る
よ
う
に
、
法
定
外
税
や
分
担
金
な
ど
の
自
立
的
・
持

続
的
な
財
源
と
し
て
使
え
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
制
度
を
長
期
的
に
運
用
し
て
い
る
前
例
は
極
め
て
乏

し
い
。
そ
の
点
、
海
外
で
は
過
去
30
年
近
く
に
わ
た
り

D
M
の
財
源
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
日

本
の
観
光
地
と
し
て
も
参
考
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
特
集
は
D
M
の
た
め
の
財
源
を

自
立
的
・
持
続
的
に
確
保
し
て
い
る
海
外
の
事
例
を
整
理

し
た
上
で
、
日
本
に
お
い
て
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し

て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
海
外
の
先
進

事
例
お
よ
び
日
本
に
お
い
て
利
用
可
能
な
制
度
に
つ
い
て

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
に
と
っ
て
今
後
の
制

度
確
立
の
参
考
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
D
M
財
源
に
求
め
ら
れ
る
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
確
保

に
、
宿
泊
税
と
い
う
形
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
の

一
つ
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
各
地
域
に
お
け
る
D
M
の
た
め
の
財
源
獲
得

手
法
は
以
下
の
3
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
を
宿
泊
税
と
呼
ん
で
い
る

が
、
各
地
域
に
よ
っ
て
名
称
も
異
な
り
仕
組
み
も
大
き
く
違

う
（
表
1
）。
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表 8 分担金を活用した事例

　
近
年
日
本
で
も
、
急
激
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に
伴

い
、
各
地
域
で
D
M
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
が
、
冒

頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
観
光
振
興
の
財
源
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
る
補
助
金
等
は
自
立
的
・
持
続
的
で
は
な
く
、

D
M
に
は
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
使
途
に
観
光
振
興
が
含

ま
れ
て
い
る
入
湯
税
も
、
次
節
で
説
明
す
る
よ
う
に
標
準
の

制
度
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
活
用
し
に
く
い
。
各
自
治
体

は
観
光
以
外
に
も
広
範
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
へ

の
戦
略
的
な
投
資
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
も
難
し

い
。

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
図
1
で
観
光
関
連
目
的
の

た
め
に
自
治
体
が
導
入
で
き
る
財
源
獲
得
手
法
を
整
理
し
た
。

　
縦
軸
は
強
制
力
を
も
っ
て
集
め
る
か
ど
う
か
、
横
軸
は
受

益
者
負
担
の
原
則
が
強
い
か
ど
う
か
で
区
分
し
て
い
る
。
お

金
を
支
払
う
か
ど
う
か
に
関
し
て
対
象
者
の
任
意
に
任
せ
る

財
源
獲
得
手
法
と
し
て
は
、
富
士
山
の
入
山
料
等（『
観
光
文

化
』2
2
6
号
参
照
）
の
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等

を
活
用
し
た
寄
付
金
制
度
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法

は
、
強
制
力
を
も
っ
た
徴
収
が
で
き
ず
安
定
性
に
欠
け
て
い

る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
が
、
条
例
も
総
務
省
の
同
意
も
必
要

な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
導
入
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

実
際
、
表
4
で
挙
げ
て
い
る
事
例
の
よ
う
に
、
全
国
で
は
多

種
多
様
な
仕
組
み
で
協
力
金
が
導
入
さ
れ
観
光
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
強
制
力
を
持
っ
た
新
た
な
財
源
獲
得

手
法
と
し
て
は
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
、
法
定
外
税
、
分
担

金
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
ど
れ
も
条
例
の
制
定
等
を
必

要
と
す
る
た
め
導
入
の
難
易
度
は
高
く
な
る
が
、
一
度
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
立
的
・
持
続
的
財
源
と
し
て
安

定
す
る
こ
と
が
多
い
。
D
M
の
財
源
に
は
安
定
的
な
も
の
が

適
し
て
い
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
以
下
で
は
、
強
制
力

を
も
っ
て
徴
収
で
き
る
制
度
（
図
1
の
上
半
部
）
に
絞
っ
て

概
説
し
て
い
く
。

入
湯
税
の
超
過
課
税

　
入
湯
税
は
観
光
の
振
興
が
使
途
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
標

準
の
制
度
の
ま
ま
で
は
D
M
財
源
と
し
て
は
使
い
に
く
い
。

そ
も
そ
も
、
入
湯
税
が
目
的
税
と
な
っ
た
1
9
5
7
年
の
時

点
で
は
、
主
に
環
境
衛
生
施
設
の
整
備
等
が
課
税
目
的
と
し

て
示
さ
れ
て
お
り
、
観
光
施
設
の
整
備
を
除
い
て
観
光
振
興

の
た
め
に
税
収
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9
9
1
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
課
税
目
的
に
観
光
の
振
興

が
加
え
ら
れ
た
が
、
既
に
そ
の
頃
に
は
環
境
衛
生
施
設
や
消

防
施
設
の
整
備
の
た
め
の
財
源
と
い
う
性
格
が
強
く
染
み
付

い
て
い
た
。
ま
た
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
増
加

し
た
公
営
の
日
帰
り
温
泉
施
設
は
、
住
民
へ
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
必
ず
し
も
観
光
客
が
入
湯
税
を
払

う
と
い
っ
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
、
法
律
上
は
観
光
振
興
の
た
め
に
入
湯
税
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
現
実
的
に
は
税
収
が
大
幅

に
増
え
な
い
限
り
、
観
光
振
興
の
た
め
に
使
う
と
い
う
こ
と

は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
入
湯
税
で
は
あ
る
が
、
標
準
で

あ
る
1
5
0
円
よ
り
も
高
い
税
率
を
課
す
（
超
過
課
税
）
こ

と
で
、
超
過
課
税
分
を
D
M
財
源
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
定
着
し
て
い
る
用
途
か
ら
観
光

関
連
の
使
途
に
予
算
を
移
す
こ
と
に
比
べ
て
、
超
過
課
税
に

よ
っ
て
増
え
た
税
収
分
を
観
光
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
難
易

度
は
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
北
海
道
釧
路
市
で
は

入
湯
税
の
超
過
課
税
分
を
観
光
振
興
の
事
業
に
充
て
て
お
り
、

特
集
2
「
釧
路
市
・
阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る
入
湯
税
超
過
課

税
導
入
の
取
り
組
み
」
で
は
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
入
湯
税
の
超
過
課
税
に
よ
っ
て
D
M
財
源
を
獲
得
す
る
と

い
う
手
法
は
、
既
に
あ
る
税
金
を
利
用
す
る
た
め
、
比
較
的

導
入
が
容
易
で
徴
税
コ
ス
ト
も
低
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
た
だ
し
、
温
泉
資
源
が
乏
し
い
地
域
で
は
十
分
な
税
収

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
民
泊
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

と
い
っ
た
温
泉
の
つ
い
て
い
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
徴
税
が
厳
し
く
網
羅
性
に
も
難
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
と
い
う
選
択
肢
は
、
温
泉
資
源
が

豊
富
で
あ
る
地
域
で
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
民
泊
等
の
宿
泊

施
設
が
多
い
地
域
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

法
定
外
税（
宿
泊
税
等
）

　
入
湯
税
に
代
わ
り
、
自
立
的
な
観
光
振
興
財
源
と
し
て
の

注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
る
の
が
宿
泊
税
で
あ
り
、
日
本
の
自
治

体
は
法
定
外
税
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
都
道
府

県
（
東
京
都
、
大
阪
府
）
で
の
導
入
が
先
行
し
た
が
、

2
0
1
8
年
に
入
り
市
町
村
（
京
都
市
、
金
沢
市
）
で
も
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
の
導
入
に
関

し
て
は
、
特
集
3
「
京
都
市
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
。
宿
泊
税
の
税
収

は
、
宿
泊
数
と
い
う
数
で
は
な
く
、
宿
泊
料
金
と
い
う
消
費

額
に
連
動
す
る
た
め
、
観
光
客
数
で
は
な
く
消
費
額
を
目
標

に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
近
年
の
流
れ
に
合
致
す
る
利
点
が
あ

る
一
方
で
、
宿
泊
施
設
の
少
な
い
地
域
で
は
適
し
て
い
な
い

（
例
：
日
帰
り
客
が
大
半
で
あ
る
よ
う
な
地
域
）。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
表
5
、
6
に
ま
と
め
ら
れ
た
宿
泊
税
以
外
の

法
定
外
税
の
例
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
宿

泊
施
設
の
少
な
い
離
島
等
の
場
合
、
船
や
飛
行
機
で
の
出
入

り
に
限
定
さ
れ
、
納
税
義
務
者
の
特
定
が
容
易
な
た
め
、
沖

縄
県
伊
是
名
村
で
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
入
域
税
が
適
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
税
金
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
課
税
要
件
（
表
7
）
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
は
、
特
に

課
税
標
準
お
よ
び
税
率
の
検
討
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
2
0
1
8
年
4
月
時
点
で
日
本
に
存
在
す
る
宿
泊
税

は
、
ど
れ
も
宿
泊
客
ご
と
の
宿
泊
数
を
基
準
に
し
て
税
を
徴

収
し
て
い
る
（
例
：
1
万
円
未
満
の
場
合
1
人
1
泊
1
0
0

円
、
1
万
円
以
上
の
場
合
1
人
1
泊
2
0
0
円
）。
前
述
の

よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
宿
泊
数
に
対
し
て
課
税
し
て
い
る

都
市
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
仕
組
み
は
ホ
テ
ル
の
ラ

ン
ク
に
対
し
て
税
額
が
決
ま
る
の
に
対
し
、
日
本
で
の
仕
組

み
は
部
屋
の
料
金
に
応
じ
て
税
額
が
変
わ
る
と
い
う
違
い
が

あ
る
。
似
た
よ
う
な
仕
組
み
に
見
え
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

仕
組
み
で
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
税
率
は
ど
の

部
屋
で
も
年
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本

の
仕
組
み
で
は
季
節
や
部
屋
、
販
売
経
路
に
応
じ
て
税
率
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
、
宿
泊
施
設
に
と
っ
て
の
手
間
が
大
き
く

な
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
税
率
（
%
）
を
か
け
て
税

を
徴
収
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（
例
：
宿
泊
料
金
に
対
し

て
1
％
）。
課
税
標
準
を
宿
泊
料
金
と
設
定
し
て
、
%
で
課

税
す
る
利
点
の
一
つ
は
、
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
で
取
っ
て
い
る

宿
泊
施
設
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
民
泊
な
ど
の
宿
泊
人
数
を

把
握
し
に
く
い
宿
泊
施
設
に
お
け
る
宿
泊
税
の
回
収
が
楽
で

あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
1
泊
5
万
円
の
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
に
泊
ま
っ
た
場
合
、
宿
泊
料
金
に
対
し
て
1
％
と
い

う
税
率
で
あ
れ
ば
宿
泊
人
数
に
関
わ
ら
ず
5
0
0
円
の
税
金

と
な
る
が
、
1
人
1
泊
1
0
0
円
と
い
っ
た
税
率
の
場
合
は
、

宿
泊
人
数
に
応
じ
て
税
額
が
変
化
す
る
た
め
や
や
こ
し
く
な

る
（
例
：
東
京
で
は
部
屋
料
金
を
宿
泊
人
数
で
割
り
、
1
人

当
た
り
の
宿
泊
料
金
を
算
出
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
課
税

標
準
を
宿
泊
料
金
と
し
、
税
率
を
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を

取
る
こ
と
は
消
費
税
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
問
題
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
の
議
論
も
あ
る
。

　
ま
た
、
法
定
外
税
の
導
入
に
際
し
て
は
下
記
の
3
要
件
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
地
方
税
法
第
2
6
1

条
・
6
7
1
条
・
7
3
3
条
）。
宿
泊
税
に
関
し
て
言
え
ば
、

東
京
都
で
の
導
入
の
際
に
②
③
の
要
件
に
つ
い
て
、
「
宿
泊

客
は
、
物
の
流
通
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
２
号
要
件

に
は
該
当
し
な
い
」、「
宿
泊
税
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
国

の
経
済
施
策
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
３
号
要
件
に
は
該

当
し
な
い
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

① 

国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か

つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と
な
る
こ
と

② 

地
方
団
体
間
に
お
け
る
物
の
流
通
に
重
大
な
障
害
を
与

え
る
こ
と

③ 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
の
経
済
施
策

に
照
ら
し
て
適
当
で
な
い
こ
と

　
さ
て
、
①
の
要
件
に
関
連
し
て
の
議
論
と
な
る
の
が
、
都

道
府
県
で
宿
泊
税
を
導
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
市
町
村
で

も
重
ね
て
宿
泊
税
を
導
入
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
①
の
要
件
の
前
半
と
後
半
が
「
か
つ
」
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
宿
泊
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く

過
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
可
能
で
あ
る
と
の
解
釈
が
穏
当
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
仕
組
み
が
実
現
す
る
と
、
宿
泊
客
は
都
道
府
県
レ
ベ

ル
の
宿
泊
税
の
税
率
と
市
町
村
レ
ベ
ル
の
宿
泊
税
の
税
率
を

合
わ
せ
た
税
率
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
税
率

が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
な
調
整
や
課
税
目
的
の
す
み
分
け

出典：経済産業省地域経済産業グループ（2015）

は
必
要
で
あ
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
財
源
と
し
て
用

い
な
が
ら
、
観
光
需
要
の
高
い
市
町
村
で
も
宿
泊
税
を
市
町

村
の
観
光
関
連
目
的
で
利
用
す
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
法
定
外
税
は
地
域
が
税
目
・
税
率
に
関
し
て
自
立
的
に
設

定
で
き
る
制
度
で
あ
り
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
制
度
設
計

が
可
能
で
あ
る
。
宿
泊
税
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
地
域
が
導

入
し
て
い
る
同
じ
税
金
で
も
、
既
に
あ
る
制
度
が
最
適
と
は

泊
税
で
あ
る
。
T
I
D
と
は
一
定
地
区
の
宿
泊
事
業
発
展
の

取
り
組
み
の
た
め
に
使
う
安
定
的
な
財
源
を
得
る
た
め
に
、

宿
泊
料
金
に
一
定
の
料
金
を
上
乗
せ
す
る
地
域
を
示
す
。
州

法
に
基
づ
い
て
市
郡
が
分
担
金
の
徴
収
を
代
行
す
る
が
、
集

め
ら
れ
た
お
金
は
、
議
会
を
通
さ
ず
に
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
団
体
（
D
M
O
等
）
に
そ
の
ま
ま
支
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

T
I
D
の
制
度
自
体
も
、
分
担
金
を
負
担
す
る
宿
泊
施
設
が

主
導
し
て
設
計
を
行
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
財
政
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
、安
定
し
た
財
源
が
持
続
的
に
D
M
O
等
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
D
M
O（S

an Francisco Travel A
ssociation

）

の
財
源
を
集
め
る
T
I
D
と
モ
ス
コ
ー
ニ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
拡
張
費
を
集
め
る
モ
ス
コ
ー
ニ
拡
張
地
区

（M
oscone E

xpansion D
istrict

）の
2
つ
が
あ
る
。
ゾ
ー

ン
に
応
じ
て
、前
者
は
1
〜
1.
5
%
、後
者
は
0.
3
〜
1.
25

%
の
課
徴
金
を
課
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
都
市

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

る
が
、
宿
泊
税
の
導
入
自
体
は
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
と
い

う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
D
M
の
概
念
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
広
ま
り
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
宿
泊
税
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
我
が
国
の
状
況
に
も
近
い
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
地
域
が
宿
泊
料
金
に
対
す

る
%
と
い
う
形
で
宿
泊
税
を
取
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
都
市
、
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
や
イ
タ
リ

限
ら
ず
、
地
域
や
時
代
の
変
化
と
と
も
に
制
度
を
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
東
京
都
が
旅
館
業
法
上
の
宿
泊
施

設
で
の
宿
泊
行
為
か
つ
宿
泊
料
金
が
１
万
円
を
超
え
る
場
合

に
課
税
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
京
都
市
の
宿
泊
税
は
合

法
・
違
法
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
宿
泊
行
為
（
免
税
点
な
し
）

に
対
し
て
課
税
す
る
設
計
に
す
る
こ
と
で
、
民
泊
も
課
税
対

象
に
含
め
て
い
る
。

分
担
金

　
分
担
金
は
入
湯
税
や
法
定
外
税
と
同
様
に
強
制
力
を
も
っ

て
徴
収
す
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、
受
益
者
負
担
の
原
則
が

強
い
と
い
う
点
で
そ
れ
ら
の
仕
組
み
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

端
的
に
言
え
ば
分
担
金
と
は
、
特
定
事
業
の
経
費
に
充
て
る

た
め
、
そ
の
受
益
者
か
ら
受
益
の
程
度
で
徴
収
す
る
仕
組
み

で
あ
る
（
地
方
自
治
法
第
2
2
4
条
）。
そ
の
た
め
、
分
担

金
と
し
て
負
担
を
求
め
る
場
合
は
、
受
益
者
の
範
囲
が
明
確

に
限
定
さ
れ
、
受
益
の
程
度
が
か
な
り
明
確
に
評
価
で
き
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
に
お
け
る
分
担
金
活
用
事
例
は
表

8
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
れ
も
受
益
の
範
囲
と
程

度
が
明
確
に
評
価
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
分
担
金
の
活
用
に
関

し
て
は
、
特
集
4
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
財
源
調
達
の

現
状
と
分
担
金
制
度
へ
の
期
待
」
に
て
詳
し
く
解
説
す
る
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
使
わ
れ
て
い
る
T
I
D
の
よ
う
な
分

担
金
の
観
光
目
的
へ
の
利
用
は
、
こ
れ
か
ら
の
制
度
の
整
備

が
期
待
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
。

時
代
の
特
性
に
合
わ
せ
て
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
独
自
の

制
度
を
構
築
し
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
、
日
本
で
は

長
い
間
補
助
金
に
頼
っ
た
観
光
振
興
が
行
わ
れ
て
い
た
。
法

定
外
税
や
分
担
金
等
、
日
本
で
も
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源

と
し
て
地
域
が
設
計
で
き
る
制
度
は
存
在
す
る
が
、
長
期
的

に
運
用
さ
れ
て
い
る
例
は
乏
し
く
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た

制
度
検
討
も
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
近
年
、
日
本
で
も
D
M
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、

担
い
手
と
し
て
の
日
本
版
D
M
O
が
各
地
で
設
立
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
D
M
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
総

合
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
実
行
の
難
易
度
は

高
く
、
た
だ
D
M
O
を
形
だ
け
設
立
さ
せ
た
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
。
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
中
長
期
的
に
D
M

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
の
観
光
振
興
で
使
わ
れ
て

い
る
財
源
獲
得
手
法
（
補
助
金
等
）
を
そ
の
ま
ま
使
う
の
で

は
な
く
、
自
立
的
・
持
続
的
な
財
源
獲
得
手
法
も
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
特
集
で
整
理

し
て
き
た
よ
う
に
、
D
M
の
た
め
の
財
源
を
獲
得
す
る
方
法

は
宿
泊
税
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
制
度
で
も
そ

の
内
容
は
地
域
や
時
代
の
特
性
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
て
い

く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
D
M
に
長
年
取
り
組
ん
で
い

る
有
名
観
光
地
の
制
度
が
、
必
ず
し
も
自
分
の
地
域
に
最
適

な
設
計
と
は
限
ら
な
い
。
今
後
、
各
地
域
が
D
M
を
有
効
に

実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
海
外
や
国
内
の
先
行
事
例
を
参

考
に
し
つ
つ
、
各
地
域
が
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
自
立
的
・

持
続
的
な
財
源
獲
得
手
法
を
併
せ
て
検
討
し
、
観
光
地
と
し

て
の
発
展
段
階
や
時
代
に
応
じ
た
見
直
し
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　

重要文化的景観の構成
要素の復旧修理、修景
の事業費を所有者と分
担するため

天草市
重要文化的
景観整備事業
分担金徴収条例

重要文化的景観の構成
要素の復旧修理、修景
の事業費を所有者も分
担するため

高島市
重要文化的
景観整備事業
受益者
分担金徴収条例

駐車場の維持管理費と
将来の改修・改築費用
を事業者等と分担する
ため

屋根の葺き替え、外壁の
張替え等

建物修景、
石垣等景観整備等

美浜駐車場区画線設置
工事等

6,278千円
（工事費・設計管理委託
費）

12,000千円（H.25）
1,200千円（H.26）

7,321千円
（1㎡あたり320円徴収）

対象工事費等の32.5％
を徴収

所有者1/2
国補助1/2

事業者65％
町負担35％

（駐車場の利用割合から
算出）

重要文化的景観の修景
等に国庫補助がつくが、
所有者（受益者）負担も
生じるため、分担金制度
として明確化した

重要文化的景観の修景
等に国庫補助がつくが、
所有者（受益者）負担も
生じるため、分担金制度
として明確化した

一般利用者からの直接
徴収も検討したが、駐車
利用率が上がることで
周辺事業者の収益が見
込まれるため

通常は設計管理委託を
行わないので負担額が
増えることへの説明

（景観形成地区指定の
際には、総会での説明）

個別に訪問して制度を
説明

（重要文化的景観の範
囲検討時には総会、説
明会等実施）

駐車場利用者ではなく、
21社の事業者が負担す
ることで合意形成
徴収）

北谷町
美浜駐車場
管理運営事業
受益者分担に
関する条例

天草　崎津教会（写真：Takanori / PIXTA）

（
い
け
ぢ
・
た
か
ひ
ろ
）
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全
戸
に
配
布
さ
れ
た

「
阿
寒
湖
温
泉
の
再
生
は
ま
ず
意
識
改
革
か
ら
」

2
年
間
か
け
て
策
定
さ
れ
た

「
阿
寒
湖
温
泉
再
生
プ
ラ
ン
2
0
1
0
」

阿
寒
湖
か
ら
雄
阿
寒
岳
を
望
む（
写
真 : 

kamo
T
／
P
I
X
T
A
）

ア
イ
ヌ
の
人
々
が
商
売
を
営
む
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン（
写
真 : 

to
komaru
7／
P
I
X
T
A
）

　
わ
が
国
の
観
光
地
、
観
光
地
域
で
「
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
観
光
庁

に
登
録
す
る
た
め
に
は
専
任
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
担
当
者
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
財
源
を
ど
う
確
保

す
る
か
な
ど
、
財
源
と
人
材
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ

と
し
て
宿
泊
税
の
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、

根
本
的
な
と
こ
ろ
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
る
組
織
が
何

を
す
る
の
か
、
単
に
行
政
か
ら
の
委
託
金
、

補
助
金
を
減
少
さ
せ
、
自
走
す
る
た
め
の
方

策
と
し
て
税
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
ず
は
、
当
該
観
光
地
は
ど
う
い
う
観
光

地
を
目
指
す
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
何
を
ど

う
す
べ
き
な
の
か
、
そ
う
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ど
う
い
う
財
源
が
望
ま
し
い

の
か
を
受
益
と
負
担
の
関
係
も
踏
ま
え
つ
つ

検
討
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
当
財
団
が
、
北
海
道
釧
路
市
・

阿
寒
湖
温
泉
で
約
20
年
間
に
わ
た
っ
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
取
り
組

み
と
併
せ
て
、
地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入

の
経
緯
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
釧
路
空
港
か
ら
車
で
1
時

間
ほ
ど
、
1
9
3
4
年
（
昭
和
9
年
）、
全

国
で
2
番
目
に
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ

た
阿
寒
国
立
公
園
（
現
在
は
阿
寒
摩
周
国
立

公
園
へ
と
名
称
変
更
）
内
の
集
団
施
設
地
区

（
阿
寒
湖
畔
地
区
）
に
位
置
す
る
。
現
在
で

は
、
世
界
で
唯
一
と
な
っ
た
マ
リ
モ
で
有
名

で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
独
特
な
文
化
が
残
っ
て

い
る
自
然
環
境
豊
か
な
温
泉
地
で
あ
る
。

　
1
9
7
0
年
代
以
降
の
北
海
道
観
光
ブ
ー

ム
が
過
ぎ
去
り
、
お
客
さ
ん
に
陰
り
が
出
て

き
た
1
9
9
0
年
代
後
半
、
阿
寒
湖
に
は
1

泊
し
か
し
な
い
お
客
さ
ん
が
大
半
で
あ
っ
た
。

夕
方
16
時
以
降
に
到
着
し
、
温
泉
に
入
り
、

宴
会
を
し
て
就
寝
。
バ
イ
キ
ン
グ
の
朝
食
を

済
ま
せ
た
ら
す
ぐ
に
出
発
し
て
し
ま
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
広
域
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
〞
と

い
う
位
置
づ
け
の
観
光
地
で
あ
っ
た
。
３
つ

の
商
店
街
は
、
鮭
を
く
わ
え
た
木
彫
り
の
熊

が
店
先
に
ず
ら
っ
と
並
ぶ
旧
態
依
然
と
し
た

お
土
産
屋
さ
ん
が
並
ん
で
い
た
。
団
体
客
か

ら
個
人
客
へ
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
な

い
典
型
的
な
温
泉
地
で
あ
り
、
か
つ
て
の
成

功
体
験
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
経
営
者

が
多
か
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
た
我
々
に
と
っ

て
は
〝
ま
ち
〞
そ
の
も
の
の
魅
力
に
欠
け
る

厳
し
い
状
況
の
温
泉
地
と
い
う
認
識
を
持
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
か
ら
約
20
年
前
で

あ
っ
た
。

「
美
し
く
快
適
な
温
泉
地
に
し
な
く
て
は
誰

も
来
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
の
も
と
、

住
民
を
巻
き
込
み
息
の
長
い
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
も
う
と
し
た
が
、
何
を
目
指
せ

ば
良
い
の
か
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
く
、
何

釧
路
市
・

阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る

入
湯
税
超
過
課
税
導
入
の

取
り
組
み

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
独
自
財
源
を
!

阿
寒
湖
温
泉
の

〝
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
〞を
つ
く
る

1.

を
目
標
に
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の
か
が
見
え

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
観
光
業
以
外

の
一
般
住
民
を
も
巻
き
込
み
、
2
年
か
け
て

自
分
た
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
。
そ
し
て
2
0
0
2
年
（
平
成
14

年
）
に
完
成
し
た
の
が
『
阿
寒
湖
温
泉
再
生

プ
ラ
ン
2
0
1
0
』
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
観

光
の
構
造
改
革
だ
け
で
な
く
、
住
民
意
識
、

商
売
に
対
す
る
意
識
を
抜
本
的
に
改
革
し
よ

う
と
い
う
計
画
が
『
意
識
改
革
プ
ラ
ン
』
で
、

こ
の
小
冊
子
『
阿
寒
湖
温
泉
の
再
生
は
ま
ず

意
識
改
革
か
ら
』
は
温
泉
街
全
戸
に
配
布
し

た
。
こ
の
冊
子
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
当

然
な
が
ら
批
判
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
な
が

ら
批
判
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
的
を
射
た
内

容
で
あ
っ
た
の
だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。
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全
戸
に
配
布
さ
れ
た

「
阿
寒
湖
温
泉
の
再
生
は
ま
ず
意
識
改
革
か
ら
」

2
年
間
か
け
て
策
定
さ
れ
た

「
阿
寒
湖
温
泉
再
生
プ
ラ
ン
2
0
1
0
」

阿
寒
湖
か
ら
雄
阿
寒
岳
を
望
む（
写
真 : 

kamo
T
／
P
I
X
T
A
）

ア
イ
ヌ
の
人
々
が
商
売
を
営
む
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン（
写
真 : 

to
komaru
7／
P
I
X
T
A
）

　
わ
が
国
の
観
光
地
、
観
光
地
域
で
「
日
本

版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
観
光
庁

に
登
録
す
る
た
め
に
は
専
任
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
担
当
者
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め
の
財
源
を
ど
う
確
保

す
る
か
な
ど
、
財
源
と
人
材
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ

と
し
て
宿
泊
税
の
導
入
や
入
湯
税
の
超
過
課

税
な
ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、

根
本
的
な
と
こ
ろ
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
る
組
織
が
何

を
す
る
の
か
、
単
に
行
政
か
ら
の
委
託
金
、

補
助
金
を
減
少
さ
せ
、
自
走
す
る
た
め
の
方

策
と
し
て
税
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
ず
は
、
当
該
観
光
地
は
ど
う
い
う
観
光

地
を
目
指
す
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
何
を
ど

う
す
べ
き
な
の
か
、
そ
う
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ど
う
い
う
財
源
が
望
ま
し
い

の
か
を
受
益
と
負
担
の
関
係
も
踏
ま
え
つ
つ

検
討
す
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
当
財
団
が
、
北
海
道
釧
路
市
・

阿
寒
湖
温
泉
で
約
20
年
間
に
わ
た
っ
て
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
取
り
組

み
と
併
せ
て
、
地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
目
的
税
で
あ
る
入
湯
税
の
超
過
課
税
導
入

の
経
緯
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
阿
寒
湖
温
泉
は
釧
路
空
港
か
ら
車
で
1
時

間
ほ
ど
、
1
9
3
4
年
（
昭
和
9
年
）、
全

国
で
2
番
目
に
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ

た
阿
寒
国
立
公
園
（
現
在
は
阿
寒
摩
周
国
立

公
園
へ
と
名
称
変
更
）
内
の
集
団
施
設
地
区

（
阿
寒
湖
畔
地
区
）
に
位
置
す
る
。
現
在
で

は
、
世
界
で
唯
一
と
な
っ
た
マ
リ
モ
で
有
名

で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
の
独
特
な
文
化
が
残
っ
て

い
る
自
然
環
境
豊
か
な
温
泉
地
で
あ
る
。

　
1
9
7
0
年
代
以
降
の
北
海
道
観
光
ブ
ー

ム
が
過
ぎ
去
り
、
お
客
さ
ん
に
陰
り
が
出
て

き
た
1
9
9
0
年
代
後
半
、
阿
寒
湖
に
は
1

泊
し
か
し
な
い
お
客
さ
ん
が
大
半
で
あ
っ
た
。

夕
方
16
時
以
降
に
到
着
し
、
温
泉
に
入
り
、

宴
会
を
し
て
就
寝
。
バ
イ
キ
ン
グ
の
朝
食
を

済
ま
せ
た
ら
す
ぐ
に
出
発
し
て
し
ま
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
広
域
周
遊
観
光
の
宿
泊
拠
点
〞
と

い
う
位
置
づ
け
の
観
光
地
で
あ
っ
た
。
３
つ

の
商
店
街
は
、
鮭
を
く
わ
え
た
木
彫
り
の
熊

が
店
先
に
ず
ら
っ
と
並
ぶ
旧
態
依
然
と
し
た

お
土
産
屋
さ
ん
が
並
ん
で
い
た
。
団
体
客
か

ら
個
人
客
へ
の
急
激
な
変
化
に
対
応
で
き
な

い
典
型
的
な
温
泉
地
で
あ
り
、
か
つ
て
の
成

功
体
験
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
経
営
者

が
多
か
っ
た
。
初
め
て
訪
れ
た
我
々
に
と
っ

て
は
〝
ま
ち
〞
そ
の
も
の
の
魅
力
に
欠
け
る

厳
し
い
状
況
の
温
泉
地
と
い
う
認
識
を
持
っ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
か
ら
約
20
年
前
で

あ
っ
た
。

「
美
し
く
快
適
な
温
泉
地
に
し
な
く
て
は
誰

も
来
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
の
も
と
、

住
民
を
巻
き
込
み
息
の
長
い
観
光
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
も
う
と
し
た
が
、
何
を
目
指
せ

ば
良
い
の
か
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
く
、
何

釧
路
市
・

阿
寒
湖
温
泉
に
お
け
る

入
湯
税
超
過
課
税
導
入
の

取
り
組
み

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
独
自
財
源
を
!

阿
寒
湖
温
泉
の

〝
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
〞を
つ
く
る

1.

を
目
標
に
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の
か
が
見
え

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
観
光
業
以
外

の
一
般
住
民
を
も
巻
き
込
み
、
2
年
か
け
て

自
分
た
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
。
そ
し
て
2
0
0
2
年
（
平
成
14

年
）
に
完
成
し
た
の
が
『
阿
寒
湖
温
泉
再
生

プ
ラ
ン
2
0
1
0
』
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
観

光
の
構
造
改
革
だ
け
で
な
く
、
住
民
意
識
、

商
売
に
対
す
る
意
識
を
抜
本
的
に
改
革
し
よ

う
と
い
う
計
画
が
『
意
識
改
革
プ
ラ
ン
』
で
、

こ
の
小
冊
子
『
阿
寒
湖
温
泉
の
再
生
は
ま
ず

意
識
改
革
か
ら
』
は
温
泉
街
全
戸
に
配
布
し

た
。
こ
の
冊
子
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
当

然
な
が
ら
批
判
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
な
が

ら
批
判
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
的
を
射
た
内

容
で
あ
っ
た
の
だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

特
集

2
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図 1 入湯税超過課税の概要

図 2 入湯税引き上げ分の運用方法について

　
住
民
参
加
型
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
完
成
し

た
が
、
何
を
す
る
に
し
て
も
財
源
が
な
く
、

国
、
具
体
的
に
は
環
境
省
や
北
海
道
開
発
局
、

北
海
道
運
輸
局
な
ど
の
補
助
事
業
の
導
入
も

数
多
く
実
施
し
た
が
、
実
現
に
至
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
い
わ
ば
挫
折
の
中
か
ら
独
自
財
源
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
、
2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
の
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
課
税
自
主

権
を
活
用
し
、
法
定
外
目
的
税
の
導
入
に
挑

戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、

釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
小
磯
修
二
教
授
（
元
当
財
団
専
門
委
員
）

が
、
阿
寒
町
の
若
手
職
員
を
集
め
て
、「
新

し
い
地
方
税
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

会
」
と
い
う
研
究
会
（
座
長
は
小
磯
修
二

氏
）
を
開
催
し
、「
湖
畔
再
生
税
」の
導
入
を

と
い
う
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
当
時
の

総
務
省
の
壁
は
高
か
っ
た
。
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
使
え
る
入
湯
税
が
あ
る
の
に
、
さ

ら
に
観
光
振
興
に
使
う
目
的
税
・
湖
畔
再
生

税
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
二
重
課
税
に

な
る
と
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
で
は
既
に
地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

入
湯
税
を
嵩
上
げ
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
、

む
し
ろ
総
務
省
の
指
摘
を
逆
手
に
取
っ
た
形

で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
有
力
な
旅
館
経
営

者
が
反
対
に
回
り
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
旧
阿

寒
町
議
会
で
条
例
改
定
の
直
前
で
頓
挫
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）
か
ら
2
0
1
4

年
（
平
成
26
年
）
に
か
け
て
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
隆
盛
と
来
訪
客
の
個
人
旅
行
化
へ
の
シ

フ
ト
で
あ
り
、
温
泉
街
の
中
心
部
に
位
置
し

広
大
な
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
大
型
ホ
テ
ル

の
跡
地
の
有
効
活
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
温
泉
街
全
体
の
将
来
の

土
地
利
用
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
土
地
を

阿
寒
湖
温
泉
の
玄
関
口
と
し
て
自
家
用
車
で

来
訪
す
る
個
人
客
に
対
応
す
る
た
め
「
森
の

駅
‐
阿
寒
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン（
仮
）」

と
し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
ま
と
ま

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
補
助
金
で

整
備
で
き
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
う
し

て
も
独
自
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
再
度
、
入
湯
税
の
嵩
上
げ
論
が
浮
上
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
と

て
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
民
間
側
か

ら
行
政
に
対
し
て
超
過
課
税
を
や
っ
て
ほ
し

い
と
市
長
宛
の
要
望
書
を
提
出
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
我
々
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
（
以
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
と
地
元
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
と
の

共
同
研
究
と
し
て
「
独
自
財
源
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
法
定
外

目
的
税
を
導
入
し
た
市
町
村
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い
た

３
つ
の
温
泉
地
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
加

え
、
後
述
す
る
い
わ
ゆ
る
担
税
力
調
査
、
つ

ま
り
阿
寒
湖
温
泉
へ
の
来
訪
客
が
ど
の
程
度

の
超
過
課
税
を
認
め
て
く
れ
る
か
、
に
つ
い

て
も
実
査
を
行
っ
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
結
果
も
含
め
て
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
阿
寒

湖
温
泉
に
は
一
泊
7
千
円
の
民
宿
も
あ
れ
ば

3
万
円
を
超
す
旅
館
も
あ
る
の
で
、
宿
泊
料

金
に
応
じ
て
50
円
、
1
0
0
円
、
1
5
0
円

の
3
段
階
方
式
の
嵩
上
げ
で
や
っ
た
ら
ど
う

か
と
い
う
こ
と
、
充
当
す
べ
き
事
業
に
は
２

つ
の
柱
（
①
国
際
観
光
地
環
境
整
備
事
業
、

②
お
も
て
な
し
事
業
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
正

式
に
釧
路
市
と
し
て
本
格
的
に
条
例
改
定
に

向
け
て
動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
は
、
観
光
振
興

課
だ
け
で
は
な
く
、
税
務
課
も
独
自
財
源
研

究
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
庁
内
で
は

企
画
部
門
、
財
政
部
門
、
観
光
部
門
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
て
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
行
政
か
ら
は
、
嵩
上
げ
の
金
額

を
細
か
く
分
け
る
の
は
煩
雑
と
な
る
の
で
2

段
階
方
式
と
し
た
方
が
良
い
、
使
い
た
い
事

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
観
光
振
興
と
は
異

な
る
目
的
の
事
業
が
入
っ
て
い
る
た
め
外
し

た
方
が
良
い
と
い
っ
た
様
々
な
指
摘
を
受
け

て
改
定
案
が
で
き
た
。

　
入
湯
税
を
一
律
2
5
0
円
に
す
る
と
や
は

り
宿
泊
客
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、

高
級
な
旅
館
だ
け
に
適
用
し
よ
う
と
考
え
た

が
、
行
政
か
ら
は
高
級
と
そ
れ
以
外
の
線
引

き
を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
、
釧
路
市
内
で
鉱
泉
浴
場
を
有
す
る

す
べ
て
の
宿
泊
施
設
で
2
5
0
円
と
し
、
国

際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く
登
録
ホ
テ

ル
・
旅
館
以
外
の
宿
泊
施
設
は
奢
侈
性
が
低

い
と
判
断
し
、
1
5
0
円
に
据
え
置
く
と
い

う
方
式
を
採
用
し
た
。
つ
ま
り
、
標
準
税
率

は
2
5
0
円
と
す
る
こ
と
と
し
、
奢
侈
性
の

低
い
施
設
は
1
5
0
円
に
軽
減
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
、
制
度

化
に
対
し
釧
路
市
は
当
然
な
が
ら
様
々
な
検

討
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
入
湯
税
を
ど
れ
く
ら
い
嵩
上
げ
し
て
も
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
阿
寒
湖

温
泉
来
訪
客
に
対
し
て
実
施
し
、
4
0
0
名

程
の
回
答
を
得
た
。
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

ま
す
、
あ
る
い
は
、
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

た
い
な
ど
使
途
を
明
確
に
し
て
協
力
を
仰
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
は
理
解
を
示
し
、

協
力
し
た
い
と
い
う
回
答
が
7
割
に
上
っ
た
。

ま
た
、
入
湯
税
の
認
知
度
は
意
外
に
も
低
く
、

お
客
さ
ん
は
何
か
税
金
を
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い

る
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
も
同
時
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
追
加
額
は
1
5
1
〜
2
0
0
円
嵩
上
げ
し

て
も
よ
い
と
い
う
回
答
が
　.
1
％
で
一
番

多
く
、
1
0
1
〜
1
5
0
円
が
　.
6
％
で

あ
っ
た
が
、
釧
路
市
議
会
に
対
す
る
説
明
材

料
と
し
て
有
効
に
こ
の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
、

嵩
上
げ
に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
に
対
し
て
極
め
て
説

独
自
財
源
の
模
索

入
湯
税
の
超
過
課
税
に
至
っ
た
経
緯

2.得
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
か
ら
観
光
振
興
に
該
当
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
事
業
の
1

つ
が
「
マ
リ
モ
再
生
事
業
」
で
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
環
境
系
事
業
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

も
う
1
つ
、
昔
か
ら
阿
寒
湖
周
辺
に
生
息
し

て
い
た
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
の
復
元
も
観

光
振
興
と
は
違
う
事
業
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と

で
除
外
さ
れ
た
が
、
行
政
と
し
て
も
観
光
財

源
の
確
保
に
向
け
て
様
々
な
検
討
を
重
ね
、

よ
う
や
く
超
過
課
税
の
枠
組
み
が
で
き
て
い

っ
た
。
そ
し
て
2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

4
月
よ
り
入
湯
税
の
超
過
課
税
は
特
例
措
置

と
し
て
10
年
間
限
定
で
1
0
0
円
嵩
上
げ
す

る
と
い
う
政
策
の
実
践
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
（
図
1
）
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21

入湯税の税率引き上げ

入湯税引き上げ分を
基金に積み立て
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図 1 入湯税超過課税の概要

図 2 入湯税引き上げ分の運用方法について

　
住
民
参
加
型
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
完
成
し

た
が
、
何
を
す
る
に
し
て
も
財
源
が
な
く
、

国
、
具
体
的
に
は
環
境
省
や
北
海
道
開
発
局
、

北
海
道
運
輸
局
な
ど
の
補
助
事
業
の
導
入
も

数
多
く
実
施
し
た
が
、
実
現
に
至
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
い
わ
ば
挫
折
の
中
か
ら
独
自
財
源
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
、
2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
の
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
課
税
自
主

権
を
活
用
し
、
法
定
外
目
的
税
の
導
入
に
挑

戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、

釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
小
磯
修
二
教
授
（
元
当
財
団
専
門
委
員
）

が
、
阿
寒
町
の
若
手
職
員
を
集
め
て
、「
新

し
い
地
方
税
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

会
」
と
い
う
研
究
会
（
座
長
は
小
磯
修
二

氏
）
を
開
催
し
、「
湖
畔
再
生
税
」の
導
入
を

と
い
う
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
当
時
の

総
務
省
の
壁
は
高
か
っ
た
。
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
使
え
る
入
湯
税
が
あ
る
の
に
、
さ

ら
に
観
光
振
興
に
使
う
目
的
税
・
湖
畔
再
生

税
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
二
重
課
税
に

な
る
と
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
で
は
既
に
地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

入
湯
税
を
嵩
上
げ
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
、

む
し
ろ
総
務
省
の
指
摘
を
逆
手
に
取
っ
た
形

で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
有
力
な
旅
館
経
営

者
が
反
対
に
回
り
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
旧
阿

寒
町
議
会
で
条
例
改
定
の
直
前
で
頓
挫
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）
か
ら
2
0
1
4

年
（
平
成
26
年
）
に
か
け
て
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
隆
盛
と
来
訪
客
の
個
人
旅
行
化
へ
の
シ

フ
ト
で
あ
り
、
温
泉
街
の
中
心
部
に
位
置
し

広
大
な
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
大
型
ホ
テ
ル

の
跡
地
の
有
効
活
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
温
泉
街
全
体
の
将
来
の

土
地
利
用
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
土
地
を

阿
寒
湖
温
泉
の
玄
関
口
と
し
て
自
家
用
車
で

来
訪
す
る
個
人
客
に
対
応
す
る
た
め
「
森
の

駅
‐
阿
寒
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン（
仮
）」

と
し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
ま
と
ま

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
補
助
金
で

整
備
で
き
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
う
し

て
も
独
自
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
再
度
、
入
湯
税
の
嵩
上
げ
論
が
浮
上
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
と

て
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
民
間
側
か

ら
行
政
に
対
し
て
超
過
課
税
を
や
っ
て
ほ
し

い
と
市
長
宛
の
要
望
書
を
提
出
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
我
々
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
（
以
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
と
地
元
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
と
の

共
同
研
究
と
し
て
「
独
自
財
源
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
法
定
外

目
的
税
を
導
入
し
た
市
町
村
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い
た

３
つ
の
温
泉
地
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
加

え
、
後
述
す
る
い
わ
ゆ
る
担
税
力
調
査
、
つ

ま
り
阿
寒
湖
温
泉
へ
の
来
訪
客
が
ど
の
程
度

の
超
過
課
税
を
認
め
て
く
れ
る
か
、
に
つ
い

て
も
実
査
を
行
っ
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
結
果
も
含
め
て
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
阿
寒

湖
温
泉
に
は
一
泊
7
千
円
の
民
宿
も
あ
れ
ば

3
万
円
を
超
す
旅
館
も
あ
る
の
で
、
宿
泊
料

金
に
応
じ
て
50
円
、
1
0
0
円
、
1
5
0
円

の
3
段
階
方
式
の
嵩
上
げ
で
や
っ
た
ら
ど
う

か
と
い
う
こ
と
、
充
当
す
べ
き
事
業
に
は
２

つ
の
柱
（
①
国
際
観
光
地
環
境
整
備
事
業
、

②
お
も
て
な
し
事
業
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
正

式
に
釧
路
市
と
し
て
本
格
的
に
条
例
改
定
に

向
け
て
動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
は
、
観
光
振
興

課
だ
け
で
は
な
く
、
税
務
課
も
独
自
財
源
研

究
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
庁
内
で
は

企
画
部
門
、
財
政
部
門
、
観
光
部
門
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
て
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
行
政
か
ら
は
、
嵩
上
げ
の
金
額

を
細
か
く
分
け
る
の
は
煩
雑
と
な
る
の
で
2

段
階
方
式
と
し
た
方
が
良
い
、
使
い
た
い
事

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
観
光
振
興
と
は
異

な
る
目
的
の
事
業
が
入
っ
て
い
る
た
め
外
し

た
方
が
良
い
と
い
っ
た
様
々
な
指
摘
を
受
け

て
改
定
案
が
で
き
た
。

　
入
湯
税
を
一
律
2
5
0
円
に
す
る
と
や
は

り
宿
泊
客
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、

高
級
な
旅
館
だ
け
に
適
用
し
よ
う
と
考
え
た

が
、
行
政
か
ら
は
高
級
と
そ
れ
以
外
の
線
引

き
を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
、
釧
路
市
内
で
鉱
泉
浴
場
を
有
す
る

す
べ
て
の
宿
泊
施
設
で
2
5
0
円
と
し
、
国

際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く
登
録
ホ
テ

ル
・
旅
館
以
外
の
宿
泊
施
設
は
奢
侈
性
が
低

い
と
判
断
し
、
1
5
0
円
に
据
え
置
く
と
い

う
方
式
を
採
用
し
た
。
つ
ま
り
、
標
準
税
率

は
2
5
0
円
と
す
る
こ
と
と
し
、
奢
侈
性
の

低
い
施
設
は
1
5
0
円
に
軽
減
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
、
制
度

化
に
対
し
釧
路
市
は
当
然
な
が
ら
様
々
な
検

討
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
入
湯
税
を
ど
れ
く
ら
い
嵩
上
げ
し
て
も
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
阿
寒
湖

温
泉
来
訪
客
に
対
し
て
実
施
し
、
4
0
0
名

程
の
回
答
を
得
た
。
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

ま
す
、
あ
る
い
は
、
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

た
い
な
ど
使
途
を
明
確
に
し
て
協
力
を
仰
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
は
理
解
を
示
し
、

協
力
し
た
い
と
い
う
回
答
が
7
割
に
上
っ
た
。

ま
た
、
入
湯
税
の
認
知
度
は
意
外
に
も
低
く
、

お
客
さ
ん
は
何
か
税
金
を
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い

る
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
も
同
時
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
追
加
額
は
1
5
1
〜
2
0
0
円
嵩
上
げ
し

て
も
よ
い
と
い
う
回
答
が
　.
1
％
で
一
番

多
く
、
1
0
1
〜
1
5
0
円
が
　.
6
％
で

あ
っ
た
が
、
釧
路
市
議
会
に
対
す
る
説
明
材

料
と
し
て
有
効
に
こ
の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
、

嵩
上
げ
に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
に
対
し
て
極
め
て
説

独
自
財
源
の
模
索

入
湯
税
の
超
過
課
税
に
至
っ
た
経
緯

2.得
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
か
ら
観
光
振
興
に
該
当
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
事
業
の
1

つ
が
「
マ
リ
モ
再
生
事
業
」
で
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
環
境
系
事
業
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

も
う
1
つ
、
昔
か
ら
阿
寒
湖
周
辺
に
生
息
し

て
い
た
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
の
復
元
も
観

光
振
興
と
は
違
う
事
業
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と

で
除
外
さ
れ
た
が
、
行
政
と
し
て
も
観
光
財

源
の
確
保
に
向
け
て
様
々
な
検
討
を
重
ね
、

よ
う
や
く
超
過
課
税
の
枠
組
み
が
で
き
て
い

っ
た
。
そ
し
て
2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

4
月
よ
り
入
湯
税
の
超
過
課
税
は
特
例
措
置

と
し
て
10
年
間
限
定
で
1
0
0
円
嵩
上
げ
す

る
と
い
う
政
策
の
実
践
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
（
図
1
）

30

21

入湯税の税率引き上げ

入湯税引き上げ分を
基金に積み立て

○入湯税の引き上げ分のみを観光振興の事業にあてるための基金条例を制定
○基金化することで、実際に何にどのくらい使ったのかを明確化
○地元の事業に対して、市から補助金という形で支出（地元と事業を調整し決定）

○地元関係団体と市が使途について協議して決定
○事業の検証なども実施

税率引き上げの目的 観光振興をさらに推進する事業の財源

（平成26年12月11日改正）

改正前
の
税率

一般の宿泊者 円

※奢侈性の低い施設の 
軽減措置

※奢侈性の低い施設：国際観光ホテル整備法の登録ホテル以外

1人1泊 150

改正後
の
税率

円250

入湯税
引き上げ分

100円

150
＋

円

引き上げ分
のみを
積み立て

市から
補助金として
支出

阿寒湖温泉
で

実施する
観光振興
事業

「基金」
を
新設

（釧路市観光振興臨時基金）

条例を制定
観光振興に使途を限定

地元関係団体と市による
「阿寒湖温泉地区観光振興検討会」の設置

1

円150
一般の日帰り 円1人1日 90 円902

修学旅行団体 円1人1泊 70 円703

修学旅行日帰り　 円1人1日 40 円404
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住
民
参
加
型
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
完
成
し

た
が
、
何
を
す
る
に
し
て
も
財
源
が
な
く
、

国
、
具
体
的
に
は
環
境
省
や
北
海
道
開
発
局
、

北
海
道
運
輸
局
な
ど
の
補
助
事
業
の
導
入
も

数
多
く
実
施
し
た
が
、
実
現
に
至
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
い
わ
ば
挫
折
の
中
か
ら
独
自
財
源
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
、
2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
の
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
課
税
自
主

権
を
活
用
し
、
法
定
外
目
的
税
の
導
入
に
挑

戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、

釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
小
磯
修
二
教
授
（
元
当
財
団
専
門
委
員
）

が
、
阿
寒
町
の
若
手
職
員
を
集
め
て
、「
新

し
い
地
方
税
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

会
」
と
い
う
研
究
会
（
座
長
は
小
磯
修
二

氏
）
を
開
催
し
、「
湖
畔
再
生
税
」の
導
入
を

と
い
う
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
当
時
の

総
務
省
の
壁
は
高
か
っ
た
。
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
使
え
る
入
湯
税
が
あ
る
の
に
、
さ

ら
に
観
光
振
興
に
使
う
目
的
税
・
湖
畔
再
生

税
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
二
重
課
税
に

な
る
と
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
で
は
既
に
地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

入
湯
税
を
嵩
上
げ
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
、

む
し
ろ
総
務
省
の
指
摘
を
逆
手
に
取
っ
た
形

で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
有
力
な
旅
館
経
営

者
が
反
対
に
回
り
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
旧
阿

寒
町
議
会
で
条
例
改
定
の
直
前
で
頓
挫
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）
か
ら
2
0
1
4

年
（
平
成
26
年
）
に
か
け
て
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
隆
盛
と
来
訪
客
の
個
人
旅
行
化
へ
の
シ

フ
ト
で
あ
り
、
温
泉
街
の
中
心
部
に
位
置
し

広
大
な
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
大
型
ホ
テ
ル

の
跡
地
の
有
効
活
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
温
泉
街
全
体
の
将
来
の

土
地
利
用
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
土
地
を

阿
寒
湖
温
泉
の
玄
関
口
と
し
て
自
家
用
車
で

来
訪
す
る
個
人
客
に
対
応
す
る
た
め
「
森
の

駅
‐
阿
寒
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン（
仮
）」

と
し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
ま
と
ま

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
補
助
金
で

整
備
で
き
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
う
し

て
も
独
自
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
再
度
、
入
湯
税
の
嵩
上
げ
論
が
浮
上
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
と

て
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
民
間
側
か

ら
行
政
に
対
し
て
超
過
課
税
を
や
っ
て
ほ
し

い
と
市
長
宛
の
要
望
書
を
提
出
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
我
々
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
（
以
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
と
地
元
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
と
の

共
同
研
究
と
し
て
「
独
自
財
源
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
法
定
外

目
的
税
を
導
入
し
た
市
町
村
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い
た

３
つ
の
温
泉
地
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
加

え
、
後
述
す
る
い
わ
ゆ
る
担
税
力
調
査
、
つ

ま
り
阿
寒
湖
温
泉
へ
の
来
訪
客
が
ど
の
程
度

の
超
過
課
税
を
認
め
て
く
れ
る
か
、
に
つ
い

て
も
実
査
を
行
っ
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
結
果
も
含
め
て
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
阿
寒

湖
温
泉
に
は
一
泊
7
千
円
の
民
宿
も
あ
れ
ば

3
万
円
を
超
す
旅
館
も
あ
る
の
で
、
宿
泊
料

金
に
応
じ
て
50
円
、
1
0
0
円
、
1
5
0
円

の
3
段
階
方
式
の
嵩
上
げ
で
や
っ
た
ら
ど
う

か
と
い
う
こ
と
、
充
当
す
べ
き
事
業
に
は
２

つ
の
柱
（
①
国
際
観
光
地
環
境
整
備
事
業
、

②
お
も
て
な
し
事
業
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
正

式
に
釧
路
市
と
し
て
本
格
的
に
条
例
改
定
に

向
け
て
動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
は
、
観
光
振
興

課
だ
け
で
は
な
く
、
税
務
課
も
独
自
財
源
研

究
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
庁
内
で
は

企
画
部
門
、
財
政
部
門
、
観
光
部
門
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
て
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
行
政
か
ら
は
、
嵩
上
げ
の
金
額

を
細
か
く
分
け
る
の
は
煩
雑
と
な
る
の
で
2

段
階
方
式
と
し
た
方
が
良
い
、
使
い
た
い
事

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
観
光
振
興
と
は
異

な
る
目
的
の
事
業
が
入
っ
て
い
る
た
め
外
し

た
方
が
良
い
と
い
っ
た
様
々
な
指
摘
を
受
け

て
改
定
案
が
で
き
た
。

　
入
湯
税
を
一
律
2
5
0
円
に
す
る
と
や
は

り
宿
泊
客
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、

高
級
な
旅
館
だ
け
に
適
用
し
よ
う
と
考
え
た

が
、
行
政
か
ら
は
高
級
と
そ
れ
以
外
の
線
引

き
を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
、
釧
路
市
内
で
鉱
泉
浴
場
を
有
す
る

す
べ
て
の
宿
泊
施
設
で
2
5
0
円
と
し
、
国

際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く
登
録
ホ
テ

　
整
理
す
る
と
、
1
人
1
泊
1
5
0
円
徴
収

し
て
い
た
入
湯
税
の
標
準
税
率
を
2
5
0
円

と
し
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く

登
録
ホ
テ
ル
・
旅
館
以
外
は
、
奢
侈
性
が
低

い
と
し
て
1
5
0
円
に
据
え
置
く
軽
減
措
置

を
講
じ
る
と
い
う
制
度
を
創
設
し
、
総
務
省

の
理
解
も
得
な
が
ら
、
2
0
1
5
年
（
平
成

27
年
）
4
月
1
日
か
ら
10
年
間
の
特
例
と
し

て
入
湯
税
の
超
過
課
税
が
実
現
し
た
。

　
入
湯
税
は
目
的
税
と
言
い
な
が
ら
も
貴
重

な
市
町
村
税
で
、
行
政
か
ら
す
る
と
比
率
は

低
い
け
れ
ど
も
独
自
財
源
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
も
と
も
と
の
入
湯
税
1
5
0
円
分
に

は
一
切
手
を
つ
け
ず
、
超
過
課
税
分
1
0
0

円
だ
け
を
市
内
４
地
区
の
観
光
振
興
に
使
う

こ
と
と
し
、
10
年
間
限
定
の
「
釧
路
市
観
光

振
興
臨
時
基
金
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
結
果
と
し
て
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法

に
基
づ
く
登
録
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
阿
寒
湖
温

泉
に
し
か
な
く
、
超
過
課
税
分
は
阿
寒
湖
温

泉
の
観
光
振
興
に
の
み
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
基
金
を
活
用
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
『
阿
寒
湖
温
泉
・
創
生
計
画（
ビ

ジ
ョ
ン
）
2
0
2
0
〈
後
期
計
画
〉』
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
事
業
だ
け
と
し
、
官
民
で
設

置
し
て
い
る
検
討
会
議
で
毎
年
10
月
く
ら
い

か
ら
市
役
所
の
観
光
担
当
者
と
協
議
し
な
が

ら
次
年
度
の
事
業
を
決
め
て
い
く
仕
組
み
で

あ
る
（
図
2
）。

　
1
0
0
円
嵩
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
よ
そ
年
間
5
千
万
円
が
独
自
財
源
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
増
加
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
で
き
る
よ
う
阿
寒
湖

温
泉
の
観
光
地
と
し
て
の
質
を
高
め
る
「
国

際
観
光
地
環
境
整
備
事
業
」
と
温
泉
街
全
体

と
し
て
の「
お
も
て
な
し
事
業
」の
大
き
く
2

つ
の
分
野
で
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
森
の
駅
‐
阿
寒

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン
整
備
事
業
」
で
あ

る
。
温
泉
街
の
中
心
に
あ
っ
た
大
型
旅
館
が

廃
業
し
て
更
地
と
な
っ
て
い
た
土
地
を
い
つ

ま
で
も
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
土
地
は
、
阿
寒
湖
の
周
辺
約
3
7
0
0

ha
の
森
と
湖
、
そ
し
て
温
泉
を
守
っ
て
き
た

一
般
財
団
法
人
前
田
一
歩
園
財
団
が
所
有
し

て
い
る
。
こ
の
土
地
を
活
用
す
る
た
め
に
は

地
代
（
そ
れ
が
阿
寒
湖
周
辺
の
自
然
環
境
を

守
る
た
め
に
使
わ
れ
る
）
が
発
生
す
る
。
仮

に
「
道
の
駅
」
と
し
た
場
合
、
設
置
は
行
政

と
な
り
、
し
か
も
駐
車
場
は
無
料
が
前
提
と

ル
・
旅
館
以
外
の
宿
泊
施
設
は
奢
侈
性
が
低

い
と
判
断
し
、
1
5
0
円
に
据
え
置
く
と
い

う
方
式
を
採
用
し
た
。
つ
ま
り
、
標
準
税
率

は
2
5
0
円
と
す
る
こ
と
と
し
、
奢
侈
性
の

低
い
施
設
は
1
5
0
円
に
軽
減
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
、
制
度

化
に
対
し
釧
路
市
は
当
然
な
が
ら
様
々
な
検

討
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
入
湯
税
を
ど
れ
く
ら
い
嵩
上
げ
し
て
も
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
阿
寒
湖

温
泉
来
訪
客
に
対
し
て
実
施
し
、
4
0
0
名

程
の
回
答
を
得
た
。
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

ま
す
、
あ
る
い
は
、
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

た
い
な
ど
使
途
を
明
確
に
し
て
協
力
を
仰
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
は
理
解
を
示
し
、

協
力
し
た
い
と
い
う
回
答
が
7
割
に
上
っ
た
。

ま
た
、
入
湯
税
の
認
知
度
は
意
外
に
も
低
く
、

お
客
さ
ん
は
何
か
税
金
を
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い

る
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
も
同
時
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
追
加
額
は
1
5
1
〜
2
0
0
円
嵩
上
げ
し

て
も
よ
い
と
い
う
回
答
が
　.
1
％
で
一
番

多
く
、
1
0
1
〜
1
5
0
円
が
　.
6
％
で

あ
っ
た
が
、
釧
路
市
議
会
に
対
す
る
説
明
材

料
と
し
て
有
効
に
こ
の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
、

嵩
上
げ
に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
に
対
し
て
極
め
て
説

超
過
課
税
分
の

使
途
と
官
民
連
携
の
検
討
体
制

3.

な
る
た
め
、
駐
車
場
収
入
が
な
く
な
り
、
結

果
と
し
て
地
代
が
払
え
な
い
と
い
う
構
造
と

な
る
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
行
う
有
料
駐
車
場
事
業
と
し
、

温
泉
街
の
玄
関
口
と
し
て
森
に
囲
ま
れ
た
駐

車
場
を
整
備
し
、
そ
こ
に
車
を
止
め
て
歩
い

て
温
泉
街
に
入
っ
て
き
て
も
ら
う
と
い
う
形

態
と
し
、
そ
の
整
備
に
基
金
（
入
湯
税
の
超

過
課
税
分
）
を
使
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
外
の
使
途
と
し
て
は
、
温
泉
街
全

体
と
し
て
の
「
お
も
て
な
し
事
業
」
で
あ
り
、

そ
の
一
つ
の
事
業
が
「
ま
り
も
家
族
コ
イ

ン
」
で
あ
る
。
泊
ま
っ
た
お
客
さ
ん
に
商
店

街
へ
出
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
街
中

の
活
性
化
を
意
図
し
て
い
る
。
コ
イ
ン
は
フ

ロ
ン
ト
で
渡
し
て
お
り
そ
れ
を
持
っ
て
商
店

街
へ
行
く
と
様
々
な
特
典
が
得
ら
れ
る
も
の

で
、
旅
館
の
中
だ
け
で
買
物
や
飲
食
が
完
結

す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
ま
ち
に
出
て
、

歩
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
温
泉
街
を
巡
る
「
ま
り
も
家
族
バ

ス
」
は
一
番
分
か
り
や
す
い
お
客
さ
ん
へ
の

還
元
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
一
高
額
な
入
湯
税
を
取
っ
て
い
る
釧

路
市
と
い
う
紹
介
も
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら

さ
れ
た
が
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
は
こ
う

し
た
事
業
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
公
開

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
全
く
と
言

っ
て
良
い
ほ
ど
お
客
さ
ん
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

は
出
て
い
な
い
。
温
泉
街
を
循
環
す
る
バ
ス

の
出
発
式
に
は
市
長
自
ら
が
訪
れ
、
ア
イ
ヌ

式
の
儀
式
を
行
っ
た
り
し
た
が
、
こ
う
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
情
報
発
信
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

得
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
か
ら
観
光
振
興
に
該
当
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
事
業
の
1

つ
が
「
マ
リ
モ
再
生
事
業
」
で
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
環
境
系
事
業
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

も
う
1
つ
、
昔
か
ら
阿
寒
湖
周
辺
に
生
息
し

て
い
た
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
の
復
元
も
観

光
振
興
と
は
違
う
事
業
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と

で
除
外
さ
れ
た
が
、
行
政
と
し
て
も
観
光
財

源
の
確
保
に
向
け
て
様
々
な
検
討
を
重
ね
、

よ
う
や
く
超
過
課
税
の
枠
組
み
が
で
き
て
い

っ
た
。
そ
し
て
2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

4
月
よ
り
入
湯
税
の
超
過
課
税
は
特
例
措
置

と
し
て
10
年
間
限
定
で
1
0
0
円
嵩
上
げ
す

る
と
い
う
政
策
の
実
践
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
（
図
1
）

阿寒湖温泉玄関口の観光動線の変革・整備
国際観光地にふさわしい表玄関の整備

フォレスト・ガーデン（ＦＧ）
整備事業

①計画対象地3.2haの測量
②ＦＧ整備基本構想、基本計画策定
③阿寒湖温泉地区の駐車場利用実態調査
④ＦＧ事業計画及び収支予算作成

平成27年度事業

○外客対応「案内板」整備事業
○外客対応「通信環境」整備事業（Wi-Fiなど）
○外客対応「散策路」整備事業（遊歩道・登山道）
○まちなかアート導入事業（アイヌアートの活用）
○景観改善支援事業（空き店舗対策・店舗改装
　資金支援枠組　みづくり等）
○花いっぱい運動推進事業

まちなか活性化事業

2002～03年に実施した「まりも家族手形」事業を
参考にして、名称を「まりも家族コイン」に改め、阿
寒湖温泉に宿泊されたお客様１人につき１枚を発
行、各協賛店舗や施設で各々が考案する個別のお
もてなしサービスと交換できる。コインの裏にＱＲ
コードを印刷し、スマートフォンで最新のサービス
情報を閲覧できる。

「まりも家族コイン」推進事業

2004～06年に交通社会実験として取り組んだ循
環バス事業を参考にして、観光客の交通利便性を
図るため、阿寒湖温泉街を中心に一部周辺地域
（滝口、スキー場）への運行も含め、毎日無料で運
行サービスを提供する。

阿寒湖温泉・まりも家族バス
「まりむ号」運行事業

商店街と協力しながら長期的な視点に立って観光
客の利便性と清潔感向上を目指す。

「おもてなしトイレ」整備事業

国際観光地環境整備事業1

引き上げ分の税収の見込み10年間の引上げ分の使途 税率引き上げ分の税収見込みは、4,800万円/年額

おもてなし事業2
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｢森の駅－阿寒フォレスト･ガーデン｣構想の
対象地

2020年を目標とした
『阿寒湖温泉・創生計画（ビジョン）2020〈後期計画〉』

温泉街を回る無料循環バス／まりむ号・出発式

図 3 新財源：観光振興臨時基金を活用した観光振興事業概要

　
住
民
参
加
型
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
完
成
し

た
が
、
何
を
す
る
に
し
て
も
財
源
が
な
く
、

国
、
具
体
的
に
は
環
境
省
や
北
海
道
開
発
局
、

北
海
道
運
輸
局
な
ど
の
補
助
事
業
の
導
入
も

数
多
く
実
施
し
た
が
、
実
現
に
至
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
い
わ
ば
挫
折
の
中
か
ら
独
自
財
源
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
、
2
0
0
0
年
（
平
成
12
年
）
の
地
方
分

権
一
括
法
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
課
税
自
主

権
を
活
用
し
、
法
定
外
目
的
税
の
導
入
に
挑

戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、

釧
路
公
立
大
学
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
長

の
小
磯
修
二
教
授
（
元
当
財
団
専
門
委
員
）

が
、
阿
寒
町
の
若
手
職
員
を
集
め
て
、「
新

し
い
地
方
税
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

会
」
と
い
う
研
究
会
（
座
長
は
小
磯
修
二

氏
）
を
開
催
し
、「
湖
畔
再
生
税
」の
導
入
を

と
い
う
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
当
時
の

総
務
省
の
壁
は
高
か
っ
た
。
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
使
え
る
入
湯
税
が
あ
る
の
に
、
さ

ら
に
観
光
振
興
に
使
う
目
的
税
・
湖
畔
再
生

税
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
二
重
課
税
に

な
る
と
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
そ

れ
で
は
既
に
地
方
税
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

入
湯
税
を
嵩
上
げ
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
、

む
し
ろ
総
務
省
の
指
摘
を
逆
手
に
取
っ
た
形

で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

特
別
徴
収
義
務
者
で
あ
る
有
力
な
旅
館
経
営

者
が
反
対
に
回
り
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
旧
阿

寒
町
議
会
で
条
例
改
定
の
直
前
で
頓
挫
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

2
0
1
3
年
（
平
成
25
年
）
か
ら
2
0
1
4

年
（
平
成
26
年
）
に
か
け
て
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
隆
盛
と
来
訪
客
の
個
人
旅
行
化
へ
の
シ

フ
ト
で
あ
り
、
温
泉
街
の
中
心
部
に
位
置
し

広
大
な
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
大
型
ホ
テ
ル

の
跡
地
の
有
効
活
用
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
温
泉
街
全
体
の
将
来
の

土
地
利
用
を
検
討
す
る
中
で
、
こ
の
土
地
を

阿
寒
湖
温
泉
の
玄
関
口
と
し
て
自
家
用
車
で

来
訪
す
る
個
人
客
に
対
応
す
る
た
め
「
森
の

駅
‐
阿
寒
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン（
仮
）」

と
し
て
整
備
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
ま
と
ま

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
補
助
金
で

整
備
で
き
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
ど
う
し

て
も
独
自
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
再
度
、
入
湯
税
の
嵩
上
げ
論
が
浮
上
し

て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
わ
が
国
で
は
と

て
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
民
間
側
か

ら
行
政
に
対
し
て
超
過
課
税
を
や
っ
て
ほ
し

い
と
市
長
宛
の
要
望
書
を
提
出
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
我
々
公
益
財
団
法
人
日
本

交
通
公
社
（
以
下
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
）
と
地
元
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
と
の

共
同
研
究
と
し
て
「
独
自
財
源
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、
法
定
外

目
的
税
を
導
入
し
た
市
町
村
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い
た

３
つ
の
温
泉
地
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
加

え
、
後
述
す
る
い
わ
ゆ
る
担
税
力
調
査
、
つ

ま
り
阿
寒
湖
温
泉
へ
の
来
訪
客
が
ど
の
程
度

の
超
過
課
税
を
認
め
て
く
れ
る
か
、
に
つ
い

て
も
実
査
を
行
っ
た
。

　
そ
う
し
た
調
査
結
果
も
含
め
て
要
望
書
を

提
出
し
た
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
阿
寒

湖
温
泉
に
は
一
泊
7
千
円
の
民
宿
も
あ
れ
ば

3
万
円
を
超
す
旅
館
も
あ
る
の
で
、
宿
泊
料

金
に
応
じ
て
50
円
、
1
0
0
円
、
1
5
0
円

の
3
段
階
方
式
の
嵩
上
げ
で
や
っ
た
ら
ど
う

か
と
い
う
こ
と
、
充
当
す
べ
き
事
業
に
は
２

つ
の
柱
（
①
国
際
観
光
地
環
境
整
備
事
業
、

②
お
も
て
な
し
事
業
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
正

式
に
釧
路
市
と
し
て
本
格
的
に
条
例
改
定
に

向
け
て
動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
は
、
観
光
振
興

課
だ
け
で
は
な
く
、
税
務
課
も
独
自
財
源
研

究
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
庁
内
で
は

企
画
部
門
、
財
政
部
門
、
観
光
部
門
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置
し
て
検
討
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
行
政
か
ら
は
、
嵩
上
げ
の
金
額

を
細
か
く
分
け
る
の
は
煩
雑
と
な
る
の
で
2

段
階
方
式
と
し
た
方
が
良
い
、
使
い
た
い
事

業
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
観
光
振
興
と
は
異

な
る
目
的
の
事
業
が
入
っ
て
い
る
た
め
外
し

た
方
が
良
い
と
い
っ
た
様
々
な
指
摘
を
受
け

て
改
定
案
が
で
き
た
。

　
入
湯
税
を
一
律
2
5
0
円
に
す
る
と
や
は

り
宿
泊
客
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
の
で
、

高
級
な
旅
館
だ
け
に
適
用
し
よ
う
と
考
え
た

が
、
行
政
か
ら
は
高
級
と
そ
れ
以
外
の
線
引

き
を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の

こ
と
で
、
釧
路
市
内
で
鉱
泉
浴
場
を
有
す
る

す
べ
て
の
宿
泊
施
設
で
2
5
0
円
と
し
、
国

際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く
登
録
ホ
テ

　
整
理
す
る
と
、
1
人
1
泊
1
5
0
円
徴
収

し
て
い
た
入
湯
税
の
標
準
税
率
を
2
5
0
円

と
し
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く

登
録
ホ
テ
ル
・
旅
館
以
外
は
、
奢
侈
性
が
低

い
と
し
て
1
5
0
円
に
据
え
置
く
軽
減
措
置

を
講
じ
る
と
い
う
制
度
を
創
設
し
、
総
務
省

の
理
解
も
得
な
が
ら
、
2
0
1
5
年
（
平
成

27
年
）
4
月
1
日
か
ら
10
年
間
の
特
例
と
し

て
入
湯
税
の
超
過
課
税
が
実
現
し
た
。

　
入
湯
税
は
目
的
税
と
言
い
な
が
ら
も
貴
重

な
市
町
村
税
で
、
行
政
か
ら
す
る
と
比
率
は

低
い
け
れ
ど
も
独
自
財
源
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
も
と
も
と
の
入
湯
税
1
5
0
円
分
に

は
一
切
手
を
つ
け
ず
、
超
過
課
税
分
1
0
0

円
だ
け
を
市
内
４
地
区
の
観
光
振
興
に
使
う

こ
と
と
し
、
10
年
間
限
定
の
「
釧
路
市
観
光

振
興
臨
時
基
金
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
結
果
と
し
て
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法

に
基
づ
く
登
録
ホ
テ
ル
・
旅
館
は
阿
寒
湖
温

泉
に
し
か
な
く
、
超
過
課
税
分
は
阿
寒
湖
温

泉
の
観
光
振
興
に
の
み
活
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
基
金
を
活
用
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
『
阿
寒
湖
温
泉
・
創
生
計
画（
ビ

ジ
ョ
ン
）
2
0
2
0
〈
後
期
計
画
〉』
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
事
業
だ
け
と
し
、
官
民
で
設

置
し
て
い
る
検
討
会
議
で
毎
年
10
月
く
ら
い

か
ら
市
役
所
の
観
光
担
当
者
と
協
議
し
な
が

ら
次
年
度
の
事
業
を
決
め
て
い
く
仕
組
み
で

あ
る
（
図
2
）。

　
1
0
0
円
嵩
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
よ
そ
年
間
5
千
万
円
が
独
自
財
源
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
増
加
す
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
で
き
る
よ
う
阿
寒
湖

温
泉
の
観
光
地
と
し
て
の
質
を
高
め
る
「
国

際
観
光
地
環
境
整
備
事
業
」
と
温
泉
街
全
体

と
し
て
の「
お
も
て
な
し
事
業
」の
大
き
く
2

つ
の
分
野
で
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

メ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
森
の
駅
‐
阿
寒

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン
整
備
事
業
」
で
あ

る
。
温
泉
街
の
中
心
に
あ
っ
た
大
型
旅
館
が

廃
業
し
て
更
地
と
な
っ
て
い
た
土
地
を
い
つ

ま
で
も
放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
土
地
は
、
阿
寒
湖
の
周
辺
約
3
7
0
0

ha
の
森
と
湖
、
そ
し
て
温
泉
を
守
っ
て
き
た

一
般
財
団
法
人
前
田
一
歩
園
財
団
が
所
有
し

て
い
る
。
こ
の
土
地
を
活
用
す
る
た
め
に
は

地
代
（
そ
れ
が
阿
寒
湖
周
辺
の
自
然
環
境
を

守
る
た
め
に
使
わ
れ
る
）
が
発
生
す
る
。
仮

に
「
道
の
駅
」
と
し
た
場
合
、
設
置
は
行
政

と
な
り
、
し
か
も
駐
車
場
は
無
料
が
前
提
と

ル
・
旅
館
以
外
の
宿
泊
施
設
は
奢
侈
性
が
低

い
と
判
断
し
、
1
5
0
円
に
据
え
置
く
と
い

う
方
式
を
採
用
し
た
。
つ
ま
り
、
標
準
税
率

は
2
5
0
円
と
す
る
こ
と
と
し
、
奢
侈
性
の

低
い
施
設
は
1
5
0
円
に
軽
減
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
仕
組
み
づ
く
り
、
制
度

化
に
対
し
釧
路
市
は
当
然
な
が
ら
様
々
な
検

討
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
入
湯
税
を
ど
れ
く
ら
い
嵩
上
げ
し
て
も
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
阿
寒
湖

温
泉
来
訪
客
に
対
し
て
実
施
し
、
4
0
0
名

程
の
回
答
を
得
た
。
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

ま
す
、
あ
る
い
は
、
こ
う
い
う
目
的
に
使
い

た
い
な
ど
使
途
を
明
確
に
し
て
協
力
を
仰
ぐ

こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
は
理
解
を
示
し
、

協
力
し
た
い
と
い
う
回
答
が
7
割
に
上
っ
た
。

ま
た
、
入
湯
税
の
認
知
度
は
意
外
に
も
低
く
、

お
客
さ
ん
は
何
か
税
金
を
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い

る
か
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
も
同
時
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
追
加
額
は
1
5
1
〜
2
0
0
円
嵩
上
げ
し

て
も
よ
い
と
い
う
回
答
が
　.
1
％
で
一
番

多
く
、
1
0
1
〜
1
5
0
円
が
　.
6
％
で

あ
っ
た
が
、
釧
路
市
議
会
に
対
す
る
説
明
材

料
と
し
て
有
効
に
こ
の
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
、

嵩
上
げ
に
よ
っ
て
宿
泊
客
が
減
少
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
に
対
し
て
極
め
て
説

超
過
課
税
分
の

使
途
と
官
民
連
携
の
検
討
体
制

3.

な
る
た
め
、
駐
車
場
収
入
が
な
く
な
り
、
結

果
と
し
て
地
代
が
払
え
な
い
と
い
う
構
造
と

な
る
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
実
施

主
体
と
な
っ
て
行
う
有
料
駐
車
場
事
業
と
し
、

温
泉
街
の
玄
関
口
と
し
て
森
に
囲
ま
れ
た
駐

車
場
を
整
備
し
、
そ
こ
に
車
を
止
め
て
歩
い

て
温
泉
街
に
入
っ
て
き
て
も
ら
う
と
い
う
形

態
と
し
、
そ
の
整
備
に
基
金
（
入
湯
税
の
超

過
課
税
分
）
を
使
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
以
外
の
使
途
と
し
て
は
、
温
泉
街
全

体
と
し
て
の
「
お
も
て
な
し
事
業
」
で
あ
り
、

そ
の
一
つ
の
事
業
が
「
ま
り
も
家
族
コ
イ

ン
」
で
あ
る
。
泊
ま
っ
た
お
客
さ
ん
に
商
店

街
へ
出
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
街
中

の
活
性
化
を
意
図
し
て
い
る
。
コ
イ
ン
は
フ

ロ
ン
ト
で
渡
し
て
お
り
そ
れ
を
持
っ
て
商
店

街
へ
行
く
と
様
々
な
特
典
が
得
ら
れ
る
も
の

で
、
旅
館
の
中
だ
け
で
買
物
や
飲
食
が
完
結

す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
ま
ち
に
出
て
、

歩
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
温
泉
街
を
巡
る
「
ま
り
も
家
族
バ

ス
」
は
一
番
分
か
り
や
す
い
お
客
さ
ん
へ
の

還
元
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
一
高
額
な
入
湯
税
を
取
っ
て
い
る
釧

路
市
と
い
う
紹
介
も
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら

さ
れ
た
が
、
入
湯
税
の
超
過
課
税
分
は
こ
う

し
た
事
業
に
使
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
公
開

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
た
め
、
全
く
と
言

っ
て
良
い
ほ
ど
お
客
さ
ん
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

は
出
て
い
な
い
。
温
泉
街
を
循
環
す
る
バ
ス

の
出
発
式
に
は
市
長
自
ら
が
訪
れ
、
ア
イ
ヌ

式
の
儀
式
を
行
っ
た
り
し
た
が
、
こ
う
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
情
報
発
信
の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

得
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
か
ら
観
光
振
興
に
該
当
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
事
業
の
1

つ
が
「
マ
リ
モ
再
生
事
業
」
で
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
も
環
境
系
事
業
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

も
う
1
つ
、
昔
か
ら
阿
寒
湖
周
辺
に
生
息
し

て
い
た
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
の
復
元
も
観

光
振
興
と
は
違
う
事
業
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と

で
除
外
さ
れ
た
が
、
行
政
と
し
て
も
観
光
財

源
の
確
保
に
向
け
て
様
々
な
検
討
を
重
ね
、

よ
う
や
く
超
過
課
税
の
枠
組
み
が
で
き
て
い

っ
た
。
そ
し
て
2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）

4
月
よ
り
入
湯
税
の
超
過
課
税
は
特
例
措
置

と
し
て
10
年
間
限
定
で
1
0
0
円
嵩
上
げ
す

る
と
い
う
政
策
の
実
践
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
（
図
1
）

阿寒湖温泉玄関口の観光動線の変革・整備
国際観光地にふさわしい表玄関の整備

フォレスト・ガーデン（ＦＧ）
整備事業

①計画対象地3.2haの測量
②ＦＧ整備基本構想、基本計画策定
③阿寒湖温泉地区の駐車場利用実態調査
④ＦＧ事業計画及び収支予算作成

平成27年度事業

○外客対応「案内板」整備事業
○外客対応「通信環境」整備事業（Wi-Fiなど）
○外客対応「散策路」整備事業（遊歩道・登山道）
○まちなかアート導入事業（アイヌアートの活用）
○景観改善支援事業（空き店舗対策・店舗改装
　資金支援枠組　みづくり等）
○花いっぱい運動推進事業

まちなか活性化事業

2002～03年に実施した「まりも家族手形」事業を
参考にして、名称を「まりも家族コイン」に改め、阿
寒湖温泉に宿泊されたお客様１人につき１枚を発
行、各協賛店舗や施設で各々が考案する個別のお
もてなしサービスと交換できる。コインの裏にＱＲ
コードを印刷し、スマートフォンで最新のサービス
情報を閲覧できる。

「まりも家族コイン」推進事業

2004～06年に交通社会実験として取り組んだ循
環バス事業を参考にして、観光客の交通利便性を
図るため、阿寒湖温泉街を中心に一部周辺地域
（滝口、スキー場）への運行も含め、毎日無料で運
行サービスを提供する。

阿寒湖温泉・まりも家族バス
「まりむ号」運行事業

商店街と協力しながら長期的な視点に立って観光
客の利便性と清潔感向上を目指す。

「おもてなしトイレ」整備事業

国際観光地環境整備事業1

引き上げ分の税収の見込み10年間の引上げ分の使途 税率引き上げ分の税収見込みは、4,800万円/年額

おもてなし事業2
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先
述
し
た
よ
う
に
『
阿
寒
湖
温
泉
・
創
生

計
画
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
2
0
2
0〈
後
期
計

画
〉』
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
だ
け
に
活

用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
、
イ

ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
か
ら
使
い
た
い
と
い
う

場
当
た
り
的
な
事
業
に
は
活
用
で
き
な
い
よ

う
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
ま
り
も
家
族
コ
イ
ン
」
な
ど
は
、

利
用
実
績
を
き
ち
ん
と
取
っ
て
い
つ
で
も
説

明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
温
泉
街
循

環
バ
ス
も
日
々
乗
客
数
の
把
握
を
し
て
い
る

が
、
バ
ス
は
観
光
客
へ
の
告
知
が
難
し
い
。

住
民
は
す
ぐ
に
乗
っ
て
く
れ
た
が
、
観
光
客
、

特
に
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
乗
車
し
て

い
い
の
か
ど
う
か
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
最
近
よ
う
や
く
乗
客
も
増
え
て
、

観
光
客
と
住
民
が
一
緒
に
乗
っ
て
交
流
し
て

い
る
様
子
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
ま
た
、
展
望
台
を
整
備
し
た
り
、
観
光
案

内
サ
イ
ン
を
整
備
す
る
事
業
に
も
活
用
し
て

い
る
。
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
と
い
う
商
店
街
で
は
、

街
並
み
景
観
整
備
と
し
て
フ
ァ
サ
ー
ド
の
改

修
工
事
に
入
湯
税
基
金
か
ら
充
当
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
寄
付
金
と
ア
イ
ヌ
の
関
係
組
織
、

自
己
負
担
、
入
湯
税
基
金
が
25
%
ず
つ
出
し

合
い
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
超
過
課
税
導
入
後
の
お
金
を
使
う
仕
組
み

を
図
3
に
示
し
て
い
る
。
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ

ー
デ
ン
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、

「
阿
寒
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー
デ
ン
整
備
推
進

協
議
会
」
と
い
う
別
組
織
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

「
観
光
振
興
検
討
会
」
で
は
予
算
編
成
の
前

に
行
政
と
民
間
で
来
年
ど
う
す
る
か
を
議
論

す
る
。
こ
れ
は
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
都
市

計
画
課
や
観
光
課
、
J
T
B
F
が
実
務
レ
ベ

ル
と
し
て
や
っ
て
い
る
。
も
っ
と
大
き
な
方

向
性
を
決
め
る
釧
路
市
観
光
振
興
臨
時
基
金

の
「
活
用
懇
談
会
」
は
、
市
長
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

理
事
長
、
そ
し
て
釧
路
市
顧
問
（
小
磯
修
二

氏
）
が
出
席
し
、
年
に
1
度
、
基
金
財
源
活

用
の
あ
り
方
を
協
議
し
て
い
る
。

　
最
後
に
概
略
を
整
理
す
る
と
、
阿
寒
湖
温

泉
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
『
阿
寒
湖
温
泉

再
生
プ
ラ
ン
2
0
1
0
』
が
策
定
さ
れ
、
新

し
い
地
方
税
を
検
討
す
る
研
究
会
が
で
き
た

の
は
2
0
0
2
年
（
平
成
14
年
）
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
宿
泊
客
が
減
少
し
、
東
日
本
大
震

災
の
あ
っ
た
2
0
1
1
年
（
平
成
23
年
）
は

ど
ん
底
で
あ
っ
た
。
再
生
プ
ラ
ン
2
0
1
0

を
評
価
・
見
直
し
し
、『
阿
寒
湖
温
泉
・
創
生

計
画
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
2
0
2
0
』
を
策
定
、

観
光
客
が
少
し
上
向
い
た
と
こ
ろ
で
、「
独

自
財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
、
入
湯
税
超
過

課
税
の
議
論
を
官
民
で
実
施
し
、
2
0
1
5

年
（
平
成
27
年
）
4
月
か
ら
導
入
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
そ
の
結
果
、
超
過
課
税
分
だ
け

で
税
収
が
4
8
0
0
万
円
ほ
ど
増
え
、「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
登
録
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
阿
寒
観
光
協
会
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
が

そ
れ
を
独
自
財
源
と
し
て
阿
寒
湖
温
泉
の
観

光
振
興
事
業
に
活
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
　
　
　
　
（
う
め
か
わ  

と
も
や
）

＜参考文献＞
●梅川智也編著、
　『観光学全集第7巻　観光計画論１－理論と実践』（原書房、2018）
●梅川智也、吉澤清良、福永香織、
　「温泉地における安定的なまちづくり財源に関する研究―入湯税を中心として―」（日本観光研究学会『観光研究 vol.27 No.1』2015）
●（公財）日本交通公社編著、
　『観光地経営の視点と実践』（丸善出版、2013）
●梅川智也、
　『観光文化』215号「4.地域がビジョンをつくり、実行する阿寒湖温泉」(（公財）日本交通公社､2012）

場
当
た
り
的
な
使
い
方
を
排
除
し
、

計
画
的
活
用
へ
の
工
夫

4.

第238号 July 201823 22

16_22_観光文化_238号_特集2.indd   22 2018/07/03   16:38



23
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京
都
市
で
は
、
国
際
文
化
観
光
都
市
と
し

て
の
魅
力
を
高
め
、
観
光
の
振
興
を
図
る
た

め
、
本
年
（
平
成
30
年
）
10
月
か
ら
京
都
市

宿
泊
税
条
例
を
施
行
し
、
宿
泊
税
の
課
税
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宿
泊

税
の
導
入
に
至
っ
た
経
緯
や
制
度
の
概
要
、

宿
泊
税
に
係
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
。

　

京
都
市
で
は
、
国
家
戦
略
と
し
て
の
京
都

創
生
を
掲
げ
、
文
化
、
観
光
、
景
観
に
特
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
具

体
的
に
は
、
全
国
に
類
を
見
な
い
新
景
観
政

策
や
、
魅
力
に
満
ち
た
文
化
芸
術
都
市
の
創

生
、
誰
も
が
あ
こ
が
れ
る
観
光
都
市
を
目
指

し
た
観
光
振
興
、
人
と
公
共
交
通
優
先
の

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
の
推
進
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
文
化
庁
の
全
面
的
な
移
転
が
決

定
し
た
ほ
か
、
観
光
の
面
で
も
、『T

ravel

＋

L
eisu
re

（
ト
ラ
ベ
ル
・
ア
ン
ド
・
レ
ジ
ャ
ー
）』

誌
、『W

anderlu
st

（
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ス
ト
）』

誌
等
の
海
外
の
有
力
旅
行
雑
誌
で
高
い
評

価
を
得
る
な
ど
、
京
都
の
世
界
的
な
評
価

は
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
28
年
に
は
、

観
光
消
費
額
が
初
め
て
年
間
１
兆
円
を
突

破
し（
図
１
）、
観
光
客
数
も
３
年
連
続
で

５
５
０
０
万
人
以
上
を
記
録
す
る
な
ど
高
い

水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
入
洛
客
の
増
加
に
伴
い
、
道

路
の
渋
滞
や
公
共
交
通
機
関
の
混
雑
、
受
入

環
境
の
整
備
の
た
め
の
多
言
語
対
応
、
観
光

の
担
い
手
の
不
足
、
宿
泊
施
設
の
不
足
、
違

法
民
泊
の
適
正
化
な
ど
様
々
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
市
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
、
市
民
が
負
担
と
感
じ
て
い
る
も
の

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
市
が
こ
れ
ま
で
に

行
っ
て
き
た
様
々
な
施
策
に
加
え
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
応
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
充
実
を
図
り
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
、

入
洛
客
及
び
市
民
双
方
の
満
足
度
を
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
京
都
市
の
税
収
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
風
情
豊
か
な
町
並
み
や
知

の
集
積
で
あ
る
大
学
、
悠
久
の
歴
史
を
積
み

重
ね
る
寺
院
・
神
社
な
ど
、
京
都
の
ま
ち
の

魅
力
が
税
収
面
で
は
弱
み
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
収
入
が
他
の

政
令
指
定
都
市
平
均
に
比
べ
て
少
な
く
な
っ

て
い
る（
図
２
）。
ま
た
、
観
光
消
費
額
等
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
京
都
経
済
は
着
実
に
活

性
化
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
法
人
が
そ
の

所
得
を
も
と
に
納
め
る
税
の
う
ち
、
市
町
村

京
都
市
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

京
都
市
行
財
政
局
税
務
部
税
制
課

特
集

3

新
た
な
財
源
の
必
要
性

1.

嵐山（写真：hiyopapa）

京都駅（写真：Media FOTO）
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に
納
め
ら
れ
る
割
合
は
１
割
に
も
満
た
な
い

な
ど
、
京
都
経
済
の
活
性
化
が
市
の
自
主
財

源
の
確
保
に
な
か
な
か
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
っ
て
い
る
が
、

以
上
の
理
由
な
ど
か
ら
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
京
都
市
で

は
、
住
む
人
に
も
訪
れ
る
人
に
も
満
足
度
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く

た
め
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
行
う
た

め
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

京
都
市
で
は
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
「
は
ば

た
け
未
来
へ
！　

京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
第

２
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、「
入
洛
客
へ
の
新
た

な
負
担
の
あ
り
方
や
超
過
課
税
等
の
課
税

自
主
権
の
活
用
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
28
年

８
月
に
有
識
者
や
市
民
公
募
委
員
か
ら
な
る

「
京
都
市
住
み
た
い
・
訪
れ
た
い
ま
ち
づ
く

り
に
係
る
財
源
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委

員
会
」（
以
下
「
検
討
委
員
会
」
と
い
う
）
を
設

図●京都市における観光消費額の推移1

図●平成28年度における市民1人当たり市税収入2

（注意）平成23年及び平成24年は調査手法の変更により観光客数を推計していないことから、観光消費額の総額を算出できません。
資料：京都市機関投資家向け市債IR説明会資料（平成29年度）

新
た
な
財
源
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
検
討

2.

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

0　　　　25,000　　　50,000　　　75,000　    100,000　   125,000　    150,000　   175,000　    200,000　    225,000

H28年　1兆862億円（過去最高）
『トラベル・アンド・レジャー』誌（米国）6年連続ベスト10入り
『ワンダーラスト』（英国）の2017年読者投票『ベストシティ部門』１位

平成12　 13　　 14　　 15　　 16　　 17　　 18　　 19　　  20　　 21　　 22　　 23　　 24　　 25　　 26　　 27　　 28

H27年  9,704億円
『トラベル・アンド・レジャー』誌
2年連続人気投票第1位獲得

H12年  4,399億円
京都市観光客5,000万人構想発表

H20年  6,561億円
観光客5,000万人達成

H15年  4,794億円
「京都・花灯路」開始
ビジット・ジャパン・キャンペーン開始

H21年  6,088億円
世界的な景気低迷
新型インフルエンザ発生

H26年  7,626億円

（億円）

観光消費額

他政令指定
都市平均

京都市

市税合計
185,483円

市税合計
170,637円

差額
14,846円

資料：平成28年度決算 参考データ集　～データで見る京都市財政のあらまし～

法人市民税
16,277

法人市民税
20,116

個人市民税
63,424

固定資産税
72,938

その他
29,004

個人市民税
56,598

固定資産税
69,652

その他
28,110
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め
る
者
に
税
の
負
担
能
力
が
あ
る
か
、
な
ど

と
い
っ
た
観
点
か
ら
負
担
を
求
め
る
手
法
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
駐

車
場
へ
の
駐
車
」「
宿
泊
」
及
び
「
別
荘
の
所

有
」
と
い
う
３
つ
の
行
為
を
中
心
に
、
実
現
の

可
能
性
や
具
体
的
な
制
度
に
つ
い
て
検
討
が

深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
関
係
者
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
ご
意
見

も
踏
ま
え
て
、
平
成
29
年
８
月
、
検
討
委
員

会
か
ら
宿
泊
税
の
創
設
を
提
案
す
る
と
の
答

申
が
京
都
市
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
答
申
を

踏
ま
え
、
京
都
市
に
お
い
て
具
体
的
な
制
度

設
計
を
行
い
、
同
年
９
月
に
市
議
会
に
京
都

市
宿
泊
税
条
例
を
提
案
し
、
同
年
11
月
に
可

置
し
、
誰
も
が
「
京
都
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
、住
み
た
い
、働
き
た
い
、訪
れ
た
い
」と
心

か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
一

層
進
め
て
い
く
た
め
、
新
た
な
財
源
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
新
税
だ
け
で
な
く
、
よ
り
幅
広

く
、
前
提
条
件
を
付
す
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
ご
議
論
い
た
だ
い
た（
図
３
）。

　

そ
の
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
に
応

じ
た
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
受
益
と

負
担
の
観
点
か
ら
、
行
政
需
要
に
要
す
る
費

用
に
つ
い
て
、
入
洛
客
に
も
一
定
の
負
担
を

求
め
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
上
で
、
負
担
を
求
め
る
目
的
や
趣
旨
に

一
定
の
合
理
性
が
見
出
せ
る
か
、
負
担
を
求

日付 内容

第1回 平成28年8月4日
1  住みたい・訪れたいまちづくりに係る 

現状と課題
2  住みたい・訪れたいまちづくりに係る 

財源の在り方を考えるにあたっての前提

第2回 平成28年11月9日
1  住みたい・訪れたいまちづくりに係る 

現状と課題（補足説明）
2  住みたい・訪れたいまちづくりに係る 

財源確保の方向性

第3回 平成28年12月12日
1  住みたい・訪れたいまちづくりに係る 

財源確保の方向性
2  住みたい・訪れたいまちづくりに係る 

財源確保の方法案の取りまとめ

平成29年1月10日 中間取りまとめの公表

第4回 平成29年2月13日

1 関係者ヒアリング
　（1） 駐車場への駐車（京都駐車協会、全

京都駐車場協会）
　（2） 宿泊（京都府旅館ホテル生活衛生同

業組合、日本ホテル協会京都支部）
　（3） 別荘の所有（京都府宅地建物取引業 

協会、全日本不動産協会京都府本部）
2  中間取りまとめで挙げられた財源確保の

方法に係る具体策の議論

第5回 平成29年3月30日 答申骨子（案）の議論

第6回 平成29年5月10日 答申案（パブリックコメント案）の議論

平成29年5月24日
　　　 ～6月26日 パブリックコメントの実施

第7回 平成29年7月21日 パブリックコメントの結果を踏まえた 
答申案の議論

平成29年8月7日 答申の提出

図●検討委員会での検討経過等3

資料：検討委員会からの答申の提出について（広報資料）

決
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
平
成
30
年
２
月

に
総
務
大
臣
か
ら
同
意
を
得
て
、
同
年
３
月

に
同
条
例
の
公
布
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
京
都
市
で
導
入
す
る
宿
泊
税
の
制

度
概
要
は
図
４
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

京
都
市
で
は
本
年
10
月
か
ら
の
条
例
の
施

行
に
あ
た
り
、
円
滑
に
宿
泊
税
の
課
税
が
行

え
る
よ
う
、
主
と
し
て
以
下
の
内
容
に
つ
い

て
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

❶
宿
泊
事
業
者
や
納
税
者
へ
の
周
知
、広
報

　

宿
泊
事
業
者
に
は
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
、
宿
泊
税
の
徴
収
事
務
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
た
め
、
制
度
の
趣

旨
や
実
際
の
事
務
手
続
に
つ
い
て
、
丁
寧

に
説
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
宿
泊
税
の
導
入
に
あ
た
り
、
徴
収
事

務
に
関
す
る
宿
泊
事
業
者
向
け
の
説
明

会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
宿
泊

税
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
宿
泊
者
へ
の
周

知
、
広
報
と
し
て
、
京
都
市
の
観
光
関
連

施
設
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
主
要
駅
の

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
さ
ら
に
は
、
宿
泊
施

設
で
の
周
知
用
広
報
物
の
配
布
や
旅
行
業

者
へ
の
周
知
協
力
依
頼
な
ど
を
行
う
。

❷
課
税
捕
捉
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

　

旅
館
業
法
の
許
可
施
設
及
び
住
宅
宿

泊
事
業
法
の
届
出
施
設
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
所
管
部
局
が
保
有
す
る
情
報
に
基
づ

き
把
握
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、違
法
民
泊
に
つ
い
て
は
、庁
内
関

係
部
局
が
有
す
る
情
報
を
的
確
に
共
有

す
る
こ
と
で
、
そ
の
根
絶
・
適
正
化
の
取

り
組
み
を
更
に
強
化
す
る
と
同
時
に
、
税

部
局
に
お
い
て
質
問
検
査
権
の
行
使
や
税

務
署
や
警
察
な
ど
の
関
係
行
政
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
そ
の
捕
捉
を
進
め
て
い
く
。

❸
民
泊
仲
介
業
者
に
よ
る
代
行
徴
収

　

課
税
捕
捉
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る

が
、
宿
泊
事
業
者
に
代
わ
っ
て
宿
泊
料
を

受
け
取
る
民
泊
仲
介
業
者
に
、
併
せ
て
宿

泊
税
を
徴
収
し
て
い
た
だ
く
代
行
徴
収
に

つ
い
て
は
、
宿
泊
者
及
び
宿
泊
事
業
者
の

事
務
の
省
力
化
が
図
れ
る
と
同
時
に
、
京

都
市
に
と
っ
て
も
、
よ
り
的
確
な
課
税
捕

捉
や
課
税
事
務
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
代
行
徴
収
を
具
体
化
す
る
た

め
、
現
在
複
数
の
民
泊
仲
介
業
者
と
協
議

宿
泊
税
の
制
度
概
要

3.
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け

た
事
務

4.
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も
つ
な
が
る
受
入
環
境
の
整
備
な
ど
、
宿
泊

税
の
導
入
効
果
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
、

と
り
わ
け
現
下
の
観
光
課
題
を
早
急
に
解
消

し
、
市
民
生
活
と
の
調
和
を
図
る
取
り
組
み

に
優
先
し
て
宿
泊
税
を
充
当
す
る
こ
と
と
し

て
い
る（
図
５
）。

　

宿
泊
税
と
い
う
貴
重
な
財
源
を
活
用
し
、

「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

　

京
都
市
の
宿
泊
税
は
、
ホ
テ
ル
や
旅
館
の

み
で
な
く
、
簡
易
宿
所
を
含
む
全
て
の
宿
泊

施
設
を
課
税
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
宿

泊
料
金
に
よ
る
課
税
免
除
を
設
け
て
い
な
い

と
い
っ
た
点
に
お
い
て
、
す
で
に
宿
泊
税
を

導
入
し
て
い
る
東
京
都
や
大
阪
府
と
は
異
な

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
市
町
村
と
し
て
は

全
国
初
の
取
り
組
み
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

本
条
例
の
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
宿
泊
事
業

者
や
納
税
者
に
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
課
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
市

内
の
全
て
の
宿
泊
施
設
を
確
実
に
捕
捉
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
宿
泊
税
の
適
正

か
つ
確
実
な
徴
収
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引

き
続
き
進
め
て
い
く
。

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

❹
そ
の
他

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
申
告
や
宿
泊
事
業
者
へ
の
事
務
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

　

図
４
に
も
あ
る
と
お
り
、
本
年
10
月
か

ら
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
宿
泊
税
は
、
初

年
度
で
約
19
・
０
億
円
、
平
年
度
で
約
45
・

６
億
円
の
税
収
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
新

た
な
財
源
は
、

ア
…	

住
む
人
に
も
訪
れ
る
人
に
も
京
都
の
品

格
や
魅
力
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
の

推
進

イ
…	

入
洛
客
の
増
加
な
ど
、
観
光
を
取
り
巻

く
情
勢
の
変
化
に
対
す
る
受
入
環
境
の

整
備

ウ
…	

京
都
の
魅
力
の
国
内
外
へ
の
情
報
発
信

の
強
化

　

に
充
て
て
い
く
。

　

具
体
的
な
充
当
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は
、
混
雑
対
策

や
民
泊
対
策
、
市
民
生
活
の
満
足
度
向
上
に

税
収
の
使
途

5.

お
わ
り
に

6.

［制度概要］
●納税義務者
◦旅館業法に定める旅館業を営む施設への宿泊者
◦住宅宿泊事業法に基づく住宅宿泊事業を営む施設への宿泊者
●課税免除

学校教育法第１条に規定する学校（大学を除く）の児童、生徒又
は学生で、当該学校が主催する修学旅行その他学校行事に参
加しているもの及びその引率者
●税率

●徴収の方法
特別徴収
●特別徴収義務者

旅館業又は住宅宿泊事業を営む者
●納入方法

原則として、宿泊税の特別徴収義務者は、毎月末日までに、必要
な事項を記載した納入申告書を市長に提出するとともに、その申
告した納入金を納入書により納入

［宿泊税の目的］
国際文化観光都市としての魅力を高め、及び観光の振興を図る施
策に要する費用に充てるため

［使途］
◦住む人にも訪れる人にも京都の品格や魅力を実感できる取り組

みの推進
例：文化財保護や歴史的景観の保全、快適な歩行空間の創出、
観光や文化の担い手の育成

◦入洛客の増加など、観光を取り巻く情勢の変化に対する受入環
境の整備
例：入洛客の安心安全の確保、観光案内標識の整備、観光地ト
イレの拡充

◦京都の魅力の国内外への情報発信の強化
※近年課題となっている「京町家の保存・継承」、「道路の渋滞や公共交通

機関の混雑対策」、「違法民泊の適正化」などについても、宿泊税を財源
として、今後、取り組みを進めていく予定

※具体的な充当事業については、予算編成において検討

［施行期日］
平成30年10月1日

［税収見込額］
（初年度）19.0億円　（平年度）45.6億円

資料：京都市より提供

宿泊料金 税額

20,000円未満    200円

20,000円以上50,000円未満    500円

50,000円以上 1,000円

図●宿泊税の制度概要等4
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特集 　京都市における宿泊税導入の取り組みについて3

第238号 July 2018

資料：平成28年度決算 参考データ集　～データで見る京都市財政のあらまし～

図●宿泊税を財源として拡充・強化する取り組み5

● 30年度の宿泊税充当事業は「市民、観光客、観光関係事業者が
30年度に宿泊税の導入効果を実感できる」取り組みに充当

●とりわけ「現下の観光課題を早急に解消し、市民生活との調和を
図る取り組み」に優先して充当

事業経費  37億円

うち充当額  19億円

1 京都市を訪れる観光客が一部観光地に集中し、観光地周辺や公共交通機関の混雑につな
がっているため、これらの課題を解消するための取り組みを充実・強化混雑対策

［具体的な取り組み］
◦ 観光地等の混雑緩和に向けて、手ぶら観光の普及促進や観光案内標識の設置・改良等の取り組みを推進
◦ 観光客の３つの集中（場所・時間・季節）の緩和に向けた取り組みを強化
　朝観光・夜観光の推進、新たな観光資源（隠れた名所）の発掘・PRなど
◦ 公共交通機関の更なる有効活用や混雑緩和等に向けて、ビッグデータ等を活用した交通流動実態調査を実施
◦ 市バス等の公共交通機関の混雑緩和の取り組みを強化
　「前乗り後降り」方式の導入による乗降時間の短縮

［具体的な取り組み］
◦ 違法・不適切な民泊に対する指導の強化
　民泊通報・相談窓口　体制強化やアドバイザー派遣の新設
 現地調査員（見回り部隊） 4人体制からの倍増を予定
◦ 民泊等に対して「消防検査済表示制度」を創設するなど、宿泊者及び周辺住民の安心・安全を確保

［具体的な取り組み］
◦ 宿泊税の導入を踏まえ、宿泊事業者が円滑に事務を行えるよう個別相談会・セミナーを実施
◦ 旅館等の経営力強化や魅力発信に向けた取り組みを支援
◦ 宿泊事業者への事務補助金の創設（平成31年度から交付）
　前年度の特別徴収額の2.5％（当初5年間は3％）を補助金として交付

［具体的な取り組み］
◦ 中国語など多言語での啓発記事や海外のWEBサイト、ガイドブック等での周知など外国人観光客のマナー啓発の取り組みを充実・強化
◦ 観光地周辺トイレの洋式化等による受入環境の整備・充実
　観光トイレ　認定カ所数　38カ所→50カ所（平成30年～31年）
　公衆トイレ　洋式便器設置率　100％達成（平成30年～31年でリニューアルを実施）
　公園・駐車場トイレ　洋式化・清掃回数増
◦ 京都観光オフィシャルサイトの機能強化
　京都の奥深い魅力だけでなく、観光地の分散化やマナー啓発（京都の生活スタイル・習慣）などの記事コンテンツも充実

京都ならではの文化振興（文化資源の継承・担い手育成）
［具体的な取り組み］
◦ 京町家を将来の世代に継承していくための取り組みを充実・強化
　重要京町家・京町家保全重点取り組み地区の京町家の改修助成制度の創設
 市が借り上げた京町家を、民間を通じて流通させる賃貸モデル事業の実施
 新築の京町家の普及促進（新築京町家の基準の検討）
◦ 子どもたちが文化芸術に触れる機会を創出し、京都の文化力・おもてなし力の向上を推進
◦ 京都伝統産業ふれあい館のリニューアル（平成30年～31年の2カ年で実施）

京都ならではの美しい景観の保全
［具体的な取り組み］
◦ 無電柱化事業の推進
　先斗町通、銀閣寺道、長辻通

充当額

5億円

充当額

1.5億円

充当額

0.5億円

充当額

4億円

2 昨今、急増している民泊については、利用者の騒音やごみ投棄などにより、周辺地域の市
民生活に影響が生じており、違法・不適切な民泊の通報・監視・指導等の体制を強化民泊対策

3 宿泊税の導入にあたっては、宿泊事業者の協力が不可欠であり、宿泊事業者への負担軽減
策や経営強化に向けた支援策を実施宿泊事業者支援

4
外国人をはじめとする観光客等の増加により、観光インフラの整備（利便施設の多言語化、
観光トイレ等の拡充）や観光客のマナー対策などが課題となっており、 これらの受入環境
の整備により、市民生活の満足度も高めていく

受入環境整備

5
京都に蓄積された日本の歴史・文化、これらが織りなす景観を次の世代に
しっかりと引き継ぎながら、京都の都市の品格、魅力を一層向上させる施
策を推進

京都ならではの文化振興・
美しい景観の保全

充当額

6億円

充当額

2億円
徴税コスト（システム改修等）

経費規模  1億4,000万円
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一
般
に
「
地
域
の
環
境
や
価
値
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
た
め
の
住
民
・
事
業
者
・
地

権
者
等
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み
」
と

定
義
さ
れ
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
本
誌
で
も
２
３
４
号

（
２
０
１
７
）
で
紹
介
の
機
会
を
頂
い
た（
注

１
）。
都
市
観
光
に
繋
が
る
来
街
者
に
魅
力

的
な
環
境
整
備
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創

出
を
進
め
る
た
め
、
各
地
で
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
行
政
の
連
携

に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
こ
と
を
進
め
る
た
め
の
地
域
の
体
制
は

ま
だ
脆
弱
で
あ
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（B

u
siness 

Im
provem

ent D
istrict

）
と
い
う
制
度
を

用
い
て
資
産
所
有
者
や
事
業
者
が
事
業
計
画

を
策
定
の
上
資
金
拠
出
を
行
い
、
事
業
実
施

の
持
続
的
な
体
制
を
確
立
し
て
い
る
米
国
、

英
国
等
と
比
較
す
れ
ば
、一
部
の
資
産
所
有

者
や
事
業
者
等
に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
前
回
の
論
考
で
は
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
体
制
と
財
源
構
造

に
切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
指
摘

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
地
域
再
生
法
の
改

正
に
よ
り
、「
地
域
再
生
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
負
担
金
制
度
」
が
２
０
１
８
年
６
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
い
わ
ば
「
日
本
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
」
と

も
言
え
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
共
同
負

担
を
基
礎
と
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
が
始
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
機
会
を

捉
え
、
本
稿
で
は
、
特
に
財
源
に
着
目
し
た

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
状
と
課
題
を
述

べ
、
負
担
金
制
度
の
運
用
に
向
け
た
期
待
を

述
べ
る
。

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

財
源
調
達
の
現
状
と

負
担
金
制
度
へ
の
期
待

特
集

4

法
政
大
学　

現
代
福
祉
学
部
・
人
間
社
会
研
究
科　

教
授　

保
井
美
樹

東京駅の丸の内側 大阪グランフロント
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❶
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

　

活
動
内
容
と
課
題

　

日
本
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
の
数
は
、
国
土
交
通
省
・
京
都
大
学
・
和

歌
山
大
学
が
全
国
の
都
市
再
生
整
備
計
画

を
有
す
る
地
方
自
治
体
に
対
し
て
行
っ
た
調

査
で
把
握
さ
れ
た
数
が
最
大
で
４
６
４
団
体

と
さ
れ
、
そ
の
活
動
目
的
と
し
て
「
ま
ち
な

み
の
形
成
」「
賑
わ
い
や
集
客
」「
住
民
の
意

識
の
向
上
、
相
互
理
解
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
注
２
）。
但

し
、
こ
れ
ら
の
４
６
４
団
体
は
小
規
模
で
組

織
的
に
も
未
熟
な
も
の
が
多
く
、
地
域
の
価

値
向
上
に
つ
な
が
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
展
望
を
探
る
材
料
と
し
て
適
し
て
い
る
と

考
え
に
く
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
36
の
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
と
企
業
・
自
治
体
・

専
門
家
等
が
先
導
し
て
設
立
し
た
全
国
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
調
査
を

利
用
す
る
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
団
体

は
複
数
年
度
に
渡
る
活
動
実
績
が
あ
る
も

の
が
多
く
、
法
人
化
率
が
60
％
を
超
え
る
な

ど
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
到
達
点
を
確

認
す
る
の
に
適
し
て
い
る（
注
３
）。
調
査
は

２
０
１
６
年
に
33
団
体
に
対
し
て
行
わ
れ
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
活
動
財
源

1.

30
団
体
が
回
答
し
て
い
る
（
回
答
率
91
％
）。

　

図
１
の
通
り
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

団
体
が
重
視
し
て
い
る
活
動
は
情
報
発

信
、
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
魅
力
向
上
、
防
災

減
災
と
な
っ
て
お
り
、
賑
わ
い
や
集
客
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
志
向
す
る
傾
向
が

強
い
。
図
２
に
示
す
の
は
活
動
上
の
課
題

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
団
体
が
最
大
の
課
題
と
し
て
挙
げ
る
の

が
、
安
定
財
源
の
確
保
で
あ
る
こ
と
が
伺

え
る
。
そ
う
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

団
体
の
収
入
は
、
図
３
の
通
り
、
会
費
、
行

政
か
ら
の
補
助
金
や
委
託
金
、
事
業
収

入
が
三
大
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
行
政

か
ら
補
助
金
や
委
託
金
は
継
続
的
に
期

待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

事
業
収
入
と
会
費
収
入
を
安
定
的
に
確
保

し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
収
入
構
造
を
組
み

立
て
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

❷
事
業
収
入
の
中
身

　

で
は
、
具
体
的
に
事
業
収
入
の
内
容
に
つ

い
て
幾
つ
か
の
事
例
で
探
っ
て
み
る
。
現
在
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
の
事
業
収
入
の

図●エリアマネジメント活動の重要度（n=30）1

0　　　　　 10％　　　　　20％　　　　  30％　　　　  40％　　　　  50％　　　　  60％　　　　  70％　　　　  80％　　　　  90％　　　　100％

資料：�丹羽由佳理、園田康貴、御手洗潤、保井美樹、長谷川隆三、小林重敬「エリアマネジメント組織の団体属性と課題に関する考察�〜全国エリアマネジ
メントネットワークの会員アンケート調査に基づいて〜」公益社団法人日本都市計画学会『都市計画論文集』Vol.52�No.3（2017年10月）

情報発信

空間を使って行う自主活動（イベント）

共同で行う地域の魅力・価値・利便性の増進

防災・減災

エリアにある空間を他団体、民間企業などに活用してもらう活動（イベント）

空間の整備

防犯・維持管理

地域特有のまちづくりルールの策定

調査研究・教育

環境・エネルギー

70％ 27％ 3％

97％

63％ 20％ 17％

50％ 33％ 17％

47％ 27％ 27％

40％ 30％ 30％

27％ 43％ 30％

83％

63％ 20％ 17％

83％

83％

70％

73％

70％

47％ 17％ 37％

63％

27％ 37％ 37％

27％ 23％ 50％

63％

50％

■とても重要である　■やや重要である　■ふつう（標準的）
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30

図●エリアマネジメント団体の主な収入源（n＝30）3

図●エリアマネジメント活動上の課題（n＝30）2

多
く
が
公
共
空
間
・
施
設
等
の
利
活
用
を
通

じ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
公
共
空
間
の
収

益
事
業
に
成
功
し
て
い
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
事
例
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
る「
札
幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」

は
表
１（
P
31
）
の
通
り
、
札
幌
市
か
ら
指

定
管
理
を
受
け
て
い
る
「
札
幌
駅
前
通
地
下

歩
行
空
間
（「
チ
･
カ
･
ホ
」）」
の
広
場
利
用

料
金
と
壁
面
広
告
（
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

広
告
）
で
同
社
の
収
入
の
約
78
％
を
稼
い
で

い
る
。
こ
の
壁
面
広
告
は
、
地
下
歩
行
空
間

の
壁
の
一
部
を
、
市
道
に
つ
い
て
は
「
目
的
外

使
用
」
と
し
て
札
幌
市
か
ら
借
用
し
、
国
道

部
分
に
つ
い
て
は
「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

協
定
」
を
結
び
広
告
の
掲
出
を
可
能
と
す
る

も
の
で
あ
る（
注
４
）。

　

東
京
の
大
丸
有
エ
リ
ア
で
も
、
公
共
空
間

を
用
い
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
広
告
と
イ

ベ
ン
ト
関
係
（
協
賛
金
、
参
加
費
、
ま
ち
づ
く

り
協
力
金
等
）
で
約
７
０
０
０
万
円
の
収
入

が
あ
り
、
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
特
定
企
業

か
ら
の
支
援
を
除
け
ば
、
収
入
の
ほ
と
ん
ど

が
公
共
空
間
を
め
ぐ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

（
注
５
）。

　

こ
の
よ
う
に
公
共
空
間
に
関
わ
る
事
業

収
入
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
核
に

な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
都
市
再
生
特
別
措

置
法
や
国
家
戦
略
特
区
を
通
じ
た
道
路
占

0　　　　　 10％　　　　　20％　　　　  30％　　　　  40％　　　　  50％　　　　  60％　　　　  70％　　　　  80％　　　　  90％　　　　100％

会費
40％

事業収入
30％

行政・民間からの
業務受託費

13％

行政から
の補助金

7％

その他
10％

■とても課題である　■やや課題である　■あまり課題ではない
■全く課題ではない　■未回答

1 エリアマネジメント活動を行うための財源が不足していること

2 スタッフを雇用するための財源が不足していること

3 行政その他の補助金など、収入財源が限定されていること

4 利益を得られる自主的な活動が少ないこと

43％ 43％ 13％
87％［財源］

1 経営的視点をもった人材がいないこと

2 活動を支える人材がいないこと

3 出向元の異動により、担当者が交代すること

1 エリアマネジメント活動に対する行政の認知度が低いこと

2 エリアマネジメント活動に対する就業者や市民の認知度が低いこと

3 エリアマネジメント活動に対するテナント等の事業者・地権者の認知度が低いこと

1 エリアマネジメント活動に対応した法人制度がないこと

2 エリアマネジメント組織に関わる適切な税制上の優遇がないこと

3 行政機関が、自治体、保健所、警察など多様であること

4 公的な空間を活用する際に、使用制約があること

5 行政機関の担当者が交代する際に、対応が変化すること

0　　　　　10％　　　　20％　　　　30％　　　　40％　　　　50％　　　　60％　　　　70％　　　　80％　　　　90％　　　 100％

［人材］

［認知］

［制度］

50％ 37％ 13％
87％

43％ 27％ 20％ 10％

43％ 30％ 3％23％

3％27％ 37％ 33％

13％

30％23％

23％

47％

40％ 23％

13％ 43％ 43％

3％

3％

3％

3％

3％

27％37％37％

23％

37％

47％ 37％ 13％

43％ 27％ 3％23％

27％ 33％

43％

30％43％

27％ 27％

17％ 20％ 7％57％

資料：�丹羽由佳理、園田康貴、御手洗潤、保井美樹、長谷川隆三、小林重敬「エリアマネジメント組織の団体属性と課題に関する考察�〜全国エリアマネジ
メントネットワークの会員アンケート調査に基づいて〜」公益社団法人日本都市計画学会『都市計画論文集』Vol.52�No.3（2017年10月）

資料：�丹羽由佳理、園田康貴、御手洗潤、保井美樹、長谷川隆三、小林重敬「エリアマネジメント組織の団体属性と課題に関する考察�〜全国エリアマネジ
メントネットワークの会員アンケート調査に基づいて〜」公益社団法人日本都市計画学会『都市計画論文集』Vol.52�No.3（2017年10月）

180629_特集4.indd   30 2018/06/29   17:49



31

特集 　エリアマネジメントの財源調達の現状と負担金制度への期待4

第238号 July 2018

用
に
関
す
る
特
例
、
東
京
都
の
し
ゃ
れ
た
街

づ
く
り
推
進
条
例
に
代
表
さ
れ
る
公
開
空
地

の
収
益
活
動
の
特
例
な
ど
、
制
度
的
な
支
援

が
あ
る
。

❸
会
費
に
つ
い
て

　

次
に
も
う
一
つ
の
収
入
源
で
あ
る
会
費
に

つ
い
て
も
事
例
を
探
っ
て
み
よ
う
。
上
記
の

大
丸
有
エ
リ
ア
で
も
約
３
０
０
万
円（
注
５
）

と
、
人
件
費
や
事
務
所
を
維
持
す
る
費
用
に

も
足
り
ず
、
十
分
な
規
模
と
は
言
い
難
い
。

近
年
で
は
、
区
画
整
理
事
業
や
再
開
発
事
業

を
き
っ
か
け
に
会
費
等
の
仕
組
み
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
お
り
、つ
く
る
だ
け

で
な
く
長
期
的
に
育
て
て
い
く
地
域
を
実
現

す
る
た
め
に
安
定
し
た
資
金
拠
出
の
仕
組
み

を
求
め
る
声
が
高
い
。
例
え
ば
、
北
九
州
市

の
城
野
地
区
で
は
区
画
整
理
に
よ
っ
て
で
き

た
街
に
お
け
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
費

用
と
し
て
、
住
宅
は
１
戸
当
た
り
１
７
０
０

円
／
月
、
施
設
・
店
舗
は
一
口
５
０
０
０
円

～
１
万
円
／
月
一
口
以
上
を
徴
収
す
る
仕
組

み
を
取
り
入
れ
て
い
る（
注
６
）。

　

こ
う
し
た
事
業
に
伴
う
会
費
や
資
金
拠
出

へ
の
要
請
を
背
景
に
、
大
阪
市
で
は
、
全
て
の

地
権
者
が
公
平
で
資
金
を
拠
出
し
て
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
が
持
続
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
通
称
：
大
阪
版
Ｂ
Ｉ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る

「
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
促
進
制
度
」
を

い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
適
用
エ

リ
ア
の
第
１
号
と
な
っ
た
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

地
区
で
は
、
約
２
８
０
０
万
円
が
地
権
者
か

ら
の
分
担
金
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
。

❹
財
源
確
保
に
関
わ
る
課
題

　

こ
の
よ
う
に
道
路
、
公
開
空
地
等
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
を
促
進
す
る
制

度
的
支
援
に
よ
っ
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
団
体
に
事
業
収
入
の
源
が
生
み
出
さ
れ
、

そ
の
活
動
が
進
展
し
て
い
る
。
他
方
、
会
費

制
度
は
大
阪
市
の
条
例
を
除
け
ば
制
度
的

支
援
が
な
く
、
区
画
整
理
や
再
開
発
事
業
を

き
っ
か
け
と
す
る
仕
組
み
以
外
は
、
あ
ま
り

大
き
な
規
模
に
は
な
り
に
く
い
の
が
現
状

だ
。
公
共
空
間
に
お
け
る
収
益
事
業
は
も
ち

ろ
ん
、
ほ
か
に
も
収
入
を
生
み
出
す
事
業
を

増
や
し
、
そ
れ
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
で

エ
リ
ア
の
価
値
向
上
と
い
う
目
的
を
達
成
す

る
に
は
、
何
よ
り
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
の
事
業
運
営
力
を
向
上
さ
せ
、
様
々
な
ス

キ
ル
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の

課
題
は
従
前
「
会
費
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て

き
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
資
金
拠
出
の
性
格
を

見
直
し
、
安
定
的
に
徴
収
で
き
る
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体

側
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
た
。

　

制
度
化
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
公

的
性
格
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
欧
米
の
多
く
の

国
で
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を
代
表
と
す
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
法
制
度
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
組

織
の
設
立
・
解
散
手
続
き
、
事
業
計
画
の
策

定
や
見
直
し
、
負
担
金
の
徴
収
方
法
等
に
関

す
る
取
り
決
め
が
明
確
で
あ
る
。
通
常
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
の
設
立
は
、
資
産

所
有
者
な
ど
に
よ
る
内
発
的
な
意
思
と
合
意

に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
る
が
、
い
っ
た
ん
設

立
さ
れ
れ
ば
、
負
担
金
は
税
金
に
準
ず
る
も

の
と
捉
え
ら
れ
、
行
政
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
で
、
海
外
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
組
織
は
民
間
運
営
で
あ
り
な
が
ら
、
公

法
人
の
一
種
と
捉
え
ら
れ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
も
官
民
が

一
丸
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

都
市
中
心
部
は
、
も
と
も
と
事
業
者
の
集

積
す
る
場
で
あ
り
、
稼
ぐ
力
を
強
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
基
礎
自
治
体
と
民
間
の
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
が
連
携
し
、
適
切

な
規
制
緩
和
や
支
援
に
よ
っ
て
民
間
の
稼
ぐ

力
を
強
め
る
新
し
い
連
携
の
枠
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

収入 支出
指定管理費 1,560 清掃・サイネージ管理費 2,640
広告費 9,800 目的外使用料（壁面広告） 360
広場使用料 5,150 広告代理店手数料 2,800
その他（委託費等） 2,590 自主事業費 3,350

一般管理費 8,210
法人財等 560
純利益（剰余金） 1,180

合計 19,100 合計 19,100

表●札幌駅前通まちづくり株式会社の収支概要（2013年）1

資料：『最新エリアマネジメント－街を運営する民間組織と活動財源』小林重敬編著　学芸出版社（2015年）

（単位：万円）
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図●制度の概要4

た
め
の
計
画
（「
地
域
再
生
計
画
」）
を
作
成

し
、
そ
こ
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
が

行
う
来
訪
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
施
設

の
整
備
や
管
理
、
広
報
、
行
事
の
実
施
等
の

事
業
を
位
置
付
け
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定

を
申
請
す
る
（
第
５
条
第
２
項
第
２
号
）。
こ

の
と
き
、
市
町
村
は
計
画
策
定
や
促
進
の
た

め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

次
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
計
画
認
定
を
受
け

た
ら
、
今
度
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団

体
が
事
業
を
行
な
う
区
域
、
事
業
の
目
標
や

内
容
、
事
業
者
が
受
け
る
と
見
込
ま
れ
る
利

益
の
内
容
的
及
び
程
度
、同
事
業
者
の
範
囲
、

計
画
期
間
、
資
金
計
画
、
徴
収
方
法
の
案
な

ど
を
記
載
し
た
「
地
域
来
訪
者
等
利
便
増

進
活
動
計
画
」
を
策
定
し
、
市
町
村
の
認
定

を
受
け
る
（
第
17
条
の
７
第
２
項
及
び
第
３

項
）。
そ
の
際
、
負
担
者
と
な
る
事
業
者
の
３

分
の
２
（
及
び
負
担
金
の
総
額
の
３
分
の
２

以
上
の
負
担
者
）
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
認
定
す
る
市
町
村
は
認
定
前
に

議
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

認
定
後
、
市
町
村
は
受
益
事
業
者
の
範
囲
、

❶
海
外
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
制
度
と
地
域
再
生

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金
制
度

　

２
０
１
８
年
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
地
域
再
生
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金

制
度
」
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
活
動
の
拡
大
と
財
源
確
保
に
関
わ
る

課
題
を
背
景
に
、
特
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活
動
に
よ
る
利
益
を
享
受
し
つ
つ
も
活
動

に
要
す
る
費
用
を
負
担
し
な
い
フ
リ
ー
ラ
イ

ダ
ー
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
と

し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
海
外
の
Ｂ

Ｉ
Ｄ
を
参
考
に
、
特
定
の
地
区
に
お
い
て
３

分
の
２
以
上
の
事
業
者
の
同
意
を
要
件
と
し

て
、
市
町
村
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体

が
実
施
す
る
地
域
再
生
に
資
す
る
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
要
す
る
費
用
を
、
そ
の

受
益
の
限
度
に
お
い
て
活
動
区
域
内
の
受
益

者
（
事
業
者
）
か
ら
徴
収
し
、
こ
れ
を
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に
交
付
す
る
官
民
連
携

の
制
度
と
説
明
さ
れ
て
い
る（
図
４
）。

　

こ
の
制
度
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
制
度
の
導
入
を
目
指
す
地
方
公
共
団

体
（
以
下
、
市
町
村
）
は
、
地
域
再
生
を
図
る

負
担
金
制
度
が

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
変
え
る
可
能
性

2.

資料：内閣官房�まち・ひと・しごと創生本部事務局「地域再生エリアマネジメント負担金制度について」（平成30年）

⑦
交
付

⑥
徴
収

①申請 ②認定

③申請
（※3分の2以上の
  同意が必要） ⑤制定

⑧エリアマネジメント活動

④認定
（※市町村議会の議決を
  経る必要）

一定の地域

区域、活動内容、効果、
受益者、資金計画等を記載

国（内閣総理大臣）

地域再生計画

地域来訪者等利便増進活動計画 
（5年以内）

エリアマネジメント団体（法人）

負担金条例

市町村

受
益
者
負
担
金

交
付
金

受益者（事業者）
（小売業者、サービス業者、不動産賃貸業者 等）
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の
ほ
か
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
特
別
な

記
述
の
な
い
都
市
公
園
に
関
し
て
は
占
用

許
可
の
特
例
に
つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
お
り

（
第
17
条
の
10
）、
道
路
、
公
開
空
地
等
と
併

せ
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
想
定
さ
れ
る
事
業
内
容
や

受
益
事
業
者
か
ら
本
制
度
の
活
用
が
見
込
ま

れ
る
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー

ス
の
活
用
が
生
み
出
す
賑
わ
い
と
集
客
が
事

業
に
プ
ラ
ス
に
働
く
業
種
と
い
う
こ
と
に
な

る
。具
体
的
に
い
え
ば
、小
売
・
飲
食
業
、サ
ー

ビ
ス
業
、
宿
泊
業
の
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
産
業
、
お
よ
び

図●英米のエリアマネジメント導入プロセス5

そ
う
し
た
業
種
に
床
を
貸
し
出
す
不
動
産
賃

貸
業
等
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ぼ

都
市
観
光
を
支
え
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業

と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、実
は
、本
制
度
は
、

新
し
い
都
市
観
光
の
戦
略
策
定
や
促
進
と
併

せ
て
導
入
さ
れ
る
の
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

❷
制
度
運
用
へ
の
期
待

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
は
財
源
確
保
で
あ
る
が
、
実
は
、

こ
の
こ
と
は
合
意
形
成
や
人
材
確
保
の
課
題

と
密
接
に
絡
み
合
う
。
利
害
関
係
者
が
財
源

を
拠
出
す
る
に
は
、
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

と
そ
こ
へ
の
道
筋
に
関
す
る
合
意
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
と
必
要
な
財
源
が
整
わ
な
け
れ
ば
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
人
材
を
雇
用

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
現
在
の
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
は
こ
う
し
た
複
合
的
な
困

難
に
直
面
し
て
い
る
た
め
、
言
い
方
を
変
え

れ
ば
、
合
意
が
整
う
条
件
が
整
っ
た
エ
リ
ア

で
し
か
展
開
で
き
な
い
現
状
と
も
言
え
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
、
本
制
度
を
導
入
す
れ

ば
合
意
形
成
が
で
き
、
人
材
確
保
も
で
き
る

の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
、

筆
者
は
、
本
制
度
運
用
を
通
じ
て
、
次
の
２

点
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

負
担
金
の
額
、
算
定
方
法
を
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
（
第
17
条
の
８
）、
そ
れ

が
整
い
次
第
、
事
業
者
か
ら
の
負
担
金
徴
収
、

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
へ
の
交
付
金
の

交
付
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
実
施

へ
と
進
む
流
れ
で
あ
る
（
第
17
条
の
９
）。
こ

資料：筆者作成

［ニューヨークBIDの設立プロセス］

［イギリスにおけるBIDの一般的設立プロセス］

１
～
３
年
程
度

１
～
３
年
程
度

Ｂ
Ｉ
Ｄ
申
請
～
認
定

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
呼
び
か
け
、合
意
形
成
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
調
査
計
画
）

・BID設立申請～認定される｡
・定款等、組織体制を整える｡
・事業を開始する｡

・事業計画案を策定する｡
・事業計画の合意形成を
　進める｡
・ビジョン策定・共有する｡

・BIDを知り、検討を始める｡
・行政との連携を開始する｡
・エリアの課題を明確化する｡
・エリア全体で取り組むべき
　ことを議論する。

・BID設立申請～投票～設立承認｡
・定款等、組織体制を整える｡
・事業を開始する｡

・事業計画案を策定する｡
・事業計画の合意形成を
　進める｡
・ビジョン策定・共有する｡

・BIDを知り、検討を始める｡
・行政との連携を開始する｡
・エリアの課題を明確化する｡
・エリア全体で取り組むべき
　ことを議論する｡

定
款
等
作
成

マ
ネ
ジ
ャ
ー
雇
用

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

理
事
等
選
任

地
区
ニ
ー
ズ
調
査

　

 

地
区
事
業
計
画
の

　

 

策
定

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

チ
ー
ム
結
成

定
款
等
作
成

マ
ネ
ジ
ャ
ー
雇
用

Ｂ
Ｉ
Ｄ
設
立
投
票

運
営
組
織
組
成
、
理
事
等
選
任

地
区
事
業
計
画
の
策
定

実
現
可
能
性
調
査

ワーク
ショップ
等

個別
ヒアリ
ング

アン
ケート

個別ヒアリング

 

負
担
金
額

 

の
検
討

Ｂ
Ｉ
Ｄ
申
請
～
認
定

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

（
呼
び
か
け
、合
意
形
成
）

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
調
査
計
画
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

チ
ー
ム
結
成
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保井美樹 （やすい  みき）

法政大学現代福祉学部人間社会研究科 教授。早稲田大
学政治経済学部政治学科卒後、損害保険会社勤務を経て、
1997年ニューヨーク大学大学院公共政策大学院都市計画
専攻修士課程修了。1999年ニューヨーク行政研究所客員
研究員、2000年世界銀行コンサルタント。2001年東京大学
先端科学技術研究センター特任助手。2003年東京大学よ
り博士（工学）授与。2004年法政大学現代福祉学部専任講
師。2005年同大学院人間社会研究科准教授。2010年英ロ
ンドン大学大学院地理環境研究科客員研究員。2012年から法政大学現代福祉学部・
人間社会研究科教授。近著（共著）に『学びあいの場が育てる地域創生―産学官民の
協働実践』（水曜社、2017）、『ポスト2020の都市づくり』（学芸出版社、2017）、『最新エ
リアマネジメント―街を運営する民間組織と活動財源』（学芸出版社、2015）など。
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の
積
極
的
な
活
用
が
生
み
出
す
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
財
源
」、
学
芸
出
版
社
、
p. 

99

（
注
５
） 

藤
井
宏
章（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
丸
有
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
事
務
局
長
）「
15
年
の
振
り
返
り
と
今

後
、
そ
し
て
財
源
」全
国
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
、
２
０
１
７
年

９
月
６
日

（
注
６
） 

一
般
社
団
法
人
城
野
ひ
と
ま
ち
ネ
ッ
ト（
２
０
１
５
）

 

「
城
野
駅
北
地
区
に
お
け
る
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
」

お
り
、
と
き
に
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
財

政
的
支
援
も
あ
る
。
ま
た
、
英
国
の
場
合
は
、

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
自
治
体

が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
通
じ
て
事
業
者
を
選
定

し
、
実
現
可
能
性
調
査
を
進
め
て
い
く
。
こ

う
し
た
流
れ
を
み
て
も
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
制
度
を
運

用
し
て
い
る
都
市
で
は
行
政
が
か
な
り
前
の

め
り
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
後
も
Ｂ
Ｉ

Ｄ
の
運
営
に
寄
り
添
い
な
が
ら
必
要
な
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
英
国
の
実
現
可

能
性
調
査
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
専
門
家
の

支
援
を
仰
い
で
地
元
で
の
合
意
形
成
が
図
ら

れ
て
い
る
実
態
も
各
地
で
見
ら
れ
る
。
そ
れ

に
伴
い
、
英
米
と
も
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
・
運

営
や
公
共
空
間
の
利
活
用
を
専
門
と
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
存
在
感
を
増
し
て
お
り
、

実
際
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
な
が
ら

他
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
支
援
を
行
う
専
門
家
も
出
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
専
門
家
と
は
、
建
築
・

都
市
計
画
、
商
業
と
い
っ
た
特
定
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
者
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
法

律
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
等
、
新
し
い
価
値
観

と
能
力
を
有
す
る
点
で
興
味
深
い
。

　

こ
う
し
た
実
態
を
み
る
と
、
日
本
に
お
い

て
も
新
た
な
負
担
金
制
度
の
導
入
を
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
に
つ
な
ぐ
に
は
、
地

方
自
治
体
が
そ
の
た
め
の
担
当
課
（
担
当
者
）

を
設
置
し
て
地
元
事
業
者
と
一
体
に
な
っ
て

制
度
導
入
の
た
め
に
動
く
と
と
も
に
、
そ
こ

に
適
切
な
専
門
家
が
関
与
し
、
競
争
力
の
あ

る
事
業
計
画
を
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活
動
の
利
益
に
つ
い
て
ま
だ
共
通
見
解
が

な
い
。
新
た
な
負
担
金
制
度
で
は
そ
れ
を
来

街
者
数
の
増
加
に
よ
る
事
業
機
会
の
拡
大
や

収
益
性
の
向
上
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
限
度

が
徴
収
さ
れ
る
負
担
金
の
金
額
だ
と
さ
れ
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

算
定
す
る
か
の
指
針
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
は
、
こ
の
受
益
と
負
担
の
関
係
や
限
度

を
ど
う
考
え
る
か
の
議
論
に
お
い
て
、
自
治

体
、
専
門
家
、
地
元
関
係
者
の
協
力
が
求
め

ら
れ
る
。

（
や
す
い　

み
き
）

（
注
１
） 

保
井
美
樹
（
２
０
１
７
）「
我
が
国
に
お
け
る
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
進
展
と
今
後
の
課
題
」

『
観
光
文
化
』
２
３
４
号
、
pp. 

34-

37

（
注
２
） 

宋
俊
煥
・
泉
山
塁
威
・
御
手
洗
潤（
２
０
１
６
）「
組

織
・
活
動
特
性
か
ら
見
た
我
が
国
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
団
体
の
類
型
と
傾
向
分
析—

全
国
の

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」の
区
域
を
対
象
と
し
て—

」

『
公
益
社
団
法
人
日
本
都
市
計
画
学
会 

都
市
計
画

論
文
集
』、
第
51
巻 

第
３
号
、
pp. 

２
６
９-

２
７
６

（
注
３
） 

丹
羽
由
佳
理
・
園
田
康
貴
・
御
手
洗
潤
・
保
井
美

樹
・
長
谷
川
隆
三
・
小
林
重
敬
（
２
０
１
７
）「
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
の
団
体
属
性
と
課
題
に

関
す
る
考
察—
全
国
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て

る
。
第
一
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
に

寄
り
添
い
支
援
を
す
る
行
政
の
体
制
と
仕
事

が
明
確
に
な
る
こ
と
、
第
二
に
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
数

が
増
え
る
に
つ
れ
、
そ
の
組
織
設
立
や
運
営

に
深
く
関
与
す
る
専
門
家
が
生
ま
れ
、
そ
の

仕
事
の
場
が
増
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う

し
て
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
現
場
に
関
わ

る
専
門
家
が
増
え
る
こ
と
で
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
が
前
に
進
む
可
能
性

は
高
い
。

　

図
５
は
米
英
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
プ

ロ
セ
ス
を
、
市
役
所
や
Ｂ
Ｉ
Ｄ
全
国
団
体
等

の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
国
も
、
ほ
ぼ
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
設
立
に
向

け
て
行
う
べ
き
タ
ス
ク
は
あ
る
程
度
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
地
区
ニ
ー
ズ
調
査
（
英

国
の
場
合
は
実
現
可
能
性
調
査
）、
地
区
事

業
計
画
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
定
款
等
が
順
番
に
作

成
さ
れ
る
。
最
初
に
作
成
さ
れ
る
米
国
の
地

区
ニ
ー
ズ
調
査
や
英
国
の
実
現
可
能
性
調
査

が
重
要
で
あ
り
、こ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

通
じ
た
地
域
の
課
題
の
整
理
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
通
じ
た
将
来
像
の
共
有
、
個
別
の
利

害
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
た
合

意
形
成
の
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
米
国

の
場
合
は
地
元
主
導
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い

が
、
議
論
が
始
ま
っ
た
ら
速
や
か
に
市
役
所

の
担
当
部
署
に
連
絡
す
る
よ
う
周
知
さ
れ
て
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２
０
１
７
年
度
で
４
・
５
兆
円
を
超
え
た

急
成
長
を
続
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
外
国
人
の

日
本
国
内
で
の
観
光
消
費
額
は
、
依
然
20
兆

円
程
度
あ
る
日
本
人
の
国
内
観
光
消
費
額
と

比
べ
れ
ば
ま
だ
絶
対
規
模
は
小
さ
く
見
え
ま

す
が
、
外
貨
を
獲
得
し
国
富
を
増
や
す
と
い

う
意
味
で
輸
出
産
業
で
あ
り
、
国
内
の
富
の

移
転
に
す
ぎ
な
い
日
本
人
向
け
観
光
と
根
本

的
な
経
済
効
果
の
意
義
が
異
な
り
ま
す
。
日

本
国
内
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
輸
出
産
業
と

し
て
外
貨
獲
得
が
で
き
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

を
誘
致
し
そ
の
観
光
消
費
で
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
担
当
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
格
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

存
在
し
な
い
日
本
で
は
、そ
の
役
割
や
統
治
・

管
理
手
法
や
資
金
調
達
方
法
に
つ
い
て
の
議

論
は
ま
だ
未
発
展
で
、「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の

議
論
に
お
い
て
は
ま
さ
に
そ
こ
が
欠
如
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

こ
の
章
の
目
的
は
、
40
年
先
行
し
、
成
功

特
集

5

導
入
及
び
論
文
の
目
的

1.

ケネディスペースセンター

持
続
性
の
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
構
築
の
鍵
と
な
る

資
金
繰
り
確
保
の
手
法
に
つ
い
て

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部　

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授

一
橋
大
学
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
Ｍ
Ｂ
Ａ
特
任
教
授
、
京
都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ　

客
員
准
教
授

裏
に
機
能
し
て
い
る
米
国
最
大
の
訪
問
客
数

を
誇
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
地
区
（
行

政
区
域
は
同
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

運
転
資
金
と
観
光
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
双
方

を
地
元
居
住
者
の
税
負
担
無
し
に
、
観
光
産

業
で
生
ま
れ
る
消
費
活
動
で
賄
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
説
明
す
る
事
で
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

の
役
割
や
統
治
・
管
理
手
法
や
資
金
調
達
方

法
に
つ
い
て
、
よ
り
持
続
性
の
あ
る
手
法
の

議
論
を
啓
蒙
す
る
事
で
す
。

　

フ
ロ
リ
ダ
州
は
19
世
紀
後
半
に
半
島
の
臨

海
部
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
臨
海
部
が
人
口

と
富
の
集
中
す
る
米
国
北
東
部
居
住
者
の
避

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

国
際
会
議
場
設
立
の

歴
史
的
経
緯

2.

原 

忠
之

全
米
最
大
集
客
地
に
お
け
る

地
方
特
別
税『
観
光
客
開
発
税
』制
度
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
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光
客
開
発
税
」
と
い
う
名
称
の
ホ
テ
ル
税
を

導
入
し
ホ
テ
ル
業
界
が
宿
泊
客
か
ら
代
理
徴

税
す
る
の
で
、
そ
の
税
収
を
（
１
）、（
２
）
実

現
の
為
の
持
続
的
な
使
途
限
定
の
自
主
財
源

と
し
て
確
保
し
て
ほ
し
い
。」

　

全
米
最
高
数
の
訪
問
客
を
受
け
入
れ
る

オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）で
の
地
方
特
別

税
で
あ
る
「
観
光
客
開
発
税
（
俗
称
：
宿
泊

税
）」
導
入
経
緯
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

•
季
節
性
の
高
い
家
族
観
光
客
で
な
く
、
年

中
誘
致
可
能
な
新
し
い
セ
グ
メ
ン
ト
で
あ

る
会
議
・
展
示
場
出
席
客
開
拓
の
た
め
の

新
設
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
持
続
的
な
運
転
資
金
確
保

•
地
元
観
光
産
業
発
展
に
有
益
だ
が
巨
額

設
備
投
資
が
必
要
な
観
光
公
共
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
国
際
会
議
場
の
開
発
又
は
元
利
金

返
済
資
金
と
し
て
一
般
財
源
以
外
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
確
保

•
地
元
観
光
産
業
へ
の
経
済
効
果
は
大
き
い

が
、
単
体
の
財
務
諸
表
で
は
運
営
赤
字
と

な
る
可
能
性
の
高
い
観
光
公
共
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
国
際
会
議
場
・
展
示
場
へ
の
赤
字

運
転
資
金
補
填
財
源
を
一
般
財
源
以
外
の

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
確
保
、

•
地
方
特
別
税
導
入
経
緯
が
、
地
元
政
府
か

ら
で
な
く
、
地
元
産
業
界
か
ら
の
陳
情
で

あ
る
経
緯
、
つ
ま
り
、
な
い
物
ね
だ
り
の

陳
情
で
な
く
、
業
界
側
が
持
続
的
財
源
と

し
て
地
方
特
別
税
制
度
導
入
を
提
案
し

た
点
、

　

と
言
え
ま
す
。
当
地
の
地
方
特
別
税
で
あ

る
「
観
光
客
開
発
税
」
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
５
年
後
の
１
９
７
８
年
に
導
入
さ
れ
、
40

年
間
成
功
裏
に
持
続
的
な
郡
の
自
主
財
源
と

し
て
の
税
収
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
も
う
少

し
以
下
に
詳
細
を
説
明
し
ま
す
。

　

観
光
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
に
お
い
て
は
、
地

元
政
府
が
一
般
財
源
と
し
て
資
金
を
出
し
、

域
外
か
ら
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
雇
用
が

生
ま
れ
、
そ
し
て
売
り
上
げ
が
増
え
る
と
い

う
流
れ
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
特
に
国
際

会
議
場
の
場
合
で
は
、
周
辺
の
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
会
社
な
ど
は
黒

字
で
あ
っ
て
も
、
本
体
の
運
営
は
赤
字
に
な

る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
で
す
。

　

そ
の
対
応
と
し
て
年
間
71
百
万
人

（
２
０
１
７
年
度
）
と
い
う
全
米
一
の
訪
問
客

が
来
訪
す
る
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で

は
、
ま
ず
地
方
債
を
発
行
し
て
広
く
域
外
の

投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
、
そ
の
資
金
で
観

光
イ
ン
フ
ラ
（
国
際
会
議
場
・
展
示
場
）
を

建
設
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
消
費
単
価
の
高
い
人
が
集
ま
り
、
各
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
で
の
売
り
上
げ
が
増
え
る

こ
と
で
雇
用
も
生
ま
れ
ま
す
。そ
の
際
、オ
ー

ラ
ン
ド
で
は
６
％
の
ホ
テ
ル
宿
泊
税
（
現
地

で
は
「
観
光
客
開
発
税
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

を
宿
泊
客
か
ら
徴
収
し
ま
す
。
こ
れ
を
一
般

財
源
で
な
く
、
特
定
の
使
途
で
し
か
使
え
な

い
「
特
別
勘
定
：Escrow

 A
ccou

nt

」
に

入
れ
ま
す
。
そ
の
税
収
の
使
途
を
「
地
方
債

の
元
利
償
還
」及
び
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
（
つ
ま
り
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運
転
資
金
）」
に

限
定
す
る
た
め
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
地
方
債
に
関
し
て
は
地
方
政

府
が
補
償
を
し
な
い
の
で
、
地
方
政
府
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
負
債
側
に
偶
発
債
務
と
し

て
載
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
言
で
言

寒
地
・
退
職
後
の
居
住
地
と
し
て
発
展
し
た

た
め
に
、
開
発
の
遅
れ
た
半
島
中
心
部
に
目

を
付
け
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
山
手
線
内
部
面
積

に
匹
敵
す
る
ワ
ニ
の
す
む
湿
地
帯
が
多
い
土

地
を
買
収
、
１
９
７
１
年
に
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
開
業
し
た
こ
と
で
、
突

如
ホ
テ
ル
開
発
ブ
ー
ム
が
訪
れ
、
季
節
性
は

あ
る
が
、
小
中
高
校
が
休
み
の
時
期
に
は
ホ

テ
ル
業
界
を
中
心
と
す
る
地
元
観
光
産
業
に

大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
９
７
３
年
10
月
に
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発

に
よ
り
ア
ラ
ブ
側
が
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
原

油
輸
出
停
止
措
置
を
と
っ
た
事
で
原
油
価
格

は
半
年
で
４
倍
と
な
り
、
オ
ー
ラ
ン
ド
に
自

動
車
で
来
訪
し
て
い
た
観
光
客
を
直
撃
、
地

元
ホ
テ
ル
業
界
は
突
如
苦
境
に
陥
り
ま
す
。

そ
こ
で
地
元
ホ
テ
ル
業
界
が
一
致
し
て
、
地

元
政
府
（
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
レ
ン
ジ
郡
）に
以
下

の
陳
情
を
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
ホ
テ
ル
業
界
は
苦
境
。
季

節
性
の
あ
る
レ
ジ
ャ
ー
客
以
外
の
セ
グ
メ
ン

ト
が
必
要
な
の
で
、
会
議
・
展
示
会
出
席
者

を
誘
致
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
（
１
）
国

際
会
議
・
展
示
場
を
建
設
し
て
（
２
）
新
し

い
セ
グ
メ
ン
ト
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
設
立
し
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。
但
し
財
源
が
無
い
と
無
理

だ
ろ
う
か
ら
、（
３
）地
方
特
別
税
と
し
て「
観

基
本
的
な
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
枠
組
み
と
そ
の
優
位
性

3.

オレンジカウンティ・コンベンションセンター
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表●2015と2016年のオーランドＤＭＯの年間損益計算書1

え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
ノ
ン

リ
コ
ー
ス
）
の
資
金
調
達
手
法
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
地
方
債
も
世

界
的
に
名
声
の
あ
る
フ
ィ
ッ
チ
と
Ｓ
＆
Ｐ
と

い
う
格
付
け
機
関
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
格
付

け
さ
れ
る
た
め
、
世
界
の
機
関
投
資
家
は
安

心
し
て
投
資
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
観
光

産
業
で
も
、
し
っ
か
り
と
資
本
主
義
の
コ
ア

概
念
の
ル
ー
ル
で
あ
る
米
国
型
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
手
法
を
研
究
す
れ
ば
、
地
方
政
府
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
（
つ
ま
り
納
税
者
・
居
住
者
）

に
負
担
を
掛
け
ず
に
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
（
宿
泊
税
収
）
を
担
保
に
し
て
必
要
最

低
限
の
観
光
公
共
イ
ン
フ
ラ
開
発
資
金
を
投

資
家
か
ら
調
達
出
来
て
、
自
助
努
力
で
地
方

創
生
を
実
現
出
来
る
と
い
う
事
例
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
日
本
で
は
少
し
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
気
で
地
方

創
生
を
財
政
側
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

は
、
米
国
国
内
で
行
っ
て
い
る
「
地
方
債
受

取
利
息
分
へ
の
所
得
税
免
税
」
を
中
央
政
府

と
税
務
当
局
が
新
制
度
と
し
て
確
立
す
る

と
、
地
方
債
発
行
体
で
あ
る
地
方
政
府
は
、

同
様
の
格
付
け
評
価
の
債
券
に
対
し
税
率

分
表
面
利
率
を
下
げ
て
有
利
な
資
金
調
達

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
分
観
光
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
運
営
で
の
損
益
分
岐
点
比
率
が
下
が
り

ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
財
務
内
容
を
見
る
前
に
、
自
主

財
源
で
あ
る
「
観
光
客
開
発
税
」
を
俯
瞰
し

ま
す
。

　

人
口
１
３
０
万
人
、
ホ
テ
ル
客
室
数

約
９
万
室
の
オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ

郡
）
の
場
合
、
６
％
の
ホ
テ
ル
宿
泊
税
に

よ
っ
て
、
２
０
１
５
年
に
約
２
４
９
億

円
（
＄
２
２
６
百
万
ド
ル
、
以
下
為
替
は

１
１
０
円
＝
＄
１
を
使
用
）、
最
新
財
務

年
度
の
２
０
１
７
年
に
約
２
７
９
億
円

（
＄
２
５
４
百
万
ド
ル
）
の
地
方
特
別
税
収
を

得
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
人
口
１
３
０
０
万

人
、
ホ
テ
ル
客
室
数
（
10
万
２
０
０
０
室
）
の

東
京
都
の
宿
泊
税
は
２
０
１
５
年
で
約
21
億

円
で
し
た
。
何
故
、
人
口
10
分
の
１
の
オ
ー

Ｄ
Ｍ
Ｏ
財
務
内
容
と
基
本
的
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
の
俯
瞰

4.

Year Ended December 31, 2016 2015

Support, revenues and gains:

Tourist development tax funding (Note 6) $ 51,051,643 $ 49,270,425

Global marketing 5,972,501 5,987,081

Convention sales and marketing 2,092,372 1,819,304

Destination meeting services 1,055,089 1,162,976

Visitor services 17,059,889 14,538,949

Member services 3,400,199 3,179,412

Investment income (loss) (Note 2) 123,343 (12,971)

Other 51,483 65,258

Total support, revenues and gains 80,806,519 76,010,434

Program expenses:

Global marketing 38,971,999 37,062,611

Convention sales and marketing 11,447,358 11,443,002

Destination meeting services 2,034,920 2,125,281

Visitor services 17,140,624 14,521,145

Member services 1,891,885 1,514,991

Sports marketing 500,000 500,000

Public relations 3,336,521 3,490,809

Research 1,868,750 1,714,441

Total program expenses 77,192,057 72,372,250

Supporting services:

Management and general administration 4,015,593 3,941,203

Total expenses 81,207,650 76,313,453

Change in unrestricted net assets (401,131) (303,019)

Unrestricted net assets, beginning of year 16,600,887 16,903,906

Unrestricted net assets, end of year $ 16,199,756 $ 16,600,887

資料： Orlando / Orange County Convention & Visitors Bureau, Inc. d.b.a. Visit Orlando  
Financial Statements, Years Ended December 31, 2016 and 2015

Orlando / Orange County Convention & Visitors Bureau, Inc.
d. b. a. Visit Orlando

Statements of Activities
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と
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
地
方
特
別
税
で
あ
る

観
光
客
開
発
税
（
ホ
テ
ル
税
）
の
使
途
は
、
現

在
は
約
40
％
が
観
光
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
起
債

し
た
地
方
債
元
利
返
済
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

の
年
間
請
負
契
約
が
約
20
％
と
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
側
の
収
支
を
見
る
と（
表
１
）、
地
方

特
別
税
収
を
ベ
ー
ス
と
し
た
請
負
契
約
収
入

は
約
３
分
の
２
で
、
残
り
の
３
分
の
１
は
Ｄ

Ｍ
Ｏ
自
身
が
稼
い
で
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
支

出
側
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
注
）
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
等
に
約
25
％
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
過
去
10
年
程
度
、
機

会
あ
る
た
び
に
説
明
し
て
お
り
、
２
０
１
８

年
度
開
始
の
一
橋
大
学
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経

営
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
京
都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
集
中

講
義
で
も
詳
細
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

故
に
、
日
本
で
誤
解
を
受
け
や
す
い
部
分
が

ど
こ
か
を
理
解
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
の
で
、

以
下
に
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

❶
宿
泊
税
納
税
者
は
宿
泊
業
界
で
は
な
い

　

日
本
で
誤
解
を
す
る
人
が
お
ら
れ
ま
す

が
、
ホ
テ
ル
税
を
払
う
の
は
宿
泊
客
で
あ
り
、

ホ
テ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
テ
ル
は
地
元

政
府
の
た
め
に
宿
泊
客
か
ら
ホ
テ
ル
税
を
代

理
徴
税
す
る
の
が
役
目
で
す
。
ま
た
ホ
テ
ル

単
体
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
組
織
的
に
宣
伝

を
す
る
の
は
営
業
経
費
に
対
す
る
検
証
可

能
な
成
果
と
い
う
点
で
非
効
率
で
す
が
、
地

域
の
ホ
テ
ル
や
観
光
業
界
全
体
の
た
め
に
そ

の
地
域
全
体
へ
の
訪
問
客
を
増
や
す
と
い
う

重
要
な
業
務
の
た
め
に
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
が
鍵
に
な
り
ま
す
。
日
本
国

内
で
宿
泊
税
を
導
入
す
る
際
に
、
こ
う
し
た

基
本
的
な
部
分
（
１
９
７
８
年
か
ら
成
功
裏

に
運
営
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ラ
ン
ド
観
光
客
開

発
税
導
入
時
の
経
緯
等
）
を
最
大
の
恩
恵
者

と
な
る
地
域
ホ
テ
ル
協
会
・
業
界
と
地
方
自

治
体
が
事
前
に
勉
強
し
て
い
れ
ば
、
恩
恵
を

受
け
る
ホ
テ
ル
業
界
が
反
対
す
る
事
は
あ

り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
価
格
の
弾
力
性

（P
rice elasticity

） 

を
持
ち
出
し
て
、
需

要
に
下
降
圧
力
が
か
か
る
と
デ
ー
タ
無
し
に

主
張
す
る
人
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

世
界
的
に
は
消
費
税
と
宿
泊
税
合
計
で
10
～

15
％
程
度
の
課
税
は
当
た
り
前
の
都
市
が
多

く
、
そ
の
仮
定
の
議
論
が
実
際
上
は
当
て
は

ま
ら
な
い
の
は
、
観
光
地
そ
の
も
の
は
観
光

消
費
者
か
ら
見
て
、
ま
だ
コ
モ
デ
テ
ィ
化
し

て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

❷
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
、Ｉ
Ｒ
の
関
係

　

日
本
の
場
合
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
話
を
し
て
も
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
出
て
き
ま

せ
ん
。一
方
ア
メ
リ
カ
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
客
の

季
節
性
変
動
が
激
し
い
た
め
、「
季
節
性
と
関

係
の
な
い
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
を
連
れ
て
き
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
な
ら
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
転
資
金

と
国
際
会
議
場
建
設
資
金
の
財
源
と
し
て
地

方
特
別
税
を
導
入
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と

観
光
業
界
が
地
方
政
府
に
陳
情
し
た
こ
と
で

ホ
テ
ル
税
が
生
ま
れ
て
資
金
繰
り
の
目
途
の

あ
る
持
続
可
能
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
誕
生
し
た
と
い

う
経
緯
を
冒
頭
に
説
明
し
ま
し
た
。
こ
こ
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
地
方
特
別
税
（
＝
ホ

テ
ル
宿
泊
税
）
は
新
し
い
客
層
を
得
る
と
い

う
目
的
の
た
め
に
、
地
元
の
宿
泊
業
界
が
観

光
客
か
ら
地
方
政
府
の
た
め
に
代
理
徴
税
し

て
い
る
税
金
な
の
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、
観

光
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
国
際
会
議
場
の
建
設
資

金
や
そ
の
元
利
金
支
払
い
に
そ
の
税
収
を
利

用
す
る
ほ
か
、
ホ
テ
ル
業
界
が
地
元
政
府
に

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
つ
く
っ
て
新
し
い
会
議
客
・
展
示

会
参
加
者
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
客
）
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
う
し
て
地
元
観
光
産
業
と
住

ラ
ン
ド
で
10
倍
以
上
の
税
額
を
成
功
裏
に
徴

税
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
最
高
級

ホ
テ
ル
の
宿
泊
者
に
一
泊
８
万
円
の
請
求
書

が
発
行
さ
れ
る
場
合
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ホ

テ
ル
税
と
し
て
４
８
０
０
円
の
税
収
が
入
り

ま
す
。
一
方
、
東
京
都
の
宿
泊
税
は
１
万
円

未
満
は
無
税
、
１
万
円
以
上
１
万
５
０
０
０

円
未
満
は
１
０
０
円
で
、
１
万
５
０
０
０
円

以
上
は
一
律
２
０
０
円
と
な
る
た
め
、
こ
の

場
合
は
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
税

を
東
京
都
の
よ
う
に
固
定
額
で
徴
収
す
る
の

か
、
オ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
請
求
額
に
％
を

掛
け
て
税
額
を
計
算
す
る
か
の
差
が
、
オ
ー

ラ
ン
ド
の
２
７
９
億
円
と
東
京
都
の
21
億

円
の
違
い
と
な
っ
て
現
れ
る
わ
け
で
す
。
観

光
立
国
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
８
兆
円
、

15
兆
円
と
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
年
間
総
消

費
額
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
本
格
的
な
Ｄ

Ｍ
Ｏ
導
入
に
よ
る
実
質
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
須
で
す
が
、

少
子
化
高
齢
化
に
よ
り
税
収
増
加
シ
ナ
リ
オ

が
描
き
に
く
く
持
続
性
が
不
安
定
な
一
般
財

源
か
ら
数
億
円
程
度
の
年
間
予
算
を
配
分
し

て
貰
う
モ
デ
ル
は
、
日
本
人
向
け
セ
ー
ル
ス

活
動
が
主
体
の
観
光
協
会
モ
デ
ル
の
延
長
線

で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
旅
行
客
）
中
心
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
そ
の
程
度
の
額
で
本
当
に

効
果
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
施
は
困
難
だ

日
本
で
あ
り
が
ち
な
誤
解
に
対
す
る
説
明

5.
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民
に
広
く
経
済
的
恩
恵
を
広
げ
て
下
さ
い
」

と
な
る
わ
け
で
す
。
産
業
と
し
て
の
観
光
消

費
活
動
に
課
税
し
て
、
そ
の
地
方
特
別
税
は
、

観
光
奨
励
と
観
光
イ
ン
フ
ラ
開
発
・
返
済
資

金
と
い
う
目
的
に
限
定
し
、
か
つ
地
元
政
府

の
一
般
財
源
に
入
れ
た
い
と
い
う
誘
惑
に
乗

ら
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
き
ち
ん
と
制
度

化
す
る
点
が
重
要
で
す
（
一
般
財
源
化
す
る

と
、
産
業
育
成
に
よ
る
地
方
創
生
と
い
う
目

的
は
即
崩
壊
し
ま
す
。
日
本
は
入
湯
税
で
こ

の
苦
い
経
験
を
し
て
い
る
宿
泊
産
業
者
が
多

い
よ
う
に
見
え
ま
す
）。
こ
の
あ
た
り
の
全
体

像
が
わ
か
る
と
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中
に
な
ぜ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
か
が
理
解
で

き
ま
す
。

　

ま
た
全
体
売
上
高
の
過
半
数
を
カ
ジ
ノ
以

外
の
運
営
で
計
上
す
る
で
あ
ろ
う
大
型
Ｉ
Ｒ

（Integrated
 R

esort:

カ
ジ
ノ
付
総
合
型

リ
ゾ
ー
ト
施
設
）
に
お
い
て
も
単
体
の
Ｉ
Ｒ

運
営
者
が
自
社
組
織
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
よ
り
も
、
そ
の
地
域
全
体
で
地
方
創
生

を
図
る
と
い
う
本
来
の
意
図
の
た
め
に
は
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
そ
の
Ｉ
Ｒ
の
あ
る
地
域
全
体

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
何
故
に
Ｉ
Ｒ
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
議
論
で

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
そ
の
運
転
資
金
源
と
な
る
持
続
性

あ
る
地
方
特
別
税
、
ホ
テ
ル
税
の
話
題
が
出

な
い
の
か
が
２
０
１
８
年
現
在
の
日
本
の
不

思
議
な
状
況
に
見
え
ま
す
。

❸
観
光
を
何
故
奨
励
す
る
の
か
の
組
織

使
命
・
目
的
明
文
化
の
欠
如

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、「
地
域
の
経

済
的
恩
恵
」、
つ
ま
り
「
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
々
の
生
活
水
準
を
維
持
お
よ
び
向
上
す
る

こ
と
」
を
共
通
の
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に

は
「
地
元
企
業
が
観
光
消
費
を
受
け
て
利
益

を
出
す
こ
と
が
必
要
だ
」
と
い
う
考
え
方
は

絶
対
に
ぶ
れ
ま
せ
ん
。

　

一
歩
下
が
っ
て
議
論
す
る
な
ら
ば
、
米

国
で
の
営
利
企
業
の
目
的
は
、
企
業
金
融

（C
orporate F

inance

）
教
科
書
の
第
一
章

に
は
「
当
期
利
益
最
大
化
に
よ
る
株
主
価
値

最
大
化
」
で
あ
る
一
方
、
政
府
の
目
的
は
「
納

税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
又
は
向
上
」

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
域
外
か
ら
資
金
を

域
内
に
持
ち
込
む
輸
出
奨
励
が
手
段
で
、
観

光
奨
励
は
ま
さ
に
輸
出
産
業
と
し
て
の
資
金

獲
得
の
た
め
に
行
う
と
明
記
さ
れ
、
そ
れ
が

民
間
非
営
利
団
体
で
あ
る
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や

オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
郡
の
子
会
社
扱
い
で
あ
る

国
際
会
議
場
の
組
織
使
命
に
も
明
記
さ
れ

て
、
そ
れ
が
ブ
レ
な
い
の
で
す（
表
２
）。

　

一
方
で
、
日
本
の
観
光
協
会
な
ど
と
話
を

す
る
と
、「
お
も
て
な
し
で
来
訪
頂
い
た
お
客

さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
」
や
「
こ

表●オーランドDMO とオーランド・オレンジ郡国際会議場保有会社の使命表明2

資料：（1）Visit Orlando https://www.visitorlando.com/about-us/　（2）OCCC: http://www.occc.net/pdf/Info_MissionStatement.pdf

ヴィジットオーランドの使命は、産業界のリーダーとして、地域社会の継続的な経済的恩恵のために、当地域を最高の観光・
会議・ビジネス訪問地として世界的にマーケティングする事である。
The mission of Visit Orlando, as the industry's leader, is to market the area globally as a premier leisure, convention and 
business destination for the continual economic benefit of the community.

The mission of the Orange County Convention Center is economic development. 
国際会議場の使命は経済開発。
By hosting regional, national and international conventions, meetings and trade shows, the Center infuses the 
local economy with new money and expanding business opportunities.
地域・国内・国際的な会議、会合、展示会を開催することで、会議場は新規資金を地域経済に導入し（地元企
業の）業務機会を拡大させる

の
地
域
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
」

に
や
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
「
手
段
」
で
あ
っ
て
「
目
的
」
で
は
な
い

の
で
す
。
現
在
の
一
般
財
源
を
緩
く
使
っ
て
い

る
経
営
環
境
下
で
は
、一
般
財
源
と
い
う
納

税
者
資
金
を
使
っ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
結
果

を
厳
し
く
問
わ
れ
る
環
境
下
に
は
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
家
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
特
別
財
源
を
使
っ
て
こ
の
成
長

輸
出
産
業
を
更
に
伸
ば
す
た
め
に
は
、
組
織

全
体
で
共
用
出
来
る
「
使
命
」
を
明
記
し
早

期
に
徹
底
さ
れ
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

❹
米
国
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
使
命
に
あ
っ
て
、「
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」に
議
論
不
足
の
重
要
な
業
務
内
容

　

世
界
の
観
光
都
市
の
一
部
、
特
に
欧
州

で
は
「
過
剰
観
光
」
の
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
居
住
人
口
比
50
倍
超
の

71
百
万
人
の
訪
問
客
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、

オ
ー
ラ
ン
ド
に
は
過
剰
観
光
問
題
の
兆
し
は

現
時
点
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

観
光
産
業
育
成
・
運
営
資
金
を
一
般
財
源

（
居
住
者
の
税
負
担
）
に
求
め
な
い
（
つ
ま
り

外
貨
獲
得
の
輸
出
効
果
は
薄
い
が
居
住
者

の
関
心
事
で
あ
る
よ
う
な
予
算
項
目
、
例
え

ば
老
人
福
祉
改
善
、待
機
児
童
解
消
、学
校
・

図
書
館
・
公
園
拡
充
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
一
般

予
算
取
合
い
合
戦
に
な
る
の
を
回
避
）、
持
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Taxpayer Type Of Business Appraised Valuation

Percentage Of
Total Taxable

Appraised Value
Walt Disney Company Tourism $ 8.2 billion 8.18％
Universal Studios Tourism 2.1 billion 2.09
Marriott Resorts / Ritz Carlton Hospitality 1.6 billion 1.60
Hilton Resorts / Waldorf Astoria Hospitality 1.2 billion 1.20
Hyatt Resorts Hospitality 947 million 0.94
Orange Lake Country Club Hospitality 778 million 0.78
Duke Energy Electric Utility 736 million 0.73
Wyndham Resorts Hospitality 574 million 0.57
Westgate Resorts Hospitality 561 million 0.56
Vistana / SVO Vistana Village Hospitality 508 million 0.51
Total taxable assessed value of 10 largest taxpayers 17.20 billion 17.16
Total taxable assessed value of other taxpayers 83.05 billion 82.84
Total taxable assessed value of all taxpayers $ 100.25 billion 100.00％

Revenues ％ Uses (Expenditures) ％
Fund Balance $ 1,160,735,488 31.3％ General Government $ 239,051,303 6.5％
Ad Valorem Taxes $ 732,590,305 19.8％ Public Safety $ 627,397,335 16.9％
Other General Taxes $ 349,868,050 9.4％ Physical Environment $ 411,991,064 11.1％
Shared Revenues $ 232,410,200 6.3％ Transportation $ 249,203,931 6.7％
Transfers $ 479,240,476 12.9％ Economic Environment $ 285,417,138 7.7％
Service Charges $ 519,622,365 14.0％ Human Services $ 212,034,008 5.7％
Interest and Others $ 25,872,387 0.7％ Internal Services $ 193,688,856 5.2％
Permits and Fees $ 165,687,528 4.5％ Culture & Recreation $ 70,571,004 1.9％
Fines and Forfeits $ 6,515,358 0.2％ Debt Service $ 117,716,068 3.2％
Grants $ 60,697,761 1.6％ Reserves $ 816,890,416 22.1％
Other Sources $ 19,818,931 0.5％ Interfund Transfers $ 479,240,426 12.9％
5％ Statutory Deduction -$ 95,857,250 -2.6％
Bond/loan proceeds $ 46,000,000 1.2％
Total Revenues $ 3,703,201,599 100.0％ Total Expenditures $ 3,703,201,599 100.0％

Tourism Develop. Tax $ 239,000,000 6.5％

続
性
あ
る
資
金
源
確
保
（
地
方
特
別
税
の
目

的
税
化
）が
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
一
つ
重
要
な
要
素
は
、
米
国
内
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
業
務
内
容
に
「
地
域
住
民
に
対
し
観
光

産
業
の
重
要
性
を
継
続
的
に
啓
蒙
す
る
事
」

が
入
っ
て
い
る
事
で
す
。
こ
れ
は
選
挙
時
に

観
光
産
業
に
恩
恵
の
あ
る
法
案
に
対
す
る
賛

成
反
対
票
結
果
を
公
表
し
て
、
観
光
関
連
法

案
の
賛
成
率
上
位
者
の
み
を
公
式
に
投
票

推
奨
す
る
事
で
、
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産

業
の
政
治
力
を
長
年
確
保
し
て
き
た
現
地

ホ
テ
ル
協
会
と
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
現
地
政
府
が
事
あ

る
ご
と
に
地
域
経
済
に
対
し
て
産
業
と
し
て

の
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
セ
ク
タ
ー
を
啓
蒙

し
て
き
た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
２
０
１
６
年
度
の
地
元
オ
レ

ン
ジ
郡
政
府
の
一
般
年
度
予
算
37
億
ド

ル
（
約
４
０
７
３
億
円
）
に
対
し
て
、
地

方
特
別
税
で
あ
る
観
光
客
開
発
税
収
は

２
億
３
９
０
０
万
ド
ル
（
約
２
６
３
億
円
）

と
、一
般
年
度
予
算
比
で
６
・
５
％
で
あ
っ
た

と
ウ
ェ
ブ
で
明
記
し
て
い
ま
す（
表
３
）。
地

方
特
別
税
扱
い
で
な
け
れ
ば
、
治
安
保
安
費

用
や
老
人
・
児
童
福
祉
や
貧
困
層
向
け
予

算
や
教
育
予
算
と
取
合
い
と
な
り
、
柔
軟
な

運
営
は
不
可
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
域
外

か
ら
の
資
金
を
獲
得
し
、
地
域
経
済
を
牽
引

し
て
一
般
税
収
全
体
を
増
や
す
成
長
輸
出
産

表●2016年度フロリダ州オレンジ郡一般財源歳入・支出と観光客開発税の相対比情報公開例3

表●地元政府の情報開示例「2015年固定資産評価額域内上位10社と産業セクター一覧表」4

資料：フロリダ州オレンジ郡ウェブページ

資料：フロリダ州オレンジ郡ウェブページ

Orange County, Florida Principal Taxpayers Tax Roll Year 2015⑴

Orange County, Florida, USA Annual Budget Summary FY2016-2017
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業
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
観

光
を
産
業
と
し
て
育
成
し
、
観
光
立
地
政
策

を
進
め
、
国
家
目
標
の
観
光
立
国
に
持
続
的

に
貢
献
す
る
に
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
産
業
育

成
政
策
・
地
域
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

「
居
住
者
・
一
般
財
源
の
負
担
無
し
に
」立
案
・

実
行
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

観
光
立
地
政
策
実
行
に
お
い
て
は
、
地
域

住
民
に
継
続
的
に
「
産
業
と
し
て
の
観
光
の

重
要
性
」を
伝
え
る
情
報
開
示
が
必
要
で
す
。

表
４
に
一
例
を
示
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
「
大
口
固
定

資
産
納
税
者
の
お
か
げ
で
、
地
域
住
民
の
固

定
資
産
税
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
は
皆
様
に
雇
用
創
出
以

外
に
も
多
く
の
経
済
的
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

❺
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス（
自
己
管
理
・
経
営
）と

人
材
問
題

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
基
本
的
に
組
織

と
し
て
人
材
や
人
事
の
独
立
性
を
保
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
地
方
自
治
体
と
の
人
材
交

流
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ー
ラ
ン
ド
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
一

般
名
称
はV

isit O
rlando

）
の
場
合
、
そ
れ

は
理
事
会
（
社
外
取
締
役
）
と
執
行
役
員
人

員
を
見
る
と
明
ら
か
で
す
。

「
理
事
会
」

　

上
席
メ
ン
バ
ー
は
５
名
（
現
時
点
で
は

会
長
と
次
期
会
長
が
同
席
な
た
め
６
名
）。

会
長
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ナ
ー
会
社
、
次
期
会

長
は
英
国
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
経

営
会
社
の
オ
ー
ラ
ン
ド
代
表
、
他
は
テ
ー

マ
パ
ー
ク
社
長
、
ホ
テ
ル
社
長
、
ホ
テ
ル
会

社
常
務
、そ
し
て
執
行
役
員
側
の
社
長（
元

デ
ィ
ズ
ニ
ー
）。
理
事
は
12
名
お
り
、
全
員

地
元
の
ホ
テ
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
商
業

モ
ー
ル
の
代
表
者
と
全
員
が
地
元
観
光
産

業
の
民
間
メ
ン
バ
ー
で
す
。

「
執
行
役
員
」

　

総
計
12
名
で
、
代
表
は
元
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ワ
ー
ル
ド
の
常
務
で
こ
の
１
名
の
み
が
理

事
会
兼
任
。
他
の
11
名
は
ホ
テ
ル
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
、Ｉ
Ｔ
企
業
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
系
会
社
、

公
認
会
計
士
会
社
出
身
者
。
つ
ま
り
理
事

会
に
も
執
行
役
員
に
も
地
元
政
府
出
身

者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。

　

民
間
出
身
者
は
費
用
対
効
果
の
意
識

が
高
く
、
追
加
の
投
資
や
撤
退
の
判
断
を

迅
速
に
行
え
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

撤
退
に
関
し
て
は
事
前
に
つ
く
っ
た
数
字

で
経
営
判
断
す
る
な
ど
、
民
間
企
業
と
変

わ
ら
な
い
感
覚
で
す
。例
え
ば
、あ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
成
長
が
目
標
値
に
達
し
な
け
れ

ば
、
来
年
度
当
該
地
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
予
算
は
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
材
は
、
自
分
か

ら
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
解
決
案
を
提

供
で
き
る
な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な

発
想
を
強
く
持
っ
て
出
世
し
て
き
た
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
ホ
テ
ル
の
出
身
者
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
人
は
女
性
の
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
オ
ー
ラ
ン
ド

の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
執
行
役
員
性
別
内
訳
は
男
性

４
人
、
女
性
８
人
な
の
で
す
が
、
女
性
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
や
マ
リ
オ
ッ
ト

ホ
テ
ル
な
ど
の
出
身
で
す
。
マ
リ
オ
ッ
ト

は
世
界
展
開
す
る
収
益
管
理
に
厳
し
い
ホ

テ
ル
会
社
で
す
か
ら
、
収
益
に
関
す
る
意

識
が
高
い
の
も
う
な
ず
け
ま
す
。

「
予
算
の
独
立
性
」

　

次
に
、
財
務
予
算
の
独
立
性
。
地
方
自

治
体
の
一
般
財
源
か
ら
は
一
切
お
金
が
出

ま
せ
ん
が
、
地
方
特
別
税
か
ら
来
る
予
算

が
収
入
の
３
分
の
２
。
残
り
の
３
分
の
１

を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
自
身
が
稼
い
で
い
ま
す
。
オ
ー

ラ
ン
ド
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
年
間
予
算
詳
細
は
表

１
に
転
記
済
で
す
が
、
要
約
す
れ
ば
、
観

光
客
開
発
税
を
財
源
と
す
る
地
元
政
府

か
ら
の
年
間
請
負
契
約
で
59
百
万
ド
ル

（
約
65
億
円
）、
自
分
で
稼
い
で
い
る
額
が

21
百
万
ド
ル
（
約
23
億
円
）、
合
計
年
間
予

算
88
億
円
で
す
。

　

オ
ー
ラ
ン
ド
（
オ
レ
ン
ジ
郡
）
は
人
口

１
３
０
万
人
な
の
で
、
日
本
で
類
似
規
模
の

観
光
都
市
は
人
口
１
４
０
万
人
の
京
都
市

で
し
ょ
う
。
現
在
、
京
都
市
の
観
光
奨
励
組

織
が
年
間
予
算
３
億
円
強
（
参
考
：
京
都
府

は
１
億
円
強
）
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
（
京

都
大
学
観
光
Ｍ
Ｂ
Ａ
学
生
吉
田
知
香
さ
ん

談
）、
将
来
的
に
地
方
特
別
税
を
固
定
額
で

な
く
、
％
課
税
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
４
万

室
前
後
あ
る
宿
泊
施
設
へ
の
宿
泊
者
か
ら
の

税
収
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
現
在
の
数
倍
程
度
の
予
算

は
楽
に
確
保
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
観

光
産
業
育
成
に
よ
る
地
方
創
生
ス
キ
ー
ム
が

日
本
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
得
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

❻
Ｄ
Ｍ
Ｏ
人
材
育
成
投
資
と
社
会
人
継

続
教
育
の
重
要
性

　

２
０
１
７
年
、
内
閣
府
主
催
第
１
回
Ｄ
Ｍ

Ｏ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
お
話
し
さ
せ
て
頂
い

た
範
囲
で
の
所
見
で
す
が
、
旅
行
会
社
本
流

主
流
の
日
本
人
向
け
セ
ー
ル
ス
（
観
光
立
国

宣
言
以
前
は
日
本
国
内
観
光
消
費
総
額
の

95
％
程
度
は
日
本
人
国
内
消
費
だ
っ
た
と
い

う
歴
史
的
経
緯
あ
り
）
で
キ
ャ
リ
ア
を
成
し

て
き
た
方
々
や
、
元
地
方
自
治
体
の
方
々
は

日
本
人
向
け
団
体
セ
ー
ル
ス
の
成
功
体
験
を

お
持
ち
な
の
で
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
旅
行
客
）
が
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５
０
０
倍
）
で
人
材
確
保
し
、
日
本
語
が
出

来
な
い
世
界
の
圧
倒
的
多
数
（
98
・
３
％
）

の
人
々
に
英
語
中
心
に
来
日
経
験
を
奨
励

す
る
と
い
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
経
営
が
必
須
に
な
り
ま

す
。日
本
で
日
本
人
向
け
に
世
界
人
口
の
１
・

７
％
し
か
理
解
出
来
な
い
日
本
語
で
セ
ー
ル

ス
し
て
き
た
経
験
則
の
延
長
線
上
に
は
成
功

モ
デ
ル
が
無
く
、
上
記
３
つ
の
分
野
の
知
識

ス
キ
ル
に
加
え
て
、
異
文
化
出
身
者
を
英
語

で
業
務
指
示
し
て
人
事
管
理
す
る
、
異
文
化

経
営
の
手
腕
が
必
須
に
な
る
業
務
分
野
で

す
。
世
界
の
多
く
の
国
家
で
は
観
光
客
受
入

増
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
り
そ
う
な
問
題

で
あ
る
、
空
港
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
日
本
は
先
見
の
明
が
あ
る
先
人
達
が
主

に
高
度
成
長
時
代
に
作
っ
た
空
港
が
既
に
都

道
府
県
数
の
倍
程
度
の
97
か
所
あ
り
、
い
わ

ば
日
本
中
に
観
光
輸
出
工
場
が
存
在
し
、
容

量
満
杯
の
数
か
所
の
空
港
以
外
は
、
余
力
が

あ
る
と
い
う
幸
運
な
状
況
に
あ
る
の
が
日
本

で
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
日
本
中
で
上
手
く
機
能
す
る
な

ら
ば
、
観
光
立
国
数
値
目
標
は
ク
リ
ア
で
き

ま
す
。
組
織
的
な
中
間
管
理
職
人
材
育
成
投

資
が
そ
の
鍵
を
握
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

は
女
性
、
高
齢
者
、
外
国
出
身
者
と
い
う
多

様
性
の
あ
る
人
材
群
の
中
で
継
続
教
育
・
社

会
人
教
育
に
よ
り
世
界
と
勝
負
出
来
る
Ｄ
Ｍ

滞
在
且
つ
観
光
消
費
額
が
高
め
の
欧
州
観
光

客
が
大
挙
地
方
都
市
に
押
し
寄
せ
る
幸
運
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
翌
２
０
２
０
年
に
は
世
界
か
ら
観
光
客

を
誘
引
す
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う

好
機
が
続
き
ま
す
が
、
そ
の
後
８
兆
円
か
ら

15
兆
円
、
更
に
20
兆
円
と
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
年
間
観
光
消
費
額
を
実
現
す
る
に
は
、
内

閣
府
か
ら
の
初
期
資
金
が
途
切
れ
た
後
、
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
地
域
内
で
安
定
し
た
観
光
地
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
計
画
実
行
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
を
地
方
に
組
織
的
に
誘
導
す
る
、

財
政
的
に
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

好
意
的
に
言
え
ば
、「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
は

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
と
い
う
３
つ
の
重
要
な
部
分

に
世
界
の
最
良
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
導
入

す
る
た
め
に
、
敢
え
て
議
論
が
抜
け
て
い
た

と
楽
観
的
に
考
え
る
事
も
出
来
ま
す
。
タ
ー

ゲ
ッ
ト
諸
国
の
消
費
者
に
響
く
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
た
め
に
、
そ
の
国
出
身
者
を
採

用
し
主
担
当
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
は
行
い
ま
す
。
そ
れ
を
日
本
で
行
う
際
に

は
、
世
界
で
の
学
習
者
数
が
３
百
万
人
の
日

本
語
学
習
者
は
す
ぐ
に
市
場
供
給
が
枯
渇

す
る
た
め
、
世
界
で
母
国
語
５
億
人
、
学
習

者
15
億
人
い
る
英
語
市
場
（
日
本
語
市
場
の

中
心
の
、
英
語
必
須
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
と
統
計
解
析
に
よ
る

訪
問
者
デ
ー
タ
分
析
の
戦
略
策
定
、
定
量
的

目
標
に
よ
る
経
営
管
理
と
い
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
本
来

の
輸
出
産
業
効
果
に
よ
る
地
方
創
生
と
い
っ

た
観
光
立
国
・
立
地
を
実
現
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
に
転
換
す
る
に
は
、
社
会
人
向
け
継

続
教
育
に
よ
る
組
織
的
な
人
材
育
成
投
資
が

日
本
中
で
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

製
造
業
主
体
の
輸
出
産
業
群
で
輸
出
代

金
を
稼
ぐ
国
家
運
営
モ
デ
ル
は
20
世
紀
後

半
に
日
本
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
21
世
紀
に
入
り
、
そ
の
相
対
的
国

際
競
争
力
低
下
進
行
を
予
見
し
た
上
で
の

２
０
０
３
年
小
泉
首
相
の
観
光
立
国
宣
言
、

そ
の
５
年
後
の
２
０
０
８
年
観
光
庁
設
立
か

ら
10
年
が
経
過
し
、
次
の
有
望
な
輸
出
産
業

が
出
現
す
る
ま
で
、
少
な
く
と
も
数
十
年
の

中
継
ぎ
リ
リ
ー
フ
産
業
と
し
て
日
本
経
済
を

牽
引
し
ト
ッ
プ
外
貨
獲
得
産
業
と
し
て
観
光

を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
、一
見
過
大
に
も
見

え
た
期
待
に
応
え
ら
れ
そ
う
な
潜
在
性
が
顕

在
化
し
て
き
た
の
が
２
０
１
８
年
で
す
。
来

年
に
は
現
在
の
日
本
が
不
得
手
と
す
る
長
期

最
後
に

6.

Ｏ
経
営
専
門
知
識
を
習
得
し
た
人
達
の
存
在

感
が
高
ま
り
、
21
世
紀
中
盤
に
向
か
っ
て
外

貨
獲
得
の
最
前
線
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
多
様
性
あ
る
人
材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

（
は
ら　

た
だ
ゆ
き
）

（
注
） Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
：M

eetin
g

（
会
議
・
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
）、

Incentive tou
r

（
報
奨
・
招
待
旅
行
）、Con

vention 

ま
た
はC

on
ference

（
大
会
・
学
会
・
国
際
会
議
）、

E
xh

ibition

（
展
示
会
）
の
頭
文
字
を
取
っ
た
造
語
（
出

典
：
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所　

観
光
用
語
集
）
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観光振興財源の導入と活用に向けて

第238号 July 2018

視座

は
じ
め
に

　

今
号
の
テ
ー
マ
「
観
光
振
興
財
源
」
は
、
昨

年
発
行
し
た
『
観
光
文
化
』
２
３
４
号
の
特

集
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
潮
流
」
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　

２
３
４
号
で
示
し
た
よ
う
に
、
観
光
地
振

興
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
の
地
域
が
持
つ
自
然

や
文
化
、
ま
た
は
、
ホ
テ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設

と
い
っ
た
点
で
は
な
く
、
地
域
総
体
の
取
り

組
み
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化

の
中
で
生
ま
れ
た
の
が「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、
Ｄ
Ｍ
）」
と
い
う

概
念
で
あ
り
、
そ
の
運
営
組
織
と
な
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
、
単
に
観
光
振
興
の
取

り
組
み
領
域
が
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
に
と

ど
ま
ら
な
い
。

　

観
光
振
興
が
、
観
光
と
い
う
分
野
の
み
の

取
り
組
み
で
は
な
く
、
地
域
政
策
の
一
部
に

溶
け
込
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
観

光
振
興
の
取
り
組
み
レ
ベ
ル
が
計
画
級
か
ら

戦
略
級
へ
と
転
化
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

　

計
画
級
で
は
、
直
面
す
る
問
題
の
解
決
に

向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

が
、
戦
略
級
の
取
り
組
み
に
お
い
て
重
要
な

こ
と
は
、
そ
れ
ら
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施

可
能
と
す
る
「
経
営
」
資
源
を
集
め
、
適
切

に
配
分
す
る
こ
と
に
あ
る
。
経
営
資
源
は
人

材
、設
備
、資
金
の
３
つ
が
基
本
と
さ
れ
る
が
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
主
体
と
し
た
Ｄ
Ｍ
領
域
で
考
え
れ

ば
、
人
材
と
資
金
が
よ
り
重
要
と
な
る
。
さ

ら
に
、
人
材
の
確
保
は
、
そ
の
原
資
と
な
る

人
件
費
確
保
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
資
金
が
最
も
基
本
か
つ
重
要
な
経
営

資
源
と
な
る
。

　

つ
ま
り
、
戦
略
的
に
観
光
振
興
に
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
は
、
Ｄ
Ｍ
に
必
要
な
資
金
を

集
め
、
配
分
、
循
環
さ
せ
、
再
投
資
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

従
来
、
我
が
国
で
は
、
こ
の
資
金
は
補
助

金
や
交
付
金
に
求
め
て
い
た
。
こ
れ
は
後
述

す
る
自
治
体
の
歳
入
構
造
が
理
由
で
あ
る

が
、
国
内
の
自
治
体
は
、
ど
こ
も
ほ
ぼ
同
じ

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
略
の
優
劣
に
は
必

ず
し
も
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
の

は
海
外
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
り
、
都
市
で
あ
る
。

特
集
１
、
特
集
５
で
示
し
た
よ
う
に
、
海
外

で
は
独
自
の
Ｄ
Ｍ
財
源
を
有
し
て
お
り
、
戦

略
的
な
取
り
組
み
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

観
光
が
国
際
的
な
競
争
環
境
に
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
戦
略
の
優
劣
が
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
争
力
を
決
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
我
が
国
地
域
は
、
そ
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
す
ら
立
っ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
略
的
取
り
組
み
を
実

現
す
る
Ｄ
Ｍ
財
源
を
得
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
。

　

一
般
的
な
民
間
事
業
は
、
収
益
を
得
る
た

め
に
取
り
組
む
主
体
と
、
収
益
を
得
る
主
体

観光振興財源の
導入と活用に向けて
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得
て
お
ら
ず
、
不
足
分
を
国
か
ら
補
塡
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

　

各
自
治
体
が
、
そ
の
運
営
に
必
要
と
さ
れ

る
金
額
は
「
基
準
財
政
需
要
額
」、
基
本
的
な

税
収
見
込
み
は
「
基
準
財
政
収
入
額
」
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
基
準
財
政
需

要
額
を
上
回
る
基
準
財
政
収
入
額
と
な
っ
て

い
る
自
治
体
は
乏
し
く
、
そ
の
差
額
は
交
付

金
と
し
て
国
か
ら
補
塡
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
、
国
な
ど
か
ら
の
業
務
代
行
の
費
用
と
し

て
支
出
さ
れ
る
支
出
金
を
加
え
た
も
の
が

自
治
体
の
財
政
規
模
を
規
定
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
う
し
た
構
造
に
あ
る
た
め
、Ｄ
Ｍ
に
よ
っ

て
税
収
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
基

準
財
政
需
要
額
を
超
え
る
レ
ベ
ル
に
な
ら
な

い
限
り
、
財
政
規
模
は
増
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
自
治
体
側
か
ら
見
る
と
、
ど
う
な

る
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
の
自
治
体
は
、人
口
縮
小
や
高
齢
化
、

共
稼
ぎ
世
帯
増
に
よ
る
保
育
環
境
整
備
、
さ

ら
に
は
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど
な
ど
、

多
様
な
課
題
に
直
面
し
支
出
が
求
め
ら
れ
る

項
目
は
増
大
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
財
政
状

況
の
中
で
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｍ
に
対
し
て
資
金
を

割
く
余
裕
は
な
い
。

　

観
光
事
業
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
多
額

の
固
定
資
産
税
を
負
担
し
、
従
業
員
を
通
じ

て
住
民
税
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
思
い

が
あ
る
が
、
自
治
体
と
し
て
は
「
な
い
袖
は

振
れ
な
い
」
と
い
う
状
態
に
あ
る
。

Ｄ
Ｍ
成
果
と
連
動
す
る

財
源
と
は
何
か

　

こ
う
し
た
自
治
体
の
歳
入
構
造
に
お
い

て
、
Ｄ
Ｍ
成
果
に
連
動
し
た
財
源
を
得
る
に

は
、
既
存
の
税
収
と
は
別
の
形
で
資
金
調
達

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
特
集
１
で
示

し
た
よ
う
に
、
そ
の
財
源
に
は
、
大
き
く
４

つ
の
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に

有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
フ
リ
ー
ラ
イ

ド
問
題
が
付
き
ま
と
う
観
光
分
野
に
お
い

て
強
制
力
を
も
た
な
い
資
金
調
達
手
法
は
、

Ｄ
Ｍ
財
源
と
し
て
の
安
定
性
を
欠
く
こ
と
に

な
る
。

　

一
定
の
強
制
権
を
持
っ
た
資
金
調
達
手
法

は
、
大
き
く
入
湯
税
、
法
定
外
税
、
お
よ
び

分
担
金
の
３
つ
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
に
は
組

み
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、
収
入
が
増
え
た
と

し
て
も
、
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
も
ち
ろ
ん
支
出
金
が
減
る
こ
と
も
な
い

た
め
、
こ
れ
ら
の
収
入
増
は
、
そ
の
ま
ま
財

政
規
模
の
増
大
へ
と
つ
な
が
る
。

　

つ
ま
り
、
自
治
体
と
し
て
は
基
準
財
政
需

要
額
の
範
囲
に
お
い
て
、
通
常
の
地
域
課
題

に
対
応
し
つ
つ
、
別
途
、
増
大
し
た
収
入
を

Ｄ
Ｍ
活
動
に
投
入
で
き
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
し
か
も
、
こ
の
財
源
は
、
Ｄ
Ｍ
活
動
の
成

果
と
連
動
す
る
た
め
、
活
動
成
果
と
し
て
観

光
の
活
動
量
が
増
大
し
て
い
け
ば
、
収
入
額

も
増
大
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

Ｄ
Ｍ
を
戦
略
級
の
取
り
組
み
と
し
て
展

開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
性
格
を

持
っ
た
財
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
ろ
う
。

 

入
湯
税
と
Ｄ
Ｍ
財
源

　

入
湯
税
、
法
定
外
税
、
分
担
金
の
う
ち
、

観
光
振
興
に
利
用
で
き
、か
つ
、最
も
容
易
に

導
入
で
き
る
財
源
は
入
湯
税
で
あ
る
。
特
集

１
お
よ
び
特
集
２
で
示
し
た
よ
う
に
、
入
湯

税
は
地
方
税
の
中
に
記
述
さ
れ
た
観
光
振
興 

に
利
用
で
き
る
税
収
で
あ
り
、温
泉
が
あ
る
と 

こ
ろ
で
は
既
に
徴
税
さ
れ
て
お
り
（
徴
税
シ

ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
お
り
）、
か
つ
、
市
町
村

単
位
で
超
過
課
税
が
可
能
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

た
だ
、
入
湯
税
に
も
い
く
つ
か
の
課
題
が

あ
る
。

　

第
一
に
、
標
準
税
額
の
ま
ま
で
は
、
Ｄ
Ｍ

財
源
と
す
る
こ
と
は
現
実
に
難
し
い
と
い
う

は
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
得
た

収
益
の
一
部
を
、
再
投
資
と
い
う
形
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品
開
発
に
転
用
可
能
で
あ

る
。こ
れ
に
対
し
、観
光
領
域
、Ｄ
Ｍ
の
場
合
、

そ
の
成
果
は
、
そ
の
実
施
主
体
と
な
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
収
益
は
も
た
ら
さ
れ
ず
、
多
様
な
主
体

に
薄
く
広
く
広
が
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
特
別
な
仕
掛
け
を
し
な
い

と
Ｄ
Ｍ
の
資
金
を
、
観
光
振
興
の
成
果
か
ら

得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

自
治
体
の
歳
入
構
造

　

ま
ず
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
地
方
税
収
で

の
対
応
で
あ
る
。
観
光
振
興
の
効
果
は
地
域

に
幅
広
く
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
地
方

税
の
増
収
に
つ
な
が
る
。こ
の
増
収
分
の
一
部

を
、
Ｄ
Ｍ
活
動
原
資
と
し
て
い
く
と
い
う
の

は
、
理
に
か
な
っ
た
仕
組
み
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
大
き
な
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
観
光
振
興
に
よ
る
税
収

増
、
具
体
的
に
は
固
定
資
産
税
や
住
民
税
の

税
収
が
増
え
て
も
、
自
治
体
が
使
え
る
資
金

量
は
増
大
し
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

税
収
が
増
え
て
も
、
使
え
る
資
金
量
が
増

え
な
い
理
由
は
、
も
と
も
と
、
自
治
体
の
多

く
は
自
身
の
運
営
に
必
要
な
だ
け
の
税
収
を
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図●基礎自治体の財政構造1

資料：観光地マネジメント財源研究会（公益財団法人日本交通公社、2017）

点
で
あ
る
。
入
湯
税
は
、
１
９
５
７
年
（
昭

和
32
年
）
に
制
度
化
さ
れ
た
目
的
税
で
あ

り
、
観
光
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
で
あ
る
。
多

く
の
地
域
で
は
、
１
９
９
１
年
以
前
に
、
他

の
用
途
の
税
源
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
多
く
の
温
泉
地

は
１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
、
観
光
客
数
が

減
少
傾
向
で
税
収
も
減
少
に
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
、
２
０
０
０
年
代
以
降
に
な
っ
て
顕
在

化
し
て
き
た
Ｄ
Ｍ
活
動
の
財
源
へ
入
湯
税

を
割
り
当
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
的
な 

選
択
肢
と
は
な
り
に
く
い
。
こ
う
し
た
現
実

に
対
応
し
た
の
が
、
特
集
２
で
示
し
た
超
過

課
税
の
導
入
に
よ
る
Ｄ
Ｍ
財
源
の
確
保
策
で

あ
る
。
標
準
税
額
１
５
０
円
に
税
額
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
で
、
新
規
に
使
え
る
財
源
を
確

保
し
、
そ
れ
を
Ｄ
Ｍ
財
源
と
す
る
や
り
方
で

あ
る
。

　

第
二
に
、
温
泉
付
き
の
宿
泊
施
設
が
大
勢

を
占
め
る
市
町
村
で
な
い
と
有
効
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
宿
泊
施
設
の

一
部
し
か
温
泉
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は
な
い
場

合
、
そ
の
一
部
の
施
設
（
正
確
に
は
そ
の
施
設

の
利
用
客
）
の
み
が
Ｄ
Ｍ
財
源
を
負
担
す
る

と
い
う
の
は
、
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

入
湯
税
を
導
入
で
き
る
市
町
村
は
限
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
に
、
事
業
者
と
行
政
と
の
信
頼
関
係

で
あ
る
。
１
９
９
０
年
代
後
半
以
降
、
我
が

国
の
観
光
地
は
深
刻
な
観
光
客
数
減
に
見
舞

わ
れ
た
。
特
に
、
大
型
の
温
泉
地
は
そ
の
傾

向
が
高
く
、
多
く
の
温
泉
旅
館
が
廃
業
や
売

却
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
中
、
事
業
者
か
ら
は
１
９
９
１
年
か
ら

観
光
振
興
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
入

湯
税
の
活
用
が
要
望
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
治
体
も
財
政
問

題
に
直
面
し
て
お
り
、
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
概
念
も

希
薄
で
あ
っ
た
た
め
、
事
業
者
が
納
得
す
る

よ
う
な
入
湯
税
の
観
光
振
興
で
の
活
用
は
進

ま
な
か
っ
た
。
結
果
、
価
格
競
争
上
の
負
担

と
な
る
入
湯
税
そ
の
も
の
を
廃
止
・
撤
廃
さ

京都市　嵐山（写真：hiyopapa）
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交付金

市町村税
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が
求
め
ら
れ
て
い
る
背
景
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
を
呼
び
込
み
、
そ
れ
を
地
域
振
興
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
点
、
諸
外
国
で

も
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
宿
泊
税
は
好
適

で
あ
る
。

　

第
二
に
、
担
税
力
が
あ
る
こ
と
だ
。
Ｄ
Ｍ

財
源
と
し
て
法
定
外
税
を
導
入
す
る
以
上
、

一
定
の
税
収
確
保
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ

に
は
、
課
税
客
体
（
課
税
対
象
と
な
る
行
為
）

と
納
税
者
に
、一
定
の
担
税
力
が
あ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
点
、
数
千
円
か
ら
数

万
円
の
消
費
と
な
る
宿
泊
行
為
は
好
適
で
あ

る
。
納
税
者
の
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
税
収
も

見
込
め
る
た
め
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
作
れ
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
法
定
外
税
を
設
定
し
て
も
、

実
際
に
、
そ
れ
を
徴
税
す
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
意
味
を
持
た
な
い
。
例
え
ば
、
あ
る

地
域
へ
の
入
域
行
為
に
課
税
を
か
け
よ
う
と

す
る
こ
と
は
、
離
島
の
よ
う
に
入
域
コ
ー
ス

が
限
定
さ
れ
た
地
域
で
な
け
れ
ば
導
入
で
き

な
い
。
入
域
す
る
人
た
ち
を
捕
捉
し
た
り
、

徴
税
し
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
な

い
か
ら
だ
。
そ
の
点
、
宿
泊
施
設
は
法
的
に

そ
の
施
設
が
把
握
さ
れ
て
お
り
、
宿
泊
施
設

を
特
別
徴
収
義
務
者
と
す
る
こ
と
で
、
納
税

者
（
宿
泊
者
）
を
特
定
し
、
徴
税
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

　

第
四
に
、
税
収
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組

み
が
、
地
域
に
広
範
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
レ
ン
タ
カ
ー
税
や
駐

車
場
税
と
い
っ
た
も
の
は
、
観
光
地
に
自
動

車
が
増
え
す
ぎ
る
と
い
う
現
状
認
識
が
背
景

に
あ
り
、
課
税
す
る
こ
と
で
、
そ
の
問
題
解

決
（
自
動
車
の
数
の
抑
制
）
を
行
お
う
と
い

う
狙
い
も
あ
る
。
他
方
、
税
収
を
上
げ
る
た

め
に
は
自
動
車
利
用
を
よ
り
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
は
、
矛
盾
す
る

構
造
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
宿
泊
税
の
場

合
に
は
、
宿
泊
客
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う

基
本
的
な
観
光
振
興
目
標
が
、
そ
の
ま
ま
税

収
増
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
の
ベ

ク
ト
ル
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
、
中
長
期
的
に
安
定
的
な
税
収
が

見
込
め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
法
定
外
目

的
税
の
一
つ
に
、
富
士
河
口
湖
町
の
遊
漁
税

が
あ
る
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ブ
ー
ム
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

に
よ
っ
て
、
大
き
く
税
収
を
減
少
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
宿
泊
客
数
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
っ
て
増
減
す
る
も
の
の
、
５
～

10
年
程
度
の
ス
パ
ン
で
見
る
と
、
直
線
的
に

推
移
す
る
傾
向
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

宿
泊
税
も
５
～
10
年
間
に
わ
た
り
安
定
的
に

推
移
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｍ
財
源

と
し
て
好
適
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
特
性
を
持
っ
た
宿
泊
税
で
あ
る

が
、
日
本
で
は
、
東
京
都
が
２
０
０
２
年
（
平

成
14
年
）
に
導
入
し
、
そ
の
後
、
大
阪
府
が

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）に
続
き
、そ
の
後
、

市
町
村
レ
ベ
ル
で
京
都
市
、
金
沢
市
が
宿
泊

税
の
導
入
を
決
定
し
て
い
る
。
特
集
３
で
は
、

京
都
市
で
の
導
入
の
背
景
と
実
務
に
つ
い
て

示
し
た
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含
む

Ｄ
Ｍ
に
か
か
る
財
政
的
な
負
担
を
宿
泊
税
に

よ
っ
て
調
整
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
は
、

今
後
、
我
が
国
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
く

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

宿
泊
税
は
、
我
が
国
で
は
、
２
０
０
０
年

（
平
成
12
年
）
に
実
施
さ
れ
た
地
方
分
権
一
括

法
の
改
正
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
法
定
外

目
的
税
を
利
用
し
た
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
以

前
に
も
法
定
外
普
通
税
の
創
設
は
可
能
で

あ
っ
た
が
、そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、事
実
上
、

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
導
入
可
能
に
な
っ
た
と

言
え
る
。

　

宿
泊
税
は
、
新
規
の
地
方
税
で
あ
る
た
め
、

そ
の
財
源
の
使
途
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
検
討
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
宿
泊
需
要
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
税
収
に
つ
な
が

る
。
こ
れ
ら
は
、
入
湯
税
の
課
題
に
対
応
す

る
も
の
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
宿
泊
を
課

せ
よ
う
と
い
う
動
き
も
起
き
て
き
た
。
古
く

か
ら
あ
る
税
制
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
使
途

に
つ
い
て
、
事
業
者
と
行
政
と
の
間
で
行
き

違
い
が
起
き
て
い
る
地
域
は
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
地
域
で
は
超
過
課
税
の
議
論
自
体

が
難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

宿
泊
税
と
Ｄ
Ｍ
財
源

　

日
本
特
有
の
財
源
で
あ
る
入
湯
税
に
対

し
、
宿
泊
税
は
特
集
１
お
よ
び
特
集
５
で
示

し
た
よ
う
に
、
諸
外
国
に
お
い
て
広
く
導
入

さ
れ
て
い
る
、
Ｄ
Ｍ
財
源
の
国
際
的
な
標
準

系
と
も
言
え
る
存
在
で
あ
る
。

　

来
訪
客
へ
の
課
税
と
い
う
点
で
は
、
宿
泊

に
限
ら
ず
、
他
に
課
税
客
体
を
設
定
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
各
地
で
は
レ
ン

タ
カ
ー
の
利
用
行
為
に
対
す
る
課
税
、
時
間

貸
し
駐
車
場
の
利
用
行
為
に
対
す
る
課
税
、

特
定
の
地
域
に
入
る
行
為
に
対
す
る
課
税
、

特
定
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
対
す
る
課
税
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
法
定
外
税
が
議
論
さ
れ
て

き
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
実
現
し
て

き
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
宿
泊
税
が
Ｄ
Ｍ
財
源
と
し

て
有
効
と
さ
れ
る
理
由
は
、
い
く
つ
か
あ
る
。

ま
ず
、指
摘
で
き
る
の
は
、海
外
に
お
い
て「
一

般
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
の
Ｄ
Ｍ
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税
客
体
と
す
る
税
制
で
あ
る
が
、
宿
泊
税
の

ほ
う
が
、
よ
り
汎は
ん

用よ
う

的
な
存
在
で
あ
る
と
言

え
る
。
一
方
で
、
新
規
に
立
法
（
条
例
化
）
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
導
入
に
は
一
定

の
準
備
と
工
数
が
必
要
と
な
る
。
国
か
ら
の

許
可
制
で
は
な
く
、
同
意
を
要
す
る
事
前
協

議
制
に
移
行
し
た
と
は
い
え
、
新
し
い
税
制

を
設
計
す
る
に
は
、
税
制
に
対
す
る
相
応
の

知
識
や
交
渉
力
が
求
め
ら
れ
る
し
、
制
度
設

計
の
自
由
度
が
高
い
分
、
制
度
設
計
に
も
十

分
な
検
討
が
重
要
で
あ
る
し
、
関
係
者
の
合

意
形
成
に
お
い
て
も
、
よ
り
丁
寧
な
対
応
が

必
要
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

分
担
金
と
Ｄ
Ｍ
財
源

　

税
金
で
は
な
く
、
何
か
し
ら
の
受
益
に
伴

う
負
担
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
が
分
担
金
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
、
下
水
道
整
備
な

ど
に
お
い
て
受
益
者
が
応
分
の
負
担
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
企
図
し
た
制
度
で
あ
る
。

　

特
集
４
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
分
担
金

制
度
を
特
定
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
展

開
し
た
の
が
米
英
で
普
及
し
て
い
る
Ｂ
Ｉ
Ｄ

（B
u
siness Im

provem
ent D

istrict

）
で

あ
り
、
そ
れ
を
国
内
で
適
用
可
能
と
す
る
制

度
が
地
域
再
生
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担

金
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
戦
略
級
に
高
ま

り
、
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

分
担
金
も
法
定
外
税
も
、
強
制
力
を
伴
っ

て
行
政
が
徴
収
す
る
も
の
で
あ
り
、
負
担
者

か
ら
見
れ
ば
同
様
で
あ
る
が
、
違
い
は
大
き

く
３
点
あ
る
。

　

第
一
に
、
受
益
と
負
担
の
関
係
で
あ
る
。
分

担
金
も
法
定
外
税
も
受
益
と
負
担
の
関
係
は

存
在
す
る
が
、
分
担
金
で
は
、
そ
の
関
係
が

よ
り
厳
密
に
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
分
担
金

制
度
活
用
の
難
し
さ
と
な
っ
て
い
た
が
、
新

法
に
よ
っ
て
一
定
の
ル
ー
ル
が
示
さ
れ
た
た

め
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

金沢市　近江町市場（写真：REGION）

　

第
二
に
、
法
定
外
税
は
「
税
」
で
あ
る
た

め
、
そ
の
使
途
は
議
会
決
議
を
経
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
分
担
金
は
、
あ
ら
か
じ

め
使
途
を
決
め
て
徴
収
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
行
政
が
徴
収
し
て
も
、
そ
の
使
途
に
議

会
は
絡
ま
な
い
。
こ
れ
は
、
よ
り
民
主
導
で

の
取
り
組
み
を
可
能
と
す
る
。

　

第
三
に
、
法
定
外
税
は
行
政
単
位
で
の
導

入
が
基
本
と
な
る
の
に
対
し
、
分
担
金
は
行

政
界
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
範
囲
を
設
定
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
広
域
合
併
し

た
市
町
村
に
お
い
て
、
市
街
地
と
温
泉
街
が

あ
っ
た
場
合
、
宿
泊
税
で
は
い
ず
れ
の
地
域

の
宿
泊
施
設
も
対
象
と
な
る
が
、
分
担
金
で

は
温
泉
街
だ
け
、
ま
た
は
、
市
街
地
だ
け
と

い
っ
た
設
定
が
容
易
で
あ
る
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
よ
り
も
小
さ
い
範
囲
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
内
の
宿
泊
拠
点
や
賑に
ぎ

わ
い
空
間

は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
用
範
囲
と

重
な
る
。
例
え
ば
、
ハ
ワ
イ
で
は
全
州
を
対

象
に
宿
泊
税
を
原
資
と
し
た
Ｄ
Ｍ
を
展
開
し

つ
つ
、
ワ
イ
キ
キ
エ
リ
ア
で
は
別
途
Ｂ
Ｉ
Ｄ

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
競
争
力
の
高
い
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
第
二
、
三
の
特
性
を
活
か
し
て
い
く
こ

と
で
、
宿
泊
税
に
よ
る
取
り
組
み
を
補
完
し
、

相
乗
効
果
を
高
め
て
い
く
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
根
拠
法
は
で
き
た
と
は
い
え
、
そ

の
運
用
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
大
都
市
の
中
心
部
で

先
行
し
た
動
き
で
あ
り
、
温
泉
街
や
中
小
都

市
市
街
地
と
い
っ
た
観
光
地
域
で
の
適
用
に

つ
い
て
は
実
績
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
取
り
組
み
内
容
は
都
市
計
画

分
野
の
取
り
組
み
と
も
密
接
に
関
係
し
て
お

り
、
必
ず
し
も
観
光
分
野
で
の
活
用
ノ
ウ
ハ

ウ
は
蓄
積
さ
れ
て
は
い
な
い
。
観
光
領
域
で

は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
移
入
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
先
に
見
え
て
く
る
の
は
、
特
集
１
で

示
し
た
、
米
国
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｉ

Ｄ
（Tou

rism
 Im

provem
ent D

istrict

）

制
で
あ
る
。
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ

ズ
に
広
げ
た
Ｂ
Ｉ
Ｄ
と
呼
べ
る
Ｔ
Ｉ
Ｄ
は
、

宿
泊
税
と
分
担
金
の
二
層
構
造
を
持
つ
こ
と

で
Ｄ
Ｍ
の
立
体
的
な
展
開
を
可
能
と
し
て
い

る
。
地
域
再
生
法
の
改
正
で
も
、
Ｔ
Ｉ
Ｄ
を

想
定
し
て
は
い
な
い
が
、
分
担
金
に
よ
る
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｉ
Ｄ
）、
宿
泊
税
に

よ
る
Ｄ
Ｍ
の
実
績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

Ｔ
Ｉ
Ｄ
へ
拡
張
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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て
、
道
の
駅
的
な
施
設
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ー

デ
ン
」の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
施
設
整

備
で
は
、
毎
年
の
予
算
額
に
応
じ
た
工
事
と

し
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
／
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（P

rivate 

F
in

ance In
itiative

/
P
ublic P

rivate 

P
artnersh

ip

）
と
い
っ
た
民
間
活
力
を

使
っ
た
公
共
投
資
の
仕
組
み
を
組
み
込
ん
だ

り
、
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
型
の
起
債
を
可
能
と
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
施
設
整
備
を
先
行
さ
せ
、

そ
の
後
、
整
備
効
果
を
得
な
が
ら
数
年
か
け

て
、
返
済
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
可
能
と

な
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
と
み

に
顕
著
と
な
っ
て
い
る
人
手
不
足
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
も
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
。
人
手
不
足
は
、
人
口
縮
小
社
会

と
サ
ー
ビ
ス
経
済
社
会
化
が
も
た
ら
す
構
造

的
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は
、
教
育

や
福
祉
だ
け
で
な
く
住
宅
、
産
業
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
政
策
を
総
動
員
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
な
ど
の
基
準

通
り
で
の
対
応
で
は
効
果
を
上
げ
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
宿
泊
税
な
ど
を
財
源
と
す
れ
ば
、

独
自
の
上
乗
せ
対
応
も
可
能
と
な
る
。
そ
う

し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
勤
務
が
不
規
則

で
所
得
水
準
も
低
め
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産

業
従
事
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（quality

of
life

）
を

高
め
、
結
果
と
し
て
、
人
手
不
足
の
解
消
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
地
域
行
政
が
、
観
光
を
基
軸

と
し
た
地
域
振
興
の
た
め
に
利
用
で
き
る

「
独
自
の
財
源
」
を
持
つ
こ
と
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を

主
体
と
し
た
Ｄ
Ｍ
活
動
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
政
策
の
高
位
レ
ベ
ル
で
観
光
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
本
稿
の

冒
頭
で
「
財
源
を
得
る
こ
と
で
、
観
光
振
興

は
計
画
級
か
ら
戦
略
級
へ
と
転
化
す
る
」
と

述
べ
た
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

構
想
力
が
重
視
さ
れ
る
時
代
へ

　

我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
観
光
振
興
の
原

資
は
、
ど
の
自
治
体
も
「
同
じ
条
件
」
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
市
町
村
レ
ベ
ル
で
宿
泊

税
な
ど
の
導
入
が
進
め
ば
、
自
治
体
に
よ
っ

て
、
数
千
万
円
～
数
億
円
と
い
っ
た
開
き
が

出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
基
準
財

政
需
要
額
、
す
な
わ
ち
人
口
と
面
積
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
き
た
財
政
規
模
を
大
き
く
変

え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

一
方
で
、財
源
が
得
ら
れ
れ
ば
、必
ず
し
も
、

地
域
で
の
取
り
組
み
が
戦
略
級
と
な
り
、
競

争
力
が
高
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
財
源
は
競

争
力
強
化
の
必
要
条
件
で
あ
っ
て
、
十
分
条

件
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

ど
ん
な
に
潤
沢
に
資
金
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
が
有
効
に
活
用
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
資
金
は
無
駄
金
と
な
る
。
重
要

な
こ
と
は
、
戦
略
的
な
視
野
と
視
点
を
持
っ

て
、
資
金
を
ど
こ
に
投
入
し
、
ど
う
や
っ
て
広

げ
て
い
く
こ
と
で
ゴ
ー
ル
に
至
る
の
か
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
構
想
力
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
現
場
に
お
い
て
は
、
所
与
の

制
度
に
基
づ
い
て
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
、
構
想
力
は
、
必

ず
し
も
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
構
想

を
立
て
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
ド
ラ
イ
ブ
さ

せ
る
原
資
が
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
然
で

あ
る
。

宿
泊
税
や
入
湯
税
が
可
能
と
す
る

新
し
い
戦
略

　

宿
泊
税
な
ど
は
、
Ｄ
Ｍ
財
源
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、「
税
金
」
で
あ
る
こ
と
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
単
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
活
動
の
原

資
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
系
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
、
社
会
活
動
の
原
資
と
し
て
も
活

用
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
特
集
５
で
取
り
上
げ
た
フ
ロ

リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
会
議
場
や
ス
タ

ジ
ア
ム
が
建
設
さ
れ
て
い
る
し
、
ハ
ワ
イ
州

で
は
、
持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
鉄
道
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
の
た
め
に
宿
泊
税
を
増
税
す
る

と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
必

ず
し
も
観
光
集
客
を
目
的
と
し
な
い
地
域
づ

く
り
の
活
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
活
動
費
を
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
通
じ
て
提
供
す
る
（
補
助
す
る
）

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
を
高
め
、
同

時
に
、
観
光
振
興
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く

と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
あ
ら
か
じ
め
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動

費
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
負
担
金
制
度
で

は
対
応
が
難
し
い
使
途
で
あ
り
、
税
金
だ
か

ら
こ
そ
の
活
用
策
と
言
え
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
特
集
２
で
示
し
た

よ
う
に
入
湯
税
の
超
過
分
の
一
部
を
利
用
し

東京都　浅草寺（写真：REGION）
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し
か
し
な
が
ら
、「
宿
泊
税
な
ど
が
あ
る
世

界
」
で
は
、
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。

　

ど
れ
だ
け
魅
力
的
な
ゴ
ー
ル
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

を
描
き
、
そ
れ
に
達
し
得
る
良
質
な
戦
略
シ

ナ
リ
オ
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
が
、
地
域
の
競
争
力
を
規
定

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

Ｄ
Ｍ
財
源
導
入
に
向
け
て

　

こ
こ
ま
で
、
Ｄ
Ｍ
財
源
と
し
て
入
湯
税
、

宿
泊
税
、
そ
し
て
、
分
担
金
の
３
つ
を
取
り

上
げ
、
そ
の
特
性
を
整
理
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
た
「
戦
略
的
な
観
光
振
興
」
の

世
界
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

　

最
後
に
、
地
域
に
お
い
て
Ｄ
Ｍ
財
源
導
入

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
場
合
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

１
．民
間
を
巻
き
込
み
ゴ
ー
ル（
ビ
ジ
ョ
ン
）

を
描
く

　

ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
当
事
者
で
あ
り
、

主
た
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
る
民
間
事
業
者
の

理
解
を
得
、一
緒
に
検
討
し
て
い
く
場
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
は
、
必
ず

し
も
行
政
の
財
政
状
況
を
把
握
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
行
政
の
財
政
状
況

と
宿
泊
税
な
ど
の
特
性
に
つ
い
て
、
情
報
共

有
を
行
い
、
宿
泊
税
な
ど
は
、
ど
こ
か
か
ら

補
塡
さ
れ
て
く
る
財
源
で
は
な
く
、
民
間
事

業
者
の
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
維
持
拡
大
さ
せ
て
い

く
原
資
と
な
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

そ
の
上
で
、
官
民
が
フ
ラ
ッ
ト
に
議
論
し

て
い
き
な
が
ら
、
地
域
と
し
て
何
を
目
指
す

の
か
と
い
う
ゴ
ー
ル
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２
．戦
略
発
想
を
持
つ
こ
と

　

次
に
、
必
要
な
の
は
魅
力
的
な
戦
略
シ
ナ

リ
オ
を
官
民
で
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た
取

り
組
み
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
問
題
（
課

題
）
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
解
決
し

て
い
く
と
い
う
計
画
級
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主

体
で
あ
っ
た
。
現
在
の
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
べ
し
」
と
い
う
の
も
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
Ｍ
財
源
を
持
つ
世
界
で

は
、
何
を
問
題
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、

何
に
い
つ
取
り
組
む
の
か
も
自
由
に
設
定
で

き
る
。
重
要
な
こ
と
は
「
問
題
解
決
」
で
は
な

く
、
ゴ
ー
ル
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
達
成
で
あ
る
か

ら
だ
。

　

直
面
し
て
い
る
問
題
の
全
て
を
、
対
応
す

べ
き
課
題
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ル

に
至
る
筋
道
、
シ
ナ
リ
オ
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
課
題
を
設
定
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

３
．制
度
設
計
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

　

ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
シ
ナ
リ
オ
が
で
き
た

ら
、
そ
れ
を
実
現
す
る
原
資
と
し
て
、
宿
泊

税
な
ど
の
導
入
に
関
す
る
条
例
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
徴
税
に
関

す
る
規
定
だ
け
で
な
く
、
そ
の
活
用
、
使
途

の
決
定
に
関
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
制
度
設

計
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

特
に
、
入
湯
税
、
宿
泊
税
な
ど
の
「
税
」
に

つ
い
て
は
、
自
由
度
が
高
い
分
、
首
長
の
交

代
や
議
会
構
成
な
ど
に
よ
る
影
響
も
受
け
や

す
い
。
先
行
す
る
「
目
的
税
」
が
、
必
ず
し
も

目
的
税
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
な
い
実
情
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
使
途

を
決
定
し
、
そ
れ
を
管
理
し
て
い
く
の
か
と

い
う
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
も
、
事
前
に
し
っ
か

り
と
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、宿
泊
税
な
ど
の
徴
収
情
報
は
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
な

デ
ー
タ
と
な
り
得
る
。
税
務
情
報
と
な
っ
て

し
ま
う
と
、
機
微
情
報
と
し
て
再
活
用
が
難

し
い
が
、
こ
の
活
用
策
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
か

じ
め
一
定
の
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
な
ど
の
対

応
を
考
え
た
い
。

最
後
に

　

政
策
と
し
て
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
創
設
と
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
隆
盛
に
よ
っ
て
、
Ｄ
Ｍ
へ
の
注
目
が

高
ま
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
、
そ
の
活
動

原
資
と
し
て
の
宿
泊
税
な
ど
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
自
治
体
が
宿

泊
税
な
ど
の
Ｄ
Ｍ
財
源
を
持
つ
こ
と
は
、
観

光
振
興
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
的
な
視

野
で
見
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
う
や
く
、
世
界
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
「
経
営
資
源
」

を
得
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

制
度
設
計
、
新
税
導
入
に
と
ど
ま
ら
ず
、

こ
の
「
経
営
資
源
」
を
有
用
に
活
用
し
て
い

く
だ
け
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
い
、
魅
力
的
な
地

域
振
興
の
実
現
を
期
待
し
た
い
。

（
や
ま
だ　

ゆ
う
い
ち
）
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直
島

観
光
資
源
の
変
容
と
風
景

│

観
光
資
源
の
記
号
性

　そ
し
て
ブ
ラ
タ
モ
リ
が
人
気
番
組
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
時
代
の
価
値
観
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
こ
の
「
風
景
を
読
む
」
こ
と

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
風
景

を
読
む
作
業
あ
る
い
は
解
読
し
た
地
域
の
諸

情
報
は
、
現
代
の
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
重
要
な
「
資
源
」
と
な
っ
て
き
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
風
景

を
読
む
作
業
は
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
そ
の
根
幹
と
な
る
資
源
を
探
し
た
り

確
認
し
た
り
す
る
作
業
と
重
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

　周
遊
型
観
光
の
頃
の
観
光
資
源
は
、
傑
出

し
た
山
や
湖
、
あ
る
い
は
寺
や
遊
園
地
と
い

っ
た
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
が
中
心
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
滞
在
・
滞
留
型
へ
と

推
移
し
て
き
た
今
日
で
は
、
観
光
客
が
求
め

る
資
源
の
質
的
変
容
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

地
域
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
り
地

域
の
名
物
料
理
を
楽
し
む
な
ど
、
そ
の
地
域

で
し
か
味
わ
え
な
い
活
動
や
体
験
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　つ
ま
り
現
代
の
観
光
資
源
は
、
地
域
ら
し

い
風
景
、
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
や
特
産
物
、

そ
し
て
地
域
催
事
と
し
て
の
祭
り
や
行
事
な

ど
、
表
現
形
と
し
て
ど
こ
に
で
も
あ
る
「
風

景
」
や
「
料
理
」「
祭
り
」
を
見
た
り
体
験

し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
背
景
・
基
盤

と
し
て
の
「
地
域
ら
し
さ
」
つ
ま
り
地
域
固

有
の
生
活
様
式
や
生
活
文
化
、
さ
ら
に
換
言

す
る
と
地
域
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
求
め
る
と
い
っ
た
二
重
性
を
有
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　こ
れ
は
記
号
論
で
言
う
、
記
号
表
現
（
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
）
と
記
号
内
容
（
シ
ニ
フ
ィ

エ
）
と
の
関
係
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
現
代
の
観
光
資
源
は
「
記

号
」
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
地
域
の
生
活

様
式
や
生
活
文
化
と
そ
れ
ら
が
生
み
出
す
暮

ら
し
や
料
理
、
祭
り
や
行
事
、
風
景
な
ど
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
ら
し
さ
や
地

域
性
そ
の
も
の
が
資
源
と
な
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。

地
域
資
源
管
理
と
い
う
考
え
方

│
観
光
の
持
続
性

　現
在
の
私
自
身
の
関
心
は
、
風
景
を
読
む

こ
と
と
、
そ
の
保
全
管
理
の
あ
り
方
を
ベ
ー

ス
に
し
た
新
た
な
風
景
計
画
論
の
検
討
で
あ

る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
は
、
①
風
景
の
読

み
取
り
方
：
現
在
の
風
景
か
ら
、
地
域
個
性

を
導
出
・
明
確
化
す
る
方
法
の
検
討
、
②
風

景
の
（
中
の
地
域
個
性
の
）
保
全
管
理
の
進

め
方
：
地
域
個
性
を
人
々
で
共
有
し
来
訪
者

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
持
続
的
に
活
用
し
な

が
ら
洗
練
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
（
担
い
手
や

財
源
等
）
の
検
討
、
で
あ
る
。

　こ
の
風
景
計
画
論
に
は
観
光
、
つ
ま
り
来

訪
者
の
関
与
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
観

光
サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば
、「
資
源
管
理
」
と

い
う
領
域
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
観
光
の
領
域
に
お
い
て
、
資
源
管
理
と
い

う
考
え
方
は
希
薄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

観
光
資
源
の
資
源
性
が
先
天
的
・
固
定
的
に

与
え
ら
れ
、
周
辺
整
備
等
を
通
し
て
観
光
対

象
化
す
る
と
い
う
概
念
整
理
の
中
で
は
、
資

源
に
対
す
る
働
き
か
け
は
「
管
理
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
は
な
り
に
く
い
。

　し
か
し
な
が
ら
記
号
的
性
格
を
有
し
た
地

域
資
源
の
場
合
に
は
、
根
底
に
あ
る
地
域
文

化
や
生
活
様
式
を
い
か
に
明
確
化
し
観
光
客

に
上
手
に
伝
え
る
の
か
、
ま
た
表
層
と
し
て

の
活
動
・
体
験
の
質
を
い
か
に
洗
練
さ
せ
る

の
か
に
よ
っ
て
資
源
性
は
上
下
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
観
光
を
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光
資
源
の

保
護
・
保
全
と
活
用
と
を
循
環
的
に
実
現
し

て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
下
で
は
、
資
源
を

継
続
的
に
管
理
し
て
い
く
と
い
う
概
念
は
ご

く
自
然
に
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
。

　観
光
は
文
化
的
な
行
為
で
あ
り
、
多
様
な

側
面
を
有
し
て
い
る
。
観
光
を
検
討
す
る
う

え
で
受
け
入
れ
る
地
域
サ
イ
ド
か
ら
考
え
る

こ
と
も
重
要
な
側
面
で
あ
る
。
地
域
に
と
っ

て
は
、
観
光
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

持
続
的
か
つ
発
展
的
に
進
展
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
が
成
立
す

る
た
め
の
前
提
で
あ
る
観
光
資
源
が
護
ら
れ

持
続
的
に
洗
練
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
社
会
の
様
相
や
価

値
観
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
観

光
資
源
に
つ
い
て
も
「
地
域
資
源
と
し
て
管

理
す
る
」
と
い
う
考
え
の
下
に
、
そ
の
新
た

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　専
門
分
野
が
何
か
と
聞
か
れ
た
時
に
、
い

か
に
答
え
る
か
は
意
外
に
難
し
い
よ
う
に
思

う
。
最
近
は
、
概
ね
「
風
景
計
画
」
と
答
え

る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
以
前
は
、
相
手
の

仕
事
や
専
門
分
野
、
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、

造
園
と
答
え
た
り
、
地
域
計
画
、
観
光
計
画
、

あ
る
い
は
森
林
風
致
と
答
え
る
な
ど
様
々
で

あ
っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
風
景
計
画
と
答
え
て

い
る
の
は
、
自
分
が
専
門
と
し
て
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
比
較
的
広
い
範
囲
の
分
野
に
お

い
て
位
置
づ
け
、
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

風
景
を
読
む

│
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ・
リ
テ
ラ
シ
ー

　そ
の
「
風
景
計
画
」
で
あ
る
が
、
一
般
的

に
は
、
電
柱
や
看
板
な
ど
煩
雑
な
要
素
を
取

り
除
い
た
り
、
街
並
み
の
フ
ァ
サ
ー
ド
を
修

景
し
た
り
、
あ
る
い
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
や

眺
望
を
演
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
「
風
景
を

美
し
く
整
え
る
」
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
風
景
計
画
つ

ま
り
地
域
に
お
け
る
風
景
づ
く
り
に
と
っ
て
、

表
層
と
し
て
の
風
景
を
整
え
る
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、「
風
景
を
読
む
」
こ
と
が
非

下
村
彰
男（
し
も
む
ら・あ
き
お
）

東
京
大
学
大
学
院 

農
学
生
命
科
学
研
究
科 

教
授（
森
林
風

致
計
画
学
研
究
室
）。 

1
9
5
5
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。 

東
京

大
学
農
学
部
林
学
科
、同
大
学
院
農
学
系
研
究
科
林
学
専

門
課
程
修
了
。 （
株
）ラ
ッ
ク
計
画
研
究
所
、東
京
大
学
農
学

部
助
教
授
等
を
経
て
2
0
0
1
年
か
ら
現
職
。 

専
門
は
造
園
学
、風
景
計
画
、

観
光・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
計
画
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。 

各
地
域
の
文
化
的
景
観

の
保
全
管
理
方
策
な
ど
に
つ
い
て
研
究
。共
著
に『
人
と
森
の
環
境
学
』『
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
の
し
ご
と
』『
都
市
美
』『
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ケ
ー
プ
』な
ど
。

常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　で
は
、
風
景
を
読
む
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
。
T
V
の
人
気
番
組
「
ブ
ラ
タ

モ
リ
」
を
思
い
浮
か
べ
る
と
分
か
り
易
い
。

タ
モ
リ
が
街
を
歩
き
な
が
ら
、
街
の
様
々
な

様
相
か
ら
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
を
読
み
取

っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
街
の
風
景
に
は

様
々
な
地
域
情
報
が
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
地
域
や
街
の
記

憶
や
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し

て
い
く
作
業
が
「
風
景
を
読
む
」
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

　地
域
や
街
の
風
景
は
、
地
域
で
暮
ら
す

人
々
と
地
域
の
自
然
環
境
や
地
域
社
会
と
の

相
互
関
係
が
歴
史
的
に
集
積
し
顕
在
化
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
風
景
を
読

む
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
の
風
景
の
中
に
刻

み
込
ま
れ
て
い
る
地
域
の
自
然
環
境
の
特
質

や
、
そ
れ
に
対
応
し
て
き
た
人
々
の
地
域
な

ら
で
は
の
営
み
の
歴
史
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、
地

域
な
ら
で
は
の
生
活
様
式
や
地
域
が
歴
史
の

中
で
醸
成
し
て
き
た
生
活
文
化
な
ど
、
観
光

や
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
拠
り
所
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
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光
に
お
け
る
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直
島

観
光
資
源
の
変
容
と
風
景

│

観
光
資
源
の
記
号
性

　そ
し
て
ブ
ラ
タ
モ
リ
が
人
気
番
組
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
時
代
の
価
値
観
が
変
化
し

て
い
く
中
で
、
こ
の
「
風
景
を
読
む
」
こ
と

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
風
景

を
読
む
作
業
あ
る
い
は
解
読
し
た
地
域
の
諸

情
報
は
、
現
代
の
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
重
要
な
「
資
源
」
と
な
っ
て
き
て
い

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
風
景

を
読
む
作
業
は
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
そ
の
根
幹
と
な
る
資
源
を
探
し
た
り

確
認
し
た
り
す
る
作
業
と
重
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

　周
遊
型
観
光
の
頃
の
観
光
資
源
は
、
傑
出

し
た
山
や
湖
、
あ
る
い
は
寺
や
遊
園
地
と
い

っ
た
「
も
の
」
や
「
こ
と
」
が
中
心
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
滞
在
・
滞
留
型
へ
と

推
移
し
て
き
た
今
日
で
は
、
観
光
客
が
求
め

る
資
源
の
質
的
変
容
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

地
域
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
り
地

域
の
名
物
料
理
を
楽
し
む
な
ど
、
そ
の
地
域

で
し
か
味
わ
え
な
い
活
動
や
体
験
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　つ
ま
り
現
代
の
観
光
資
源
は
、
地
域
ら
し

い
風
景
、
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
や
特
産
物
、

そ
し
て
地
域
催
事
と
し
て
の
祭
り
や
行
事
な

ど
、
表
現
形
と
し
て
ど
こ
に
で
も
あ
る
「
風

景
」
や
「
料
理
」「
祭
り
」
を
見
た
り
体
験

し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
背
景
・
基
盤

と
し
て
の
「
地
域
ら
し
さ
」
つ
ま
り
地
域
固

有
の
生
活
様
式
や
生
活
文
化
、
さ
ら
に
換
言

す
る
と
地
域
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
求
め
る
と
い
っ
た
二
重
性
を
有
し
て
い
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　こ
れ
は
記
号
論
で
言
う
、
記
号
表
現
（
シ

ニ
フ
ィ
ア
ン
）
と
記
号
内
容
（
シ
ニ
フ
ィ

エ
）
と
の
関
係
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
現
代
の
観
光
資
源
は
「
記

号
」
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
地
域
の
生
活

様
式
や
生
活
文
化
と
そ
れ
ら
が
生
み
出
す
暮

ら
し
や
料
理
、
祭
り
や
行
事
、
風
景
な
ど
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
ら
し
さ
や
地

域
性
そ
の
も
の
が
資
源
と
な
っ
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。

地
域
資
源
管
理
と
い
う
考
え
方

│
観
光
の
持
続
性

　現
在
の
私
自
身
の
関
心
は
、
風
景
を
読
む

こ
と
と
、
そ
の
保
全
管
理
の
あ
り
方
を
ベ
ー

ス
に
し
た
新
た
な
風
景
計
画
論
の
検
討
で
あ

る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
は
、
①
風
景
の
読

み
取
り
方
：
現
在
の
風
景
か
ら
、
地
域
個
性

を
導
出
・
明
確
化
す
る
方
法
の
検
討
、
②
風

景
の
（
中
の
地
域
個
性
の
）
保
全
管
理
の
進

め
方
：
地
域
個
性
を
人
々
で
共
有
し
来
訪
者

に
伝
え
る
と
と
も
に
、
持
続
的
に
活
用
し
な

が
ら
洗
練
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
（
担
い
手
や

財
源
等
）
の
検
討
、
で
あ
る
。

　こ
の
風
景
計
画
論
に
は
観
光
、
つ
ま
り
来

訪
者
の
関
与
は
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
を
観

光
サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば
、「
資
源
管
理
」
と

い
う
領
域
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
観
光
の
領
域
に
お
い
て
、
資
源
管
理
と
い

う
考
え
方
は
希
薄
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

観
光
資
源
の
資
源
性
が
先
天
的
・
固
定
的
に

与
え
ら
れ
、
周
辺
整
備
等
を
通
し
て
観
光
対

象
化
す
る
と
い
う
概
念
整
理
の
中
で
は
、
資

源
に
対
す
る
働
き
か
け
は
「
管
理
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
は
な
り
に
く
い
。

　し
か
し
な
が
ら
記
号
的
性
格
を
有
し
た
地

域
資
源
の
場
合
に
は
、
根
底
に
あ
る
地
域
文

化
や
生
活
様
式
を
い
か
に
明
確
化
し
観
光
客

に
上
手
に
伝
え
る
の
か
、
ま
た
表
層
と
し
て

の
活
動
・
体
験
の
質
を
い
か
に
洗
練
さ
せ
る

の
か
に
よ
っ
て
資
源
性
は
上
下
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
観
光
を
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光
資
源
の

保
護
・
保
全
と
活
用
と
を
循
環
的
に
実
現
し

て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
下
で
は
、
資
源
を

継
続
的
に
管
理
し
て
い
く
と
い
う
概
念
は
ご

く
自
然
に
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
。

　観
光
は
文
化
的
な
行
為
で
あ
り
、
多
様
な

側
面
を
有
し
て
い
る
。
観
光
を
検
討
す
る
う

え
で
受
け
入
れ
る
地
域
サ
イ
ド
か
ら
考
え
る

こ
と
も
重
要
な
側
面
で
あ
る
。
地
域
に
と
っ

て
は
、
観
光
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

持
続
的
か
つ
発
展
的
に
進
展
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
観
光
が
成
立
す

る
た
め
の
前
提
で
あ
る
観
光
資
源
が
護
ら
れ

持
続
的
に
洗
練
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
社
会
の
様
相
や
価

値
観
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
観

光
資
源
に
つ
い
て
も
「
地
域
資
源
と
し
て
管

理
す
る
」
と
い
う
考
え
の
下
に
、
そ
の
新
た

な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　専
門
分
野
が
何
か
と
聞
か
れ
た
時
に
、
い

か
に
答
え
る
か
は
意
外
に
難
し
い
よ
う
に
思

う
。
最
近
は
、
概
ね
「
風
景
計
画
」
と
答
え

る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
以
前
は
、
相
手
の

仕
事
や
専
門
分
野
、
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、

造
園
と
答
え
た
り
、
地
域
計
画
、
観
光
計
画
、

あ
る
い
は
森
林
風
致
と
答
え
る
な
ど
様
々
で

あ
っ
た
。
こ
の
と
こ
ろ
風
景
計
画
と
答
え
て

い
る
の
は
、
自
分
が
専
門
と
し
て
検
討
し
て

い
る
こ
と
を
比
較
的
広
い
範
囲
の
分
野
に
お

い
て
位
置
づ
け
、
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

風
景
を
読
む

│
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ・
リ
テ
ラ
シ
ー

　そ
の
「
風
景
計
画
」
で
あ
る
が
、
一
般
的

に
は
、
電
柱
や
看
板
な
ど
煩
雑
な
要
素
を
取

り
除
い
た
り
、
街
並
み
の
フ
ァ
サ
ー
ド
を
修

景
し
た
り
、
あ
る
い
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
や

眺
望
を
演
出
し
た
り
す
る
な
ど
、
「
風
景
を

美
し
く
整
え
る
」
こ
と
が
基
本
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
風
景
計
画
つ

ま
り
地
域
に
お
け
る
風
景
づ
く
り
に
と
っ
て
、

表
層
と
し
て
の
風
景
を
整
え
る
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、「
風
景
を
読
む
」
こ
と
が
非

下
村
彰
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し
も
む
ら・あ
き
お
）
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学
生
命
科
学
研
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研
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大
学
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部
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を
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現
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エ
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各
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ラ
ン
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ケ
ー
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の
し
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と
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都
市
美
』『
フ
ォ
レ
ス
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ケ
ー
プ
』な
ど
。

常
に
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要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　で
は
、
風
景
を
読
む
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
。
T
V
の
人
気
番
組
「
ブ
ラ
タ

モ
リ
」
を
思
い
浮
か
べ
る
と
分
か
り
易
い
。

タ
モ
リ
が
街
を
歩
き
な
が
ら
、
街
の
様
々
な

様
相
か
ら
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
を
読
み
取

っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
街
の
風
景
に
は

様
々
な
地
域
情
報
が
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
地
域
や
街
の
記

憶
や
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し

て
い
く
作
業
が
「
風
景
を
読
む
」
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。

　地
域
や
街
の
風
景
は
、
地
域
で
暮
ら
す

人
々
と
地
域
の
自
然
環
境
や
地
域
社
会
と
の

相
互
関
係
が
歴
史
的
に
集
積
し
顕
在
化
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
風
景
を
読

む
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
の
風
景
の
中
に
刻

み
込
ま
れ
て
い
る
地
域
の
自
然
環
境
の
特
質

や
、
そ
れ
に
対
応
し
て
き
た
人
々
の
地
域
な

ら
で
は
の
営
み
の
歴
史
を
再
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
、
地

域
な
ら
で
は
の
生
活
様
式
や
地
域
が
歴
史
の

中
で
醸
成
し
て
き
た
生
活
文
化
な
ど
、
観
光

や
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
拠
り
所
を
浮
き
彫

り
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

観
光
に
お
け
る

地
域
資
源
管
理

東
京
大
学
大
学
院 

農
学
生
命
科
学
研
究
科 

教
授

　下
村
彰
男
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Ⅰ
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書
誌
的
検
討
に
よ
れ
ば
、「
地
域
づ
く

り
」
と
い
う
用
語
が
、
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
で

定
着
す
る
の
は
、
1
9
9
0
年
代
後
半
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
を
背
景
と

す
る
「
地
域
活
性
化
」
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
に
よ
り
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
後
退
し
、
地
域

の
内
発
的
な
発
展
を
論
じ
る
言
葉
と
し
て
の

「
地
域
づ
く
り
」
の
登
場
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
時
に
、
刊
行
さ
れ
た
の
が
、

『
地
域
を
活
か
す
』
で
あ
る
（
大
明
堂
版
、

1
9
9
8
年
刊
）。
著
者
の
地
理
学
者
・
宮

口
侗
廸
氏
は
、
農
山
漁
村
を
歩
き
、
そ
の
再

生
の
方
途
を
提
言
す
る
実
践
的
研
究
者
と
し

て
、
当
時
す
で
に
名
を
馳
せ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
お
の
ず
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

た
同
書
で
あ
る
が
、
筆
者
（
小
田
切
、
以
下

同
じ
）
の
読
後
感
は
そ
の
よ
う
な
一
般
的
期

待
を
遙
か
に
超
え
、「
衝
撃
」
と
言
っ
て
も

よ
い
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
大
学
の
研
究
室

で
読
み
進
め
な
が
ら
、
鳥
肌
が
立
ち
続
け
る

よ
う
な
感
覚
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
い
く
つ
も
の
論
点
を
提
示
す
る
本
書
で
あ

る
が
、
筆
者
に
は
、
著
者
の
次
の
ふ
た
つ
の

主
張
が
し
ば
ら
く
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

ひ
と
つ
は
、
後
に
私
た
ち
が
「
低
密
度
居
住

地
域
論
」
と
称
す
る
議
論
で
あ
り
、
次
の
一

文
が
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
。「『
山
村
と

は
、
非
常
に
少
な
い
数
の
人
間
が
広
大
な
空

間
を
面
倒
み
て
い
る
地
域
社
会
で
あ
る
』
と

い
う
発
想
を
出
発
点
に
置
き
、
少
な
い
数
の

人
間
が
山
村
空
間
を
ど
の
よ
う
に
経
営
」
す

れ
ば
、
そ
こ
に
次
の
世
代
に
も
支
持
さ
れ
る

暮
ら
し
が
可
能
と
な
る
の
か
を
、
追
求
す
る

し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
多
数
の
論
理
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
都
市
社
会
と
は
別
の
仕
組

み
を
持
つ
、
い
わ
ば
先
進
的
な
少
数
社
会
を
、

あ
ら
ゆ
る
機
動
力
を
駆
使
し
て
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」。
つ
ま
り
、
農

山
漁
村
で
は
人
口
減
少
社
会
で
生
き
抜
く
、

新
し
い
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
地
域
づ
く
り
と
し
て
い
る
。
人
口
が

減
る
か
ら
「
消
滅
す
る
」
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
「
新
し
い
仕
組
み
を
作
ろ

う
」
と
い
う
議
論
は
い
ま
で
も
革
新
的
で
あ

ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
仕
組
み
を
作
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、「
交
流
」
を
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
、
第
２
の
注
目
す
べ
き
主
張
で

あ
る
。「
今
ま
で
に
な
い
発
展
の
し
く
み
を

つ
く
る
ヒ
ン
ト
は
、
自
分
の
属
す
る
地
域
や

系
統
を
考
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
は
生
ま
れ
な

い
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
異
質
の
系
統
の
な
か
に

こ
そ
潜
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
質
の

系
統
と
の
行
き
来
や
交
渉
す
な
わ
ち
交
流
が
、

新
し
い
発
展
に
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
に
な

る
」
と
い
う
一
文
が
そ
れ
を
端
的
に
表
現
し

て
い
る
。
こ
の
「
交
流
論
」
に
よ
り
都
市
農

村
交
流
や
当
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
意
義
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
語
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
発
的
発
展
の
不

可
欠
な
要
素
と
し
て
交
流
を
見
る
見
方
は
、

「
新
し
い
内
発
的
発
展
論
」
と
し
て
最
近
よ

う
や
く
定
式
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
先
駆
性
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

　
い
ず
れ
も
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
期
を
脱
し

た
ば
か
り
の
農
山
村
を
対
象
と
し
た
と
は
思

え
な
い
議
論
が
、
本
書
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
実
態
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
、
さ
ら
に
著

者
の
自
ら
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
の
が
本

書
の
特
徴
で
あ
る
。

　
実
は
、
こ
の
衝
撃
が
そ
の
ま
ま
、
私
の
農

山
村
を
見
る
枠
組
み
を
形
成
し
た
と
し
て
も

過
言
で
は
な
い
。
特
に
、
先
に
２
つ
の
論
点

は
、
筆
者
の
農
山
村
再
生
論
の
主
要
な
柱
で

も
あ
る
。
宮
口
氏
と
は
直
接
の
師
弟
関
係
は

な
い
が
、
同
じ
農
山
村
を
歩
く
研
究
者
と
し

て
、
勝
手
に
そ
の
議
論
を
受
け
継
い
で
い
る

の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
引
用
を
し
な
が
ら
）。

そ
し
て
、
前
者
の
「
低
度
居
住
地
域
論
」
は

地
方
創
生
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る
「
小
さ

な
拠
点
」
の
提
案
に
つ
な
が
り
、
後
者
の

「
交
流
論
」
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
は
じ

め
と
す
る
外
部
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
議
論
に
影

連載
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『地域を活かす』
明治大学 農学部 食料環境政策学科 教授

小田切徳美

宮口侗廸 著／大明堂 1998年

響
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
欄
で
あ
え
て
こ
の
本
を
紹
介

し
た
の
は
、
筆
者
の
議
論
や
政
策
の
オ
リ
ジ

ン
を
明
確
化
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
宮
口
氏
の
議
論
が
観

光
研
究
か
ら
も
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
門
外
漢
の
管
見
に
よ
れ
ば
、
国
内
の
観
光

研
究
の
（
ひ
と
つ
の
）
流
れ
は
、
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
」
論
に
収
斂
し
、
さ
ら
に
新
た
な

発
展
を
見
せ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
議
論
を
す
る
時
に
、
20
年
前
の
こ
の
先

駆
的
な
地
域
論
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
は
少
な

く
な
い
。
例
え
ば
、
著
者
が
「
交
流
論
」
を

意
識
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
材
の
あ
る
べ
き

姿
を
論
じ
た
、
次
の
一
文
は
印
象
的
で
あ
る
、

「
こ
こ
か
ら
は
、
①
地
域
の
価
値
を
独
善
的

で
は
な
く
、
他
人
に
通
用
す
る
よ
う
な
普
遍

的
な
形
で
引
き
出
す
と
い
う
こ
と
、
②
そ
れ

を
持
続
的
な
組
織
に
ね
ば
り
強
く
仕
立
て
上

げ
る
こ
と
、
そ
し
て
③
地
域
の
人
材
を
育
て

そ
の
力
を
結
集
し
新
し
い
共
同
作
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
」こ
こ

で
あ
げ
ら
れ
た
３
条
件
は
、
い
ま
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
や
そ

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
そ
の

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、

同
書
を
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
論
」
の
先
駆
的

書
籍
の
ひ
と
つ
と
し
て
読
む
観
光
研
究
が
あ

っ
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
い
か
が
で

あ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
こ
の
名
著
『
地
域
を
活
か
す
』
の

出
版
は
、
大
明
堂
の
廃
業
に
よ
り
、
原
書
房

が
引
き
継
い
で
い
る
。
さ
ら
に
2
0
0
7
年

に
は
、『
新
・
地
域
を
活
か
す
』
と
し
て
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
い
ま
も
入
手
可
能
で
あ

る
。
地
域
づ
く
り
の
宝
が
こ
の
よ
う
に
提
供

さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
著
者
と
版

元
に
感
謝
し
た
い
。

『地域を活かす 改訂版』
2004年、大明堂／原書房

『新・地域を活かす』2007年、原書房

『地域を活かす』
1998年、大明堂

と
し 

み
ち

小
田
切
徳
美（
お
だ
ぎ
り・と
く
み
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授
。農
学
博

士
。専
門
は
農
山
村
再
生
論
、地
域

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
、農
業
経
済
学
。

1
9
8
8
年
東
京
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。東
京
大
学
農

学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て
2
0
0
6
年
か
ら
現
職
。

著
書
に『
農
山
村
か
ら
の
地
方
創
生
』（
共
著
、筑
波
書

房
、2
0
1
8
年
）、『
内
発
的
農
村
発
展
論
』（
共
編
著
、

農
村
統
計
出
版
、2
0
1
8
年
）、『
世
界
の
田
園
回
帰   

　

  

ヵ
国
の
動
向
と
日
本
の
展
望
』（
共
著
、農
山
漁
村

文
化
協
会
、2
0
1
7
年
）、『
農
山
村
は
消
滅
し
な

い
』（
岩
波
書
店
、2
0
1
4
年
）な
ど
多
数
。
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‥
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書
誌
的
検
討
に
よ
れ
ば
、「
地
域
づ
く

り
」
と
い
う
用
語
が
、
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
で

定
着
す
る
の
は
、
1
9
9
0
年
代
後
半
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
を
背
景
と

す
る
「
地
域
活
性
化
」
と
入
れ
替
わ
る
よ
う

に
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
に
よ
り
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
後
退
し
、
地
域

の
内
発
的
な
発
展
を
論
じ
る
言
葉
と
し
て
の

「
地
域
づ
く
り
」
の
登
場
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
時
に
、
刊
行
さ
れ
た
の
が
、

『
地
域
を
活
か
す
』
で
あ
る
（
大
明
堂
版
、

1
9
9
8
年
刊
）。
著
者
の
地
理
学
者
・
宮

口
侗
廸
氏
は
、
農
山
漁
村
を
歩
き
、
そ
の
再

生
の
方
途
を
提
言
す
る
実
践
的
研
究
者
と
し

て
、
当
時
す
で
に
名
を
馳
せ
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、
お
の
ず
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

た
同
書
で
あ
る
が
、
筆
者
（
小
田
切
、
以
下

同
じ
）
の
読
後
感
は
そ
の
よ
う
な
一
般
的
期

待
を
遙
か
に
超
え
、「
衝
撃
」
と
言
っ
て
も

よ
い
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
大
学
の
研
究
室

で
読
み
進
め
な
が
ら
、
鳥
肌
が
立
ち
続
け
る

よ
う
な
感
覚
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
い
く
つ
も
の
論
点
を
提
示
す
る
本
書
で
あ

る
が
、
筆
者
に
は
、
著
者
の
次
の
ふ
た
つ
の

主
張
が
し
ば
ら
く
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

ひ
と
つ
は
、
後
に
私
た
ち
が
「
低
密
度
居
住

地
域
論
」
と
称
す
る
議
論
で
あ
り
、
次
の
一

文
が
そ
れ
を
よ
く
表
し
て
い
る
。「『
山
村
と

は
、
非
常
に
少
な
い
数
の
人
間
が
広
大
な
空

間
を
面
倒
み
て
い
る
地
域
社
会
で
あ
る
』
と

い
う
発
想
を
出
発
点
に
置
き
、
少
な
い
数
の

人
間
が
山
村
空
間
を
ど
の
よ
う
に
経
営
」
す

れ
ば
、
そ
こ
に
次
の
世
代
に
も
支
持
さ
れ
る

暮
ら
し
が
可
能
と
な
る
の
か
を
、
追
求
す
る

し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
多
数
の
論
理
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
都
市
社
会
と
は
別
の
仕
組

み
を
持
つ
、
い
わ
ば
先
進
的
な
少
数
社
会
を
、

あ
ら
ゆ
る
機
動
力
を
駆
使
し
て
つ
く
り
上
げ

る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」。
つ
ま
り
、
農

山
漁
村
で
は
人
口
減
少
社
会
で
生
き
抜
く
、

新
し
い
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
地
域
づ
く
り
と
し
て
い
る
。
人
口
が

減
る
か
ら
「
消
滅
す
る
」
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
「
新
し
い
仕
組
み
を
作
ろ

う
」
と
い
う
議
論
は
い
ま
で
も
革
新
的
で
あ

ろ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
仕
組
み
を
作
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、「
交
流
」
を
位
置
づ
け

て
い
る
点
が
、
第
２
の
注
目
す
べ
き
主
張
で

あ
る
。「
今
ま
で
に
な
い
発
展
の
し
く
み
を

つ
く
る
ヒ
ン
ト
は
、
自
分
の
属
す
る
地
域
や

系
統
を
考
え
る
こ
と
だ
け
か
ら
は
生
ま
れ
な

い
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
異
質
の
系
統
の
な
か
に

こ
そ
潜
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
質
の

系
統
と
の
行
き
来
や
交
渉
す
な
わ
ち
交
流
が
、

新
し
い
発
展
に
は
不
可
欠
と
い
う
こ
と
に
な

る
」
と
い
う
一
文
が
そ
れ
を
端
的
に
表
現
し

て
い
る
。
こ
の
「
交
流
論
」
に
よ
り
都
市
農

村
交
流
や
当
時
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
意
義
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
語
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
内
発
的
発
展
の
不

可
欠
な
要
素
と
し
て
交
流
を
見
る
見
方
は
、

「
新
し
い
内
発
的
発
展
論
」
と
し
て
最
近
よ

う
や
く
定
式
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
先
駆
性
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。

　
い
ず
れ
も
、
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
期
を
脱
し

た
ば
か
り
の
農
山
村
を
対
象
と
し
た
と
は
思

え
な
い
議
論
が
、
本
書
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
実
態
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
、
さ
ら
に
著

者
の
自
ら
の
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
の
が
本

書
の
特
徴
で
あ
る
。

　
実
は
、
こ
の
衝
撃
が
そ
の
ま
ま
、
私
の
農

山
村
を
見
る
枠
組
み
を
形
成
し
た
と
し
て
も

過
言
で
は
な
い
。
特
に
、
先
に
２
つ
の
論
点

は
、
筆
者
の
農
山
村
再
生
論
の
主
要
な
柱
で

も
あ
る
。
宮
口
氏
と
は
直
接
の
師
弟
関
係
は

な
い
が
、
同
じ
農
山
村
を
歩
く
研
究
者
と
し

て
、
勝
手
に
そ
の
議
論
を
受
け
継
い
で
い
る

の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
引
用
を
し
な
が
ら
）。

そ
し
て
、
前
者
の
「
低
度
居
住
地
域
論
」
は

地
方
創
生
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る
「
小
さ

な
拠
点
」
の
提
案
に
つ
な
が
り
、
後
者
の

「
交
流
論
」
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
は
じ

め
と
す
る
外
部
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
議
論
に
影

連載

当財団専門委員

わたしの１冊
13 回第

『地域を活かす』
明治大学 農学部 食料環境政策学科 教授

小田切徳美

宮口侗廸 著／大明堂 1998年

響
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
欄
で
あ
え
て
こ
の
本
を
紹
介

し
た
の
は
、
筆
者
の
議
論
や
政
策
の
オ
リ
ジ

ン
を
明
確
化
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
宮
口
氏
の
議
論
が
観

光
研
究
か
ら
も
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
門
外
漢
の
管
見
に
よ
れ
ば
、
国
内
の
観
光

研
究
の
（
ひ
と
つ
の
）
流
れ
は
、
「
観
光
ま

ち
づ
く
り
」
論
に
収
斂
し
、
さ
ら
に
新
た
な

発
展
を
見
せ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
議
論
を
す
る
時
に
、
20
年
前
の
こ
の
先

駆
的
な
地
域
論
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
は
少
な

く
な
い
。
例
え
ば
、
著
者
が
「
交
流
論
」
を

意
識
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
材
の
あ
る
べ
き

姿
を
論
じ
た
、
次
の
一
文
は
印
象
的
で
あ
る
、

「
こ
こ
か
ら
は
、
①
地
域
の
価
値
を
独
善
的

で
は
な
く
、
他
人
に
通
用
す
る
よ
う
な
普
遍

的
な
形
で
引
き
出
す
と
い
う
こ
と
、
②
そ
れ

を
持
続
的
な
組
織
に
ね
ば
り
強
く
仕
立
て
上

げ
る
こ
と
、
そ
し
て
③
地
域
の
人
材
を
育
て

そ
の
力
を
結
集
し
新
し
い
共
同
作
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
」こ
こ

で
あ
げ
ら
れ
た
３
条
件
は
、
い
ま
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
や
そ

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
そ
の

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、

同
書
を
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
論
」
の
先
駆
的

書
籍
の
ひ
と
つ
と
し
て
読
む
観
光
研
究
が
あ

っ
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
い
か
が
で

あ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
こ
の
名
著
『
地
域
を
活
か
す
』
の

出
版
は
、
大
明
堂
の
廃
業
に
よ
り
、
原
書
房

が
引
き
継
い
で
い
る
。
さ
ら
に
2
0
0
7
年

に
は
、『
新
・
地
域
を
活
か
す
』
と
し
て
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
い
ま
も
入
手
可
能
で
あ

る
。
地
域
づ
く
り
の
宝
が
こ
の
よ
う
に
提
供

さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
著
者
と
版

元
に
感
謝
し
た
い
。

『地域を活かす 改訂版』
2004年、大明堂／原書房

『新・地域を活かす』2007年、原書房

『地域を活かす』
1998年、大明堂

と
し 

み
ち

小
田
切
徳
美（
お
だ
ぎ
り・と
く
み
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授
。農
学
博

士
。専
門
は
農
山
村
再
生
論
、地
域

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
、農
業
経
済
学
。

1
9
8
8
年
東
京
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。東
京
大
学
農

学
部
助
教
授
な
ど
を
経
て
2
0
0
6
年
か
ら
現
職
。

著
書
に『
農
山
村
か
ら
の
地
方
創
生
』（
共
著
、筑
波
書

房
、2
0
1
8
年
）、『
内
発
的
農
村
発
展
論
』（
共
編
著
、

農
村
統
計
出
版
、2
0
1
8
年
）、『
世
界
の
田
園
回
帰   

　

  

ヵ
国
の
動
向
と
日
本
の
展
望
』（
共
著
、農
山
漁
村

文
化
協
会
、2
0
1
7
年
）、『
農
山
村
は
消
滅
し
な

い
』（
岩
波
書
店
、2
0
1
4
年
）な
ど
多
数
。
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‥
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特集テーマ関連の蔵書の紹介

選：旅の図書館  副館長  大隅一志

今
号
の
特
集
＝
観
光
振
興
財
源
の
導
入
と
活
用
＝
に
関

連
し
た
、
旅
の
図
書
館
に
あ
る
資
料
や
蔵
書
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
論
文
や
雑
誌
の
記
事
も

含
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
７

観光文化  234号
［特集］デスティネーション・マネジメントの潮流

公益財団法人日本交通公社
（※090645）

２
０
１
７

DMO
観光地経営のイノベーション

高橋一夫／学芸出版社
（※088834）

２
０
１
７

博士論文
自治体における

観光自主財源の導入に関する研究
―法定外税と協力金制度を中心に―

塩谷英生
（※090284）

２
０
０
６

観光税の導入に関する研究
～自治体における法定外税の導入を中心として

財団法人日本交通公社
（※066776）

２
０
１
１

日本の温泉地を元気にする
「温泉まちづくりの課題と解決策」

～提言集～
温泉まちづくり研究会／財団法人日本交通公社

（※079401）

観光ビジネスの基礎
（広島修道大学テキストシリーズ）

木谷直俊／創成社
（※083218）

２
０
１
３

観光地経営の視点と実践
公益財団法人日本交通公社／丸善出版

（※083401）

２
０
１
４

温泉まちづくり
2013年度

温泉まちづくり研究会 ディスカッション記録
公益財団法人日本交通公社

（※084394）

２
０
１
５

最新エリアマネジメント
街を運営する民間組織と活動財源

小林重敬／学芸出版社
（※086722）

２
０
１
３

２
０
１
５

観光文化  226号
［特集］入山料を問う

公益財団法人日本交通公社
（※090636）
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注：（※番号）は「旅の図書館」資料ＩＤ

２
０
０
１

観光税政策に関する論考
『日本観光研究学会全国大会 研究発表論文集No.16』pp.149-152

中島敬介／日本観光研究学会
（※057691）

２
０
０
２

観光税政策についての研究
―ハワイ、ニューヨークにおける＜宿泊税＞を事例として―
『日本観光研究学会全国大会 研究発表論文集 No.17』pp.37-40

中島敬介／日本観光研究学会
（※057547）

２
０
０
３

観光税の影響に関する研究
―米国、ハワイ州における＜宿泊税＞を事例として―

『日本観光研究学会全国大会 研究発表論文集 No.18』pp.177-180
中島敬介／日本観光研究学会

（※060656）

２
０
０
７

法定外税制度による観光財源確保と
規制緩和の影響に関する経済学的考察
『第22回 日本観光研究学会 全国大会 学術論文集』pp.145-148

大井尚司／日本観光研究学会
（※070768）

２
０
０
９

温泉地の魅力向上のための財源を考える
―入湯税のあり方とは
『観光文化』Vol.197、pp.18-21

朝倉はるみ／財団法人日本交通公社
（※090607）

２
０
１
２

国立公園における
観光者の協力金徴収システムに関する研究
『第27回 日本観光研究学会 全国大会 学術論文集』pp.451-452

野澤優介・海津ゆりえ／日本観光研究学会
（※083321）

２
０
１
３

世界遺産富士山における
協力金問題と登山者の意識

『第28回 日本観光研究学会 全国大会 学術論文集』pp.257-260
山本清龍・トマス=Ｅ=ジョーンズ・林 宇一・新牧重雄

日本観光研究学会
（※083358）

２
０
１
４

制度認知度と支払意思にみる
富士山保全協力金の現状と課題
―外国人登山者の意識調査から―

『第29回 日本観光研究学会 全国大会 学術論文集』pp.257-260
ジョーンズ トム・山本清龍／日本観光研究学会

（※084548）

２
０
１
８

みんなどうしてる？
DMOのおカネ問題
『とーりまかし』Vol.52、pp.24-29
じゃらんリサーチセンター

（※1階雑誌コーナー）

２
０
０
４

 “観光税”政策に関する研究
―米国カリフォルニア州における“Tourism Assessment”を事例として―

『日本観光研究学会全国大会 研究発表論文集 No.19』pp.129-132
中島敬介／日本観光研究学会

（※062634）

２
０
１
８

日本の「観光地経営」に関連する
概念の変遷および

海外における類似概念との比較
『日本国際観光学会論文集（第25号）』pp.25-35

菅野正洋・吉谷地裕・山田雄一
日本国際観光学会

（※090841）

日本版DMO候補法人と
地域コミュニティとの関わり

～収入構造の視点から
『日本国際観光学会論文集（第25号）』pp.141-147
八島雄士・永井隼人・ドーリング=アダム

日本国際観光学会
（※090841）
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237号（2018年4月発行）特集：これからの地域交通と観光
　地域交通をめぐる環境変化はめまぐるしく、ICT、EVなど新しい技術の進展や自動運
転導入へ向けた社会実験、また、BRT（Bus Rapid Transit）、公共交通空白地有償運
送、貨客混載といった新しい交通システムの導入が進んでいます。一方、観光市場におい
ては、インバウンド市場の急伸に加え、国内旅行も含めたFIT化が進展していて、地域交
通の重要性も高まっています。本特集では、こうした環境変化の中、高齢化や人手不足な
どの諸課題を抱えた地域が公共交通を梃子に地域づくりを進めていく際に、観光はどの
ように寄与することができるのかについて、研究者の意見や先進事例の取材を通じて考
察します。A4判52ページ／1,000円＋税。

236号（2018年1月発行）特集：人生に旅を！ 節目旅行ノススメ
　旅に出るきっかけを人生の〝節目 に求めるのは日本人だけではないだろうが、旧暦に
見られるように季節の変化がはっきりし、伊勢参りのように本音と建前を使い分ける日本
人には節目をいわば言い訳に旅に出る傾向が強い。近年、若者の間では、“節目に旅に出
る”から“旅に出ることで人生に節目を作る”、つまり希薄になった地縁、血縁などの人間
関係を円滑にするため、仲間と一緒に旅に出かけることで節目を作るという知恵が生み出
されているとも言われている。節目旅行の意味が大きく変わろうとしていると見ることもで
き、地域がこうした新たな需要に対応していくことも一考に値するのではないか。A4判66
ページ／1,000円＋税。

235号（2017年10月発行）特集：持続可能な観光
　国連は2017年を「持続可能な国際観光年」と定め、観光の視点から持続可能性を高
める呼びかけを行っています。当財団でも自主・受託事業を通じて同テーマに取り組んで
きました。しかし、これまでは理論・概念からの整理が主で、現場の視点からの整理・分
析が不足しています。そこで、本特集では、具体的な事例を中心に持続可能な観光を分析
し、持続可能な観光の「現場」での「実践」に向けた提言を行っています。A4判54ペー
ジ／1,000円＋税。

234号（2017年7月発行）特集：デスティネーション・マネジメントの潮流
　DMOはデスティネーション・マネジメント（Destination Management）およびデス
ティネーション・マーケティング（Destination Marketing）を担う組織とされ、観光に
よる地域振興の司令塔として期待されている。もともと、マネジメントもマーケティングも
企業経営用語であるが、地域を企業に置き換えれば解るようにマネジメント（経営・管理）
あってのマーケティングである。しかしながら、デスティネーション・マネジメントの概念
の誕生や変遷については、必ずしも共通の理解となっていない。そこで、本概念の定義や
実態について、学術面、実践面の両面から整理を行い、我が国における展開と方向につ
いて検討してみる。A4判58ページ／1,000円＋税。

・180号（2006年11月発行）以降のものは、全ページを当財団のホームページで公開しています。
・�169号（2005年1月発行）以降のものは、アマゾンamazon.co.jpでオン・デマンド印刷版を販売しています。�
※創刊号～168号は販売準備中です。
・年間定期購読については当財団のホームページでご案内しています。

〝

『観光文化』バックナンバーのご案内
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『温泉まちづくり　2017年度　温泉まちづくり研究会  
総括レポート』（発行：2018年3月）

　「温泉まちづくり研究会」は、7つの温
泉地（阿寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、
由布院、黒川）が集まり、温泉地、温泉
旅館が抱える課題について、解決の方
向を探り、活性化に資することを目指し
ています。本書は2017年度に開催した
3回の研究会の内容を分かりやすく取
りまとめたものです。第1回は「温泉地

の雇用について考える」をテーマとし、今年度研究会として実
施する宿泊施設従業員・経営者アンケートの内容などにつ
いて議論を深めました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文
化）の展開を考える」と題し、芸術祭でいかに地域が発展し
ていくのかなどについて学びました。第3回は「温泉地の雇用
問題を考える」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従
業員・経営者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での
人材の「確保」「定着」「育成」についての議論を行いました。
A4判84ページ／1,500円＋税。『温泉まちづくり』は2011年
度版からホームページで全ページを公開しています。

公益財団法人  日本交通公社  出版物のご案内

『旅行年報2017』（発行：2017年10月）
　日本人や外国人の旅行市場や観
光産業、観光地、観光政策などについ
て、各種統計資料や、当財団が実施し
た独自の調査結果をもとに、一年の動
向を解説しています。
　また、本号より、第Ⅳ編 観光地に「Ⅳ
-9自然」「Ⅳ-10歴史・文化」「Ⅳ-11
温泉」を、第Ⅴ編 観光政策に「Ⅴ-3

主要市町村による観光政策」を新たに追加しました。A4判
224ページ／2,000円＋税。『旅行年報』は、2014年版か
らホームページで公開しています。

『観光地づくりオーラルヒストリー』（発行：2017年8月）
　本冊子は、当財団の自主研究『これ
からの観光地づくりと観光計画に関す
る研究』の一部を「観光地づくりオー
ラルヒストリー」として取りまとめ、発刊
したものです。これまで我が国におい
て先導的に観光計画の策定や観光地
づくりに取り組んできたフィジカルプラ
ンナー10人に対してインタビューを行

い、暗黙知をできる限り形式知とするオーラルヒストリーの
手法によって進めました。そして、これからの観光地づくり
や観光計画のあり方への視座が得られるものとなるように
しました。A4判174ページ／1,500円＋税。

『平成29年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2017年11月）

　平成29年度の本講座では、行政・
広域での連携（長野県飯山市）、漁業
×観光、官民での連携（三重県鳥羽
市）、コミュニティの住民を交えた連携

（徳島県にし阿波）、金融を交えた連携
（長野県山ノ内町）の4つの事例を取り
上げ、観光地経営を担う個 の々主体が
自立して自らの役割を担いつつ相互に

連携する関係を「パートナーシップ」と表現して、その重要
性について解説しました。連携構築や組織づくり・体制づく
りに奔走する、主に行政の観光担当者や観光協会の事務
局の皆様に対して、地域の誰と、どのようなパートナーシッ
プを築いていくべきかについてのヒントを提供します。A4判
79ページ／1,000円＋税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。
※平成25年度は『観光実践講座 講義録』となっています。

・ここで紹介している出版物は、全ページをホームページで公開しています。
・またアマゾン（amazon.co.jp）で、オン・デマンド印刷版を販売しています。

『育て、磨き、輝かせる　インバウンドの消費促進と地域経済活性化』（2018年6月、発行：株式会社 ぎょうせい）
　近年、訪日外国人旅行者数は毎年過去最高を更新し続けています。今後、インバウンド需要を取り込
もうとする地域にとって重要なことは、先進的にインバウンド対応事業や施策を行い、特に地域への経
済効果向上の観点から、どのような成果を上げてきたのか検証し、施策や事業を検討することです。特
に近年では「モノ消費」（爆買い）から「コト消費」（体験）へと変化するインバウンド需要をどう地域に取
り込むかがポイントになっており、地域資源を「育て」「磨き」「輝かせる」ことで、訪日外国人旅行者によ
る交流人口を拡大し、地域活性化に成功している事例が出てきています。そこで本書では、経済効果を
高めるにあたって重要な「①訪日外国人旅行者を“増やす”」「②訪日外国人旅行者の消費単価を“上
げる”」「③域内調達率を“高める”」を実現するために必要な視点を整理し、視点ごとに先進事例を紹介

します。課題や苦悩をどう乗り越えたかにも注目し、インバウンド需要を地域経済活性化に結びつけていくためのヒントが見
つかります。（公財）日本交通公社 編著／Ａ5判192ページ／2,200円＋税。
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